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年会講演 薬史学雑誌 60（1），1-5（2025）

平安の薫物“侍従”に配合される熟欝金について*1

木　　下　　武　　司*2

On the Origin of the Juku-Ukon Blend in Jijū, One of the Main  
Forms of Compound Incense in the Heian Period*1

Takeshi Kinoshita*2

（Accepted December 3, 2024）

Summary

　There is one passage in the chapter titled Hahakigi （ 箒 木 ） in The Tale of Genji （ 源 氏 物 語 ） which 
describes how a maid identifies Hikaru Genji by his scent as he tries to sneak into Utsusemi’s room at night. 
It refers to “Ikō” （衣香）, the scent emanating from clothes smoked with burning compound incense （薫物）, 
which was quite a common practice for Heian aristocrats. There are six types of compound incense, of which 
Jijū （侍従） and Kayō （荷葉） contain a unique fragrance called juku-ukon （熟欝金）. It is made by blending 
four fragrances into ō-ukon （黄欝金）, the rhizome of Curcuma aromatica called kyō-ō （姜黄） in Chinese 
materia medica. Juku-ukon is essentially a compound incense based on ō-ukon, and is blended into ordinary 
compound incense as if it were a single fragrance. Thus it becomes clear that juku-ukon is quite different 
from the commonly known turmeric despite the similar names. There is another confusing name called 
ukonkō （鬱金香）, which originated from saffron. However, the main text and annotations of ukon （欝金） in 
the Chinese materia medica textbook were transcribed into kōjishō （香字抄） and kōyōshō （香要抄） as is, 
indicating that the Japanese major textbooks on fragrance did not correctly distinguish between ukon and 
ukonkō. Since there is no evidence that saffron was introduced into Japan during the Heian period, juku-ukon 
may have been a substitute for ukonkō. During the investigation into the origin of ukonkō, it becomes clear 
why Lǐ Shí-zhēn （ 李 時 珍 ）, the author of Bencao Gangmu （ 本 草 綱 目 ）, did not assign saffron to ukonkō, 
through extensively exploring the literature other than materia medica. In addition, it was also clarified why 
the Chinese names for turmeric and saffron, the origin of which are botanically unrelated, share the common 
name ukon, by elucidating the etymology of the corresponding names in Arabic and Sanskrit, etc. 

1．　は じ め に

　『源氏物語』1）の箒
ははきぎ

木の帖に，光源氏が空蝉の部屋に夜這
いしたとき，空蝉の侍女が源氏を匂いで識別したという一
節がある．複数の香料を配合して造った練

ねりこう

香（薫
たきもの

物）を薫
き込んだ衣服から発する衣

い こ う

香に言及し，平安貴族にとって
日常の習慣であった．上流貴族の間ではさまざまな薫物を
持ち込んで香りの優劣を競う“薫物合わせ”という遊戯も流

行した．梅
むめがえ

枝の帖では，源氏主催の薫物合わせに 4 種の薫
物が登場するほか，承

しょうわ

和の方・百
ひゃくぶ

歩の方など専門性の高い
薫物にも言及する．このうちの侍

じじゅう

従・荷
か よ う

葉という薫物は熟
ジュク

欝
ウ コ ン

金という聞きなれない香料を配合するが，『拾芥抄』2）が
沈香などとともに“五香”に列挙するほどのステータスの高
い香料であった（下巻寳貨部第廿六）．本草では鬱金（以下，
香薬を指す時は欝金で表して区別する）という一品がある
が，地黄に対する熟地黄のような修治品ではない．

キーワード : 薫物，サフラン，ウコン，熟欝金の基原と製法
Key words : Compound incense, Saffron, Turmeric, Origin of and how to make juku-ukon
*1
*2

本稿は 2024（令和 6）年 11 月 2 日に帝京大学 薬学部で開催された日本薬史学会 2024 年会における講演を補筆したものである．
帝京大学 名誉教授　Professor Emeritus, Teikyo University.
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2．　熟欝金とは何か

　熟欝金は，和漢いずれの本草書にもなく，生薬の鬱金と
は異なる香薬分野に特有の名称である．当然ながらその基
原の解明には香薬専門書の博捜が常道であり，ここでは
もっとも成立の古い『香字抄』3）の記載を詳細に検証し，
随時，類書を参照して論ずる．同書の欝金香の条で，「開
寶重定神農本草云」（『開寶本草』）「註云」に続いて，出所
不明の資料（“或抄”）からの引用文「〜又，青欝金，黄欝
金有り，又熟欝金なる者あり〜」の中に熟欝金の名を見る．
その記述中に「熟欝金を造る法」があり，黄欝金・麝香・
沈香・紫檀・唐青木（香）の五物を調合して製するもので，
大唐僧長秀の勧進という注記がある．長秀は平安時代の歴
史史料に登場する実在の人物であるが，ここでは言及しな
い．以上から熟欝金とは，実質的に黄欝金をベースに 4 種
の香料を配合した練香の一種にもかかわらず，あたかも単
一の香料のように薫物に配合される准練香的な性格をもつ
ことが明らかになる．熟欝金のほかに黄

オウ

欝
ウ コ ン

金・青
ショウ

欝
ウ コ ン

金とい
う本草の鬱金と紛らわしい名があり，いずれも香薬分野に
特有の名称で，練香の専門書『薫集類抄』4）は以上 3 種の
欝金について，「この香はさまざまあり．熟欝金といふは
紫

むらさき

苔
のり

の朽
く

ちたる様
やう

にていと香
かう

ばし．黄
き

なる欝金はまろだ
ちて椶

す ろ

櫚の実
み

の色
いろ

なり．青欝金といふははじかみ
4 4 4 4

を干
ほ

した
る様

さま

にて割
わ

りたれば黄
き

朽
く ち ば

葉の深
ふかくつ

沓浸
し

みたる様
やう

にぞある．」
と説明し，短文ながらそれぞれの形態的特徴をかなり的確
に表す．複合香薬である熟欝金について形態を論ずる意味
はないので省略する．黄欝金は丸みがあってヤシ科シュロ
の菓房のような色すなわち淡黄色というから，ショウガ科
ハルウコン Curcuma aromatica の根茎の形態とその切り
口に言及したと考えられ，その色は含有色素のクルクミン
による．一方，青欝金は同じショウガ科ながらハルウコン
よりクルクミンおよびその類縁体の含量がずっと高いアキ
ウコン C. longa の根茎の形態と切り口の色によく合う．
すなわち青欝金は本草にいう鬱金，黄欝金は同姜黄（薑黄）
に相当し，香料の専門書と本草とではそれぞれの基原認識
が異なるが，わが国でいう鬱金は中国では姜黄に相当する
という事実があるので問題にはなるまい．前述の三欝金の
説明書きに記名はないが，『香要抄』5）・裏書の「薫爐方説云」
に同じ内容の記述とともに注記があり，山田尼という合香
家の記載とある．『薫集類抄』4）によれば，山田尼は小一条
皇后（三条皇后娍

す け こ

子，小一条大将のちに右大臣を追贈され
た藤原済

なりとき

時の娘）の侍女の山
やまだの

田中
なかつかさ

務で，小一条皇后ととも
に合香に携わった．ほぼ同時代の紫式部とは直接の交流を

示唆する史料はない．したがって『源氏物語』の梅枝の帖
に言及される百歩の方・承和の方などマニアックな薫物の
知識は，小一条皇后が調合した梅花を用いたとの記録（『薫
集類抄』・梅花）のある藤原公任の仲介で，山田尼から得
たと推定される．寛弘 5（1008）年 11 月 1 日の敦

あつなが

良親王
誕生五十日の祝いの席で，「あなかしこ，このわたりに若
紫やさぶらふ」といって紫式部に戯れたことが『紫式部日
記』6）に記されるほど，紫式部は公任と親しい関係にあり，
背後に藤原道長の影響もあったと思われる．『香字抄』3）に
おける欝金香の認識は，結論からいえば，本草の鬱金香と
は全く異なり，同条冒頭の「開寶重定神農本草云」「註云」
は鬱金香ではなく，いずれも『新修本草』で初めて収載さ
れた鬱金の主文と蘇敬注の転載である（『重修政和經史證
類備用本草』所引，以下『政和本草』7）と略す）．また鬱金
香を新収載した『開寶本草』の主文は『香字抄』3）の当該
条の末尾すなわち麝香の条の直前に置かれ，一方で「一名
馬蒁　胡人之と名づく　仁諝音巡聿反　一名黄帝足　根の
名なり．五金粉薬决　楊音食□」とある記載は『本草和名』8）

の鬱金の条からの転載である（上冊：第九巻）．結局，『香
字抄』は本草の鬱金と鬱金香を区別できず，混記している
のである．青欝金・黄欝金はそれぞれ本草の鬱金・姜黄に
対応するが，平安時代のわが国において鬱金・鬱金香と香
料たる熟欝金との関連については，以下の順で詳しく考証
する．

3．　本草における鬱金香の基原の再検証

　本草には鬱金とは別に鬱金香という類名がある．鬱金に
ついては，『政和本草』7）の掲載する精緻な附図によって，
ショウガ科ウコン属種の基原であることに異論はない（巻
九「草部中品之下」）．一方，鬱金香は，同書別巻で「陳氏
云ふ，其の香の十二葉，百草の英と爲す．按ずるに，魏略
云ふ，秦國（大秦國の誤り）に生ず．二月，三月に花有り
狀は紅藍の如く，四月，五月に花を採れば即ち香なりと．」

（巻十三「木部中品」）と記載され，名前の類似性とは裏腹
に，鬱金とは別物であるが，不十分な記載により基原の推
定には至らない．ただし，大秦国（ローマ帝国）に生ずる
とあり，いずれかの時代に中国に渡来したことを示す．『舊
唐書』9）によれば，貞観 15（641）年にインドの摩

ま

伽
か だ

陀国
王尸

し

羅
ら

逸
いっ

多
た

が唐皇帝太宗に鬱金香を献上したとある（巻
一百九十八「天竺」）．それとは別にインド中天竺国が大秦
国と通商し，扶

ふ な ん

南（紀元 1 世紀末ごろ，メコン川下流域に
成立した王朝）を経て当時の中国領であった交

こ う し

趾とも通商
していたことを示す記述があり（同上），時期の明記はな
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いが，『後漢書』10）に「桓帝延熹九（166）年に至り，大秦
王安

あんとん

敦（ローマ皇帝マルクス・アウレリウス・アントニヌ
ス），使を遣して日南（後漢の日南郡，現 ベトナム中部）
の徼

けうぐゎい

外より象牙，犀角，瑇瑁を獻じ，始めて乃ち一通す」（巻
一百十八「西域傳第七十八　西域」）とある記述に該当す
ると考えられる．ローマ帝国アントニヌス皇帝の使節が当
時の中国領のベトナムに到来して方物を献上しているの
で，2 世紀の後漢に西洋からインドを経てさまざまな産物
が中国にもたらされたことを暗示する．当時のインドはす
でに西洋原産のサフラン（鬱金香）が伝わり栽培化されて
いたと考えられ，2 世紀ごろに中国に伝わったことは想像
に難くない．それは『周禮註疏』11）で 2 世紀の後漢の学者
鄭
じょうげん

玄の「鬱金を築くに，之を煑て，以て鬯
ちゃうしゅ

酒に和す．鄭司
農云ふ，鬱は草名にして，十葉を貫と爲し，百二十貫を築
と爲し，以て之を鐎中に煑て，祭の前に停めば，鬱は草と
爲りて蘭（蘭草すなわちキク科フジバカマ，中国では最高
級の香草）の若しと．」（巻第十九「鬱人」）という注釈に
示唆される．鄭玄注の骨子は前世紀に活躍した鄭

てい

司
し

農
のう

の見
解の踏襲にすぎないが，1 世紀に成立した『説文解字』12）

にも「 　芳艸なり．十葉を貫と爲し，百廾貫築き以て之
を煮て と爲す．𦥑冂缶鬯に从

したが

ひ，彡は其の飾なり．一に
曰ふ，鬯，百艸の華にして，遠方の 人貢ぐ所の芳艸，合
して之を釀せば以て神を降すと． は今の鬱林郡なり．」（第
五下　鬯部）という，前述の鄭司農の見解に加え，漢名

「 」の字解でもって翻案した記述がある．鄭司農は を
単に芳草というに留まったが，それを鬱金（香）と断言し
たのは鄭玄が最初であり，鬱金香（サフラン）が 2 世紀の
中国に渡来したことを暗示する．前述の『政和本草』に「陳
氏云ふ，其の香の十二葉，百草の英と爲す」とあるのは，
陳氏すなわち陳蔵器が本草では初めて鬱金香に言及したこ
とを指し，その記述が曖昧なのはインド〜ベトナム経由と
いう複雑な経路で渡来したことに起因すると思われる．ち
なみに鄭玄注にいう“鬱金”とはその記述の前後関係から，
香料とは目されないウコンではなく（『政和本草』巻第九「鬱
金」7）所引の「本草衍義」に「鬱金香らず」とある），鬱金
香であることは間違いない．『周禮註疏』にいう「鬱を鬯
に和す」とは中国古代の習俗であり，鄭玄が「鬯酒に和す」
と解釈したことで鬱

うっちょうしゅ

鬯酒・香り酒と称され，薬用酒の起源
となった．
　通説では鬱金香の基原をアヤメ科サフラン Crocus 
sativa とするが，その論拠は本草ではなく，意外な資料に
基づく．『冊府元龜』13）の貞観 21（647）年 3 月の記事に

「伽
か

毗
ひ

國（所在不詳のインドの国），鬱金香を獻ず．葉は麥

門冬に似て，九月に花開
さ

き，狀は芙蓉の如く，其の色は紫
碧にして香ばしく，數十步聞

か

ぐ．華さきて實らず，種
う

ゑん
と欲すれば其の根を取る．」（巻九百七十「外臣部十五　朝
貢第三」）とある記述は，ほぼ完璧にサフランの特徴・生
態に合う．この記述法は伝統的な中国本草とは異なり，西
洋の資料から忠実に転載したと推定される．また，『佛説
摩訶刹頭經』14）の「欝金香，手に捼み之を水中に漬け，之
を捼めば以て赤水と作す」（四月八日浴佛法）という記載は，
ウコン属の非水溶性色素クルクミンでは起こり得ず，サフ
ランの水溶性色素クロシンに基づく現象である．以上，鬱
金香の基原はサフランで揺るぎないが，『本草綱目』（李時
珍）では全く見解が異なり，次項で妥当であるか検証する．

4．　 李時珍はなぜ鬱金香の基原をサフランとしなかった
のか

　結論からいえば，李時珍はサフランを番紅花一名洎夫藍
一名撒法郎の名で新規収載し，鬱金・鬱金香の「草之三　
芳草類」（『本草綱目』第十四巻15））とは全く別類の「草之
四　濕草類上」に分類し（同第十五巻15）），鬱金香がサフ
ランであることを完全に否定した．しかし，サフランに番
紅花なる新名を充てて紅花の類としたのは決して伝統的中
国本草の認識と乖離しない．というのは良質の紅花はベニ
バナの赤い花冠が多く，サフランの柱頭とよく似るからだ．
それゆえに李時珍は“西番の回回の地の紅藍花”として番紅
花の名をつけたのである．それは基原植物の全形ではなく，
薬用部位のみを注視するという，近代植物学とは全く認識
を異にする中国本草特有の視点に基づく．ちなみに李時珍
の一名洎夫藍は「きふらん」と読み，元代の『飲膳正
要』16）に初出する咱

さ

夫
ふ

蘭
らん

が正しく（巻第三「料物」），李時
珍は「咱」を字体の似る「洎」に誤った．
　次に李時珍の考える鬱金香の基原とは何か，注釈を詳し
く読み解いて推定する．李時珍は鬱金と 金香の用字を微
妙に使い分けているので注意が肝要である．初版の金陵本

『本草綱目』では鬱金は通用字と同じだが， 金香は異体
字で表す．各異体字の使い分けはほぼ一貫するが，のちに
刊行された版本ではかなり乱れており，本稿では金陵本『本
草綱目』15）を基準に論ずる．鬱金の釈名の冒頭で「酒に
鬯を和し，昔人言ふに，是れ大秦國に産する所の 金の花
の香なりと」と述べているので，鬱金を 金香と勘違いし
ているかに見える．しかし，引き続いて「此の根の形狀は
皆莪蒁に似て馬病を醫やす故に馬蒁と名づく」とあり，さ
らに集解で「此れ是の根を用ふる者，其の苗は薑の如く，
其の根の大小は指の頭の如く，長きは寸許

ばか

り，體圓
まる

く橫紋
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有りて蟬腹の狀の如く，外は黄にして内は赤し」と述べ，
アキウコンの根茎の特徴に合うので，李時珍は鬱金に関し
ては通説にしたがう．一方，集解の冒頭で「 金に二つ有
り， 金香は是れ花を用ふること本條に見ゆ」とあり，別
条の 金香の釈明に「此（茶矩麽香， 金香の仏典名）は
乃ち 金花の香にして，今時用ひる所の 金根と名は同じ
に物は異なれり」とある記述から，一見，鬱金と 金香は
根と花の違い，すなわち同じ基原植物で部位の違いと誤釈
されかねない．非常に紛らわしいが，よく見ると“今時用
ひる所の 金根”はウコンの根を表す用字ではないことが
わかる． 金香の釈名で，趙古則の六書本義を引用して「鬯
の字は米の噐の中に在りて匕を以て之を扱ふの意， の字
は臼に从

したが

ひ缶を奉して⼏上に置き，鬯に彡有るは五体を飾
るの意に象

かたど

ると．俗に に作る．則ち は乃ち花を取り酒
を築く（醸造する）の意にして，地（地下部）を指して言
ふに非ず，地は乃ち此の草に因りて名を得るのみ．」とい
うように「 」の字義を説明する．それは『説文解字』12）

の「 」と基本的に似た字解であり（既出），李時珍はそ
の俗字たる「 」を用いているので，論考に矛盾はない．
前述したように，『説文解字』が「 」を芳草とするだけで，
鄭玄のように鬱金（香）と断言しないのは，サフランがま
だ中国に渡来していなかったからである．李時珍の記述は
サフランの渡来以前の諸説を支持するが，鬱金の条の「大
秦國に産する所の 金の花の香なり」という 金（香）に
関する見解は分明ではなく， 金香の集解の各文を詳細に
わたって解釈する必要がある．まず「欝草は蘭に似たり」
は鄭玄注の引用で，現代科学の視点では欝草（引用元の表
記の転載であろう）を蘭草（フジバカマ）の類品と解釈す
るが，同じ香草類と言及したにすぎない．『南州異物志』（楊
孚）からの引用文「 金は罽

けいひん

賓國（インド北部カシミール
辺りという）に出でて，人之を種

う

ゑ，先づ以て佛に供する
こと數日して萎れ，然る後に之を取る．色は正に黄色，芙
蓉の花と褁

つつ

みたる嫩
わか

き蓮は相似し，以て酒を香
かう

すべしと．」
はサフランがインド仏教に順化して用いられたことを示唆
し興味深いが，後半部は稚拙ながら『冊府元龜』における
鬱金香の記載と相通じる（既出）．この後に「唐書云ふに，
太宗の時，伽毘國 金香を獻じ，〜」と『舊唐書』を引用
し，続いて『冊府元龜』を名指しせずにその記述を引用し，

「二説皆同じ，但だ花の色同じからず，種或は一ならざる
なり」と結論づける．“二説同じ”は理解できるが，『南州
異物志』にいう「色は正に黄色」（大きな 3 個のおしべに
言及したとすればサフランに合致する）を花の色と解釈し，

『冊府元龜』13）にいう紫碧色（薬用サフランの花色）とは

異なると考えて複数種あるという意味であろうが，ここに
決定的な勘違いがある．すなわち李時珍の記載はほぼサフ
ランに言及したものの，真のサフランを芳草類と区別して
湿草類に移したため，最後の詰めを誤ってしまった．ユー
ラシア大陸を支配した元代に西洋から直接渡来し，その音
名を受容して咱夫蘭と名付けたのが伝統的中国本草に反す
ると考えたのかもしれない．前述の“今時用ひる所の 金
根”は，薬用実態から鬱金以外は考えにくいが，論考の過
程でつい鬱金とサフランを混同したようである．
　李時珍は 金香の釈名で『金光明經』（曇無讖）の茶矩
麽香を鬱金香の一名とする．茶矩麽は梵名すなわちサンス
クリット名であり，原語では कुङ्कुम（kuṅkuma）と表記す
る17）．梵音の「さくま」とはかなり異なるが，「茶」の本
字である「荼」の音が「と」，o → u に転訛した「とぅ」
の「とぅくま」であれば，「くくま」に転訛し得る．サフ
ラン（saffron）はラテン語の safranum を語源とし，アラ
ビア語で「نارفعز　za’farán」とあるほか18），多くの言語
で語源は共通する．ところがサフランを原産しないインド
のサンスクリット名 kuṅkuma はそれと全く異なる．意外
なことに，この名はウコンを意味するアラビア語名の
に転じ18），属名（kurkum）مُكْرُك Curcuma の語源となった．
ペルシア語名はアラビア語名と同音であり，周辺言語のヘ
ブライ語の とも似る19）．この名のねじれ（karkóm）םוֹּכְרַּכ
は西アジア以西でウコンを Indian saffron と呼んだことに
由来し，その影響は中国にも及んで植物学的に類縁のない
ウコンとサフランにそれぞれ鬱金，鬱金香という類似の漢
名がつけられた．インドではウコンのサンスクリット名を
हरिद्रा（haridrā），गौरी（gauri）と称し，それぞれ英語で “yellow”
および “light and shining” の意である17）．『輶軒使者絶代
語釋別國方言』20）に「鬱熙は長

壮大

なり」（第十二），『爾雅注
疏』21）に「煕は光なり」（釋詁下）とあるので，鬱金は「黄
金のように光り輝く」の意となり，サンスクリット名の訳
である．

5．　平安時代に鬱金香は渡来したか

　鬱金香は『開寶本草』で初めて収載され，基本的に『新
修本草』に準拠する『本草和名』に収録されない．しかし，

『開寶本草』に新収載された甘松香，零陵香や艾納香，傍
流の『海藥本草』（李珣，十世紀初頭）で収載された兜納
香は，「本草外藥」（下冊：第廿巻）に名前だけを載せる8）．
以上の四品は薫物に配合され，前述したように，鬱金香も
含めて各種の仏典に頻出し，それゆえに『倭名類聚抄』22）

には名前だけを載せるが（巻十二「香藥部」），「本草外藥」
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に鬱金香がないのは実物が伝わっていなかったためであ
る．『小右記』23）（藤原実資）に「（藤原）藏規朝尹

臣

付亮範
進唐物，雄黃二分二銖，甘松香十兩，荒欝金香十兩，金青
五兩，紫草三枚，〜」（長和二年七月廿五日）とある“荒欝
金香”は唯一の出現例であり，大陸との交易で得たと推定
される．この欝金香がサフランではないことは，『香字抄』
や『香要抄』が欝金香の名で本草の鬱金の記述をそのまま
引用し，『香要抄』では『政和本草』の鬱金の附図（潮州
鬱金）に酷似した図を載せることから明らかである．ただ
し，青欝金・黄欝金はそれぞれアキウコン・ハルウコンと
して間違いなく，鬱金と姜黄を大陸から取り寄せ，黄欝金
をベースに製した熟欝金を欝金香の代用とした可能性はあ
る．
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は じ め に

今から約 1,300 年前，712 年に編纂された『古事記』に
登場する，医療の原点を教えてくれる大国主命の出雲大社
から，8 キロほど，峠を越えて美しい日本海に面した小さ
な村が，私の生まれ育った島根県出雲市大社町鵜峠であ
る．隣の鷺浦地区と合わせて，鵜鷺と呼ばれている．713
年に編纂が命じられたという『出雲国風土記』にも登場す
る歴史ある地である．

無医村であり，幼年期，熱を出しては母に背負われて，
峠のトンネルを通って，隣の村（鷺浦）の診療所に行った
体験が，今でも脳裏に焼き付いている．私は，人生 3 歳に
して医者になろうと思ったようである．思えば私の人生
は，小さな村での少年時代の原風景，学生時代の読書遍歴

（内村鑑三（1861-1930）・新渡戸稲造（1862-1933）・南原
繁（1889-1974）・矢内原忠雄（1893-1961））であった．

小学校の卒業式の来賓の挨拶「少年よ，大志を抱け」
（1887 年札幌農学校のクラーク博士の言葉）を強烈に覚え
ている．私の人生の起点であると言っても過言でなかろ

う．その後，人生の機軸である「新渡戸稲造 ＆ 内村鑑三」
へと導かれ，「南原繁 ＆ 矢内原忠雄」との間接的な出会
いが与えられた．英文で書かれた『武士道』（新渡戸稲造）

キーワード : 人生邂逅，良い先生，よき友，良い読書，がん哲学・外来 
Key words : Life encounter, Good teacher, Good friend, Good reading, Cancer Philosophy Clinic/Cafe
*1

*2
*3
*4
*5

2024 年 11 月 2 日日本薬史学会 2024 年会特別講演・公開講演（帝京大学板橋キャンパス）（共催：日本生薬学会，日本医史学会，
日本薬学会，日本病院薬剤師会，埼玉県薬剤師会 後援：帝京大学総合博物館，日本薬剤師会，東京都薬剤師会，板橋区薬剤
師会，北区薬剤師会，豊島区薬剤師会）で，講演『がん患者を支えるために ～ がん哲学外来から ～』（図 1）を加筆修正し
たものである．
順天堂大学名誉教授　Emeritus Professor, Juntendo University.
新渡戸稲造記念センター長　Director, Nitobe Inazo Merorial Center.

（一社）がん哲学外来名誉理事長　Honorary President, Cancer Philosophy Clinic.
恵泉女学園理事長　Chairperson, Board of Trustees, Keisen Jogakuin.

図 1　公開講演 @ 帝京大学 板橋キャンパス

年会講演 薬史学雑誌 60（1），6-10（2025）

がん患者を支えるために 
～ がん哲学外来から ～*1

樋　　野　　興　　夫*2～*5

Supporting Cancer Patients  
─ From the Cancer Philosophy Clinic ─*1

Okio Hino*2～*5

（Received January 11, 2025）
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と『代表的日本人』（内村鑑三）は，若き日からの座右の書
である．悩める時に，いかに勇気づけ，励まされたことか．

医師になり，すぐ，癌研究会癌研究所の病理部に入っ
た．そこで，また大きな出会いに遭遇したのであった．病
理学者であり，当時の癌研究所所長であった菅野晴夫先生

（1925-2016）は，南原繁が東大総長時代の東大医学部の学
生であり，菅野晴夫先生から，南原繁の風貌，人となりを
直接うかがうことができた．南原繁には，ますます深入り
した．また，菅野晴夫先生は，吉田富三（1903-1973）の
愛弟子である．私の人生の師である「新渡戸稲造 ･ 内村鑑
三 ･ 南原繁 ･ 矢内原忠雄 ･ 吉田富三」の紹介を簡単に，引
用的に触れておきたい．

（1）新渡戸稲造

新渡戸稲造は幕末，盛岡に生まれている．札幌農学校に
学び，卒業後は東大に入学するが，この面接試験で将来の
希望について「我太平洋の架け橋とならん」と答えたとい
う逸話を残している．しかし新渡戸稲造は東大の学問レベ
ルに満足せず，アメリカに留学する．帰国後，母校である
札幌農学校の教授に就任，教育と研究に努め，また北海道
開発の諸問題の指導にあたるが，体調を崩してカリフォル
ニアに転地療養をすることになる．このカリフォルニアで
の療養中に書き上げ，刊行したのが，『武士道』である．
その直後，台湾総督府に招聘されて台湾に渡り，農業の専
門家としてサトウキビの普及，改良，糖業確立へと導く．
また学問・教育の世界では，東大教授と第一高等学校校長
の兼任，東京女子大学学長などを歴任した．そして第一次
世界大戦後，国際連盟設立に際して，初代事務次長に選任
され，世界平和，国際協調のために力を尽くしている．

国際連盟事務次長時代の新渡戸稲造が設立したのが「知
的協力委員会」である．世界の幸福を願い，世界中の叡智
を集めて設立した知的協力委員会には哲学者のベルグソン
や物理学者のアインシュタイン，キュリー夫人らが委員と
して参加，第一次世界大戦後に困窮が著しかった各国の生
活水準の調査や知的財産に関する国際条約案を検討し，各
国の利害調整にあたった．この「知的協力委員会」の後身
がユネスコである．

新渡戸稲造が，愛読したカーライルの『サーター・リ
サータス：衣装哲学』の「“Do thy Duty, which lies near-
est thee, which thou knowest to be a Duty”（汝の義務を
尽くせ．汝の最も近くにある義務を尽くせ，汝が義務と知
られるものを尽くせ）」と「真に偉大なる人とは，青年と
心を結べる人なり」（新渡戸稲造） の言葉の実践である．

アメリカ，ドイツへ留学した新渡戸稲造は 1891 年メ
リー・エルキントンと結婚し一緒に帰国した．新渡戸稲造
は，軽井沢へは 1905 年からメリー夫人と共に訪れ別荘を
設けて避暑生活を行っている．「明治初期は人口わずか
500 人だった信州の寒村が日本でも有数なリゾートになっ
た理由がここにある」とも言われている．

（2）内村鑑三

内村鑑三は，札幌農学校で新渡戸稲造と同級生であり，
学んだ水産学を生かすべく国に奉職したのち，アメリカに
留学し，帰国後，いくつかの学校で教鞭をとるが，いわゆ
る「不敬事件」が社会問題化し，一方，自身も病を得，教
壇から去ることになる．しかし不遇をかこつ何年かの間に
数多くの著作，論説を発表し，これらは教育や文学，芸術
などの幅広い分野に影響を及ぼした．ちなみにこの時期に
書かれた Representative Men of Japan（『代表的日本人』）
は，新渡戸稲造の『武士道』とならぶ，世界のベストセラー
になった．こののち，『萬朝報』に招かれ英文欄主筆とな
るなどジャーナリストとして活躍し，足尾鉱毒事件にかか
わりを持ち，日露戦争に際しては非戦論を貫き，やがて

「小国主義」を唱えていくなど，内村鑑三は常に平和な社
会を求める言論を展開している．さらに聖書研究を目的と
する月刊雑誌『聖書之研究』を創刊，多くの人々に影響を
与えたことはよく知られている通りである．

（3）南原繁

新渡戸稲造と内村鑑三，この両者の大きな影響を受けた
のが，戦後初の東大総長である南原繁である．新渡戸稲造
は，日露戦争後 7 年間，第一高等学校の校長を務めている
が，南原繁は新渡戸稲造校長時代の一高で学び，影響を受
けた．一高時代，南原繁は『聖書之研究』を読み始め，東
大法学部に入学後，内村鑑三の聖書講義に出席するように
なった．東大卒業後の南原繁は，内務官僚から学者に転身
し，ヨーロッパ留学を経て東大教授となり，政治学史を担
当，政治哲学を深めていき重要な著作を発表する．そして
戦争中は社会的発言は意識的に控え，ひたすらに学問に打
ち込む．その態度をして，「洞窟の哲人」と呼ばれたほど
である．しかし昭和 20 年 3 月 10 日の東京大空襲の前日に
法学部長に就任，日本の敗色濃厚となった中で，法学部の
有力教授たちと終戦工作を相談し，重臣らと接触した．そ
して戦後，東大総長に就任，国家の再建を呼びかけ，戦後
改革の理想を掲げて，ことに教育改革に主導的役割を果し
て行く．
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（4）矢内原忠雄

南原繁に続いて東大総長となったのが，矢内原忠雄であ
る．矢内原忠雄もまた，第一高等学校で新渡戸稲造と出会
い，内村鑑三の『聖書之研究』を読み，聖書講話を聞いて，
東大ではまた新渡戸稲造の講義を聞き，この 2 人の影響を
深く受けている．矢内原忠雄は国際連盟事務次長就任のた
めに転出した新渡戸稲造の後任として東大経済学部教授と
なり，植民政策の講座を担当するが，軍国主義が台頭する
なか，国の正義に反する動きを批判し，憂国の言葉が批判
の的となり，東大を追われた．以後，『嘉信』を刊行し，
また著作を発表していく．そして戦後，東大に復帰，教養
学部の初代学部長に就任，やがて南原繁の後任として，東
大総長に選任されるのである．

（5）吉田富三

「吉田富三記念 がん哲学外来」は，福島県出身で「吉田
肉腫」＆「腹水肝癌」の発見などで世界的に知られ，文化
勲章を受けた福島県出身の病理学者：吉田富三を記念し
て，2009 年に福島県立医科大学で開設された．私は，医
師になり，癌研究会癌研究所の病理部に入った．それが病
理学者であり当時の癌研究所所長であった菅野晴夫先生の
恩師である日本国の誇る病理学者：吉田富三との「邂逅」
につながった．菅野晴夫先生とは，2003 年「日本病理学会」
と「日本癌学会」で「吉田富三生誕 100 周年記念事業」を
行う機会が与えられた．必然的に「がん哲学＝生物学＋人
間学」の提唱へと導かれた．【福島県出身の世界的病理学
者 吉田富三博士を記念して，博士の孫弟子である樋野興
夫先生が「福島がん哲学外来」を開設しました．がんと共
に生きる患者／ご家族の思いや悩みをともに考える“心の
診察室”です．】と心温まる紹介がなされている．

吉田富三は，「医学者としてのみならず，癌という病気
を通じて社会の原理まで言及する言葉」を多数残している．
私は，「癌細胞で起こることは，人間社会でも起こる」を
学び，2004 年『がん哲学～がん細胞から人間社会の病理
を見る～』（to be 出版）（図 2）を出版するという時を与
えられた．「『人生の邂逅』は人知・思いを超えて進展する」
ことを痛感する日々である．

科学としての「がん学」を究めることは，「森を見て木
の皮まで見る」ことであり，「がん哲学外来」はマクロか
らミクロまでの手順を踏んだ「丁寧な大局観」を獲得する

「厳粛な訓練」の場でもある．「陣営の外」で日々気づかさ
れ，勉強である．これが「時の徴」の学び方でもあろうか．

（1）医師・医療従事者は生涯の学徒である．
（2） 何故ならば，患者は最新・最良の診療を期待してい

るからである．
（3） 専門家でさえ，日々の努力を怠る時に，専門家とは

言えなくなる．
（4） 学際的な活動ができなくなると大学は滅びる．
　

「本質的な人間教育の見直し」の時代的様相である．最
近の報道に見る「いじめ」をはじめ「社会・組織・人格の
劣化」に対する「日本国の処方箋」が，「南原繁」の学びに，
内包されていると思うのは，私のみであろうか！？　「目
的は高い理想に置き，それに到達する道は臨機応変に取る
べし」（新渡戸稲造）の教訓が今に生きる．まさに，「意志
の共鳴」である．
「『教養ある人間』とは，『自分のあらゆる行動に普遍性

の烙印を押すこと』であり，『自己の特殊性を放棄して普
遍的な原則に従って行為する人間』のことである．それは
人間の直接的な衝動や熱情によって行動する代りに，つね
に理論的な態度をとるように訓練されることである．」（南
原繁著作集第 3 巻より）．

人生邂逅の三大法則は，「良い先生，よき友，良い読書
である」と考える．そして，人生は開いた扇のようであ
る．人生における出会いは，出会った時に受ける影響だけ
に留まらず，20～30 年後に影響してくることがある．例
え，良い出会いであっても環境が整わないと大成しない．

　
「理念」：3か条
（1） 世界の動向を見極めつつ歴史を通して今を見ていく
（2） 俯瞰的に理を理解し「理念を持って現実に向かい，

現実の中に理念」を問う人材の育成

図 2　『がん哲学～がん細胞から人間社会の病理を見る～』
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（3） 複眼の思考を持ち，視野狭窄にならず，教養を深め，
時代を読む「具眼の士」の種蒔き

　
「風貌と胆力」：7か条
（1） 自分の研究に自信があって，世の流行り廃りに一喜

一憂せず，あくせくしない態度．
（2） 軽やかに，そしてものを楽しむ．自らの強みを基盤

とする．
（3） 学には限りないことをよく知っていて，新しいこと

にも，自分の知らないことにも謙虚で，常に前に向
かって努力する．

（4） 段階ごとに辛抱強く，丁寧に仕上げていく．最後に
立派に完成する．

（5） 事に当たっては，考え抜いて日本の持つパワーを充
分に発揮して大きな仕事をする．

（6）自分のオリジナルで流行を作れ！
（7） 昔の命題は，今日の命題であり，将来のそれでもある．
　

「目的は高い理想に置き，それに到達する道は臨機応変
に取るべし」（新渡戸稲造）の教訓が今に生きる．「最も必
要なことは，常に志を忘れないよう心にかけて記憶するこ
とである」（新渡戸稲造）．その精神で，ミッションを世の
中に発信・提案していくことである．まさに，「意志の共
鳴」である．

お わ り に

私は，2003 年に著書『われ 21 世紀の新渡戸とならん』
を発行した．それが，2004 年 南原繁研究会のスタートと
つながった．2023 年は，『われ 21 世紀の新渡戸とならん』

（2003 年発行）出版 20 周年記念として，新刊『教養を深め，
時代を読む ～ 楕円形の心 ～』の発行が企画されている．
2018 年に初版『われ 21 世紀の新渡戸とならん』の新訂版，
2019 年 4 月には英語版 I Want to Be the 21 st Century 
Inazo Nitobe が発行されることになった．タイミング的に
は「新渡戸稲造記念センター長」就任記念ともなった．驚
きである．人知を超えて，時が進んでいることを痛感する
日々である．ここに，「新渡戸稲造記念センター」の開設
の歴史的意義があろう！

Hope（希望），Assistance（協力），Support（支援）の
頭文字＝have の 3 人称（has）＝「持っている，身につけて
いる，与えられている」の学びの日々である．「がん哲学」
とは，「がん細胞から人間社会の病理をみる」である．
「向上心のある虫『新渡戸稲造の学び』＆ 俯瞰的ながん

病理学者『吉田富三（1903-1973）の学び』」からみる「現
代の日本社会の病理」の視点は，「Origin of fire」のごと
く「医療の隙間を埋める」試みとして全国に広がることが
期待される．
「日本国のあるべき姿」として「日本肝臓論」を展開する．

日本国＝肝臓という「再生論」に，行き詰まりの日本を打
開する具体的なイメージが獲得されよう．人間の身体と臓
器，組織，細胞の役割分担とお互いの非連続性の中の連続
性，そして，傷害時における全体的な「いたわり」の理解
は，世界，国家，民族，人間の在り方への深い洞察へと誘
うのであろう．かつて新渡戸稲造は国際連盟事務次長時代
に，「知的協力委員会」を構成し知的対話を行った．その
メンバー中には，当時の最高の頭脳を代表するアインシュ
タイン，キュリー夫人もいたことは特記すべきことであ
る．今こそ国際貢献として「21 世紀の知的協力委員会」
の再興の時である．

　
（1）賢明な寛容さ （the wise patience）
（2） 行動より大切な静思 （contemplation beyond ac-

tion）
（3） 紛争や勝利より大切な理念 （vision beyond conflict 

and success）
（4）実例と実行 （example and own action）
　
私は，2007 年から，新渡戸稲造『武士道』と内村鑑三

『代表的日本人』の読書会を毎月行っている．「継続は力な
り」を実感する日々である．まさに，「役割意識と使命感 
～『新しい自分の発見 ＆ 他人の理解が深まる』～」である．
これこそ，「自分の力が 人に役に立つと思うときは 進ん
でやれ」（新渡戸稲造）の時代的タイミングであろう．

我々は，歴史に学ばなければならない．内村鑑三，新渡
戸稲造，南原繁，矢内原忠雄の「人格」を思い出し，「い
かに生きるべきかの基軸」を求める時代の到来を予感する．

　
「医療から見た社会維新」：5か条
（1）「明晰な病理学的診断」
（2）「冷静な外科的処置」
（3）「知的な内科的診療」
（4）「人間力のある神経内科的ケア」
（5） 「人間の身体に起こることは，人間社会でも起こる＝

がん哲学」
　
南原繁が東大総長時代の法学部と医学部の学生であった
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私の 2 人の恩師から，南原繁の風貌，人となりを直接うか
がうことができた．南原繁は，「高度な専門知識と幅広い
教養」を兼ね備えている人物であり，「視野狭窄にならず，
複眼の思考を持ち，教養を深め，時代を読む『具眼の士』」
である．これまで学んできた南原繁の言葉は，まさに「言
葉の処方箋」である．人間は，自分では「希望のない状況」
であると思ったとしても，「人生の方からは期待されてい
る存在」であると実感する深い学びの時が与えられている．
その時，その人らしいものが発動してくるであろう．それ
が「役割意識 & 使命感」の自覚へと導く．「練られた品性
と綽々たる余裕」は「教育の真髄」である．「ビジョン」
は人知・思いを超えて進展することを痛感する．「国民の
理想とビジョンをつくり出すのは，根本において教育と学
問のほかにはない」（南原繁）．一見「理解不能モード」で
ある複雑な現代社会・混沌の中での「一筋の光」を感ずる
日々である．クラークの精神が，「内村鑑三 & 新渡戸稲
造」へと導かれ，英文で書かれた『代表的日本人』（内村
鑑三）&『武士道』（新渡戸稲造）は，若き日からの座右
の書である．そして，南原繁 & 矢内原忠雄とつながった．

「人生邂逅」の「非連続性の連続性」であった．私は，現
在「南原繁研究会」の第 3 代目の代表を仰せつかっている．
「考え深げな黙想と真摯な魂と輝く目」の風貌こそ，現

代に求められる「学者の風貌」でないだろうか．前述のよ
うに南原繁は，「教養ある人間とは，自分のあらゆる行動
に普遍性の烙印を押すことであり，自己の特殊性を放棄し
て普遍的な原則に従って行為する人間のことである」と書
いている．「それは人間の直接的な衝動や熱情によって行
動する代りに，つねに理論的な態度をとるように訓練され
ることである．」（南原繁著作集第 3 巻）また，「時代を動
かすリーダーの清々しい胆力」としての「人間の知恵と洞
察とともに，自由にして勇気ある行動」（南原繁著の『新
渡戸稲造先生』より）という文章が思い出される今日この
頃である．我々には，できることとできないことがある．
できることは頼まれればこばむものではない，行動への意
識の根源と原動力をもち，いやとは言わないことであろう．
「責務を希望の後に廻さない，愛の生みたる不屈の気性」

が，「人生の扇の要」のごとく甦る．「生活環境や 言葉が
違っても 心が通えば友達であり，心が通じ合う人と 出会
うことが 人間の一番の楽しみである．」（新渡戸稲造）を
体験する日々でもある．『楕円形の心 ～ がん哲学エッセ
ンス ～』（春秋社），『種を蒔く人に なりなさい』（いのち
のことば社）にも「内村鑑三・新渡戸稲造・南原繁・矢内
原忠雄」について記述した．すべての始まりは「人材」で

ある．「はしるべき行程」と「見据える勇気」，そして世界
の動向を見極めつつ，高らかに理念を語る「小国の大人
物」出でよ！

広辞苑によれば，国手とは「国を医する名手の意」，名
医また医師の敬称とあり，「医師は直接，間接に，国家の
命運を担うと思うべし」とのことである．医師の地上的使
命と同時に「日本の傷を医す者」（矢内原忠雄：1945 年 12
月 23 日の講演）が蘇った．政治家にして医師のセンスを
兼ね備えるのは至難のことである．しかしその稀有の例が
過去の日本にもいた．後藤新平（1857-1929 年）である．
1882 年，岐阜で暴漢に襲われ負傷した板垣退助を医師と
して手当し，板垣退助に「医者にしておくには惜しい．政
治家になれば，かなりのものになるであろうに」と言わし
めた後藤新平は実際，関東大震災後の東京復興の壮大なビ
ジョンを描いたリーダーとして「理想郷を作りたいと願う
熱い思い」を持ち「行動する人間」であったとのことであ
る．後藤新平は，新渡戸稲造をいろいろな局面で抜擢した
人物でもある．

新渡戸稲造は『武士道』で「仁」について検討する中で，
「『最も剛

ごう

毅
き

なる者は最も柔和なる者であり，愛ある者は勇
敢なるものである』とは普遍的に真理である．」と述べて
いる．ごく簡単に言えば，「弱いものいじめをするな」と
いうことであり，「なすべきことをなそうとする愛」とい
うことであろうと理解している．これは，「高き自由の精
神」を持って医療に従事する私たちへの普遍的な真理であ
る．新渡戸稲造の言う「他人の苦痛に対する思いやり」は，
医学，医療の根本である．
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・は じ め に

血液製剤は，輸血用血液製剤と血漿分画製剤の総称であ
る（図 1）．輸血用血液製剤は採血された血液から，全血
製剤，赤血球製剤，血小板製剤，血漿製剤が製造される
が，一般的に一人のドナーから一単位の製品が製造され
る．血漿分画製剤は血漿を多人数分混合したもの（プール
血漿）を出発原料として血漿に含まれる蛋白質（血漿蛋白）
を工業的に分離精製した医薬品である．その方法は 1941
年に Harvard University の Corn らによって米国で開発さ

れ，世界で最初の血漿分画製剤であるアルブミンはその翌
年に社会実装された．その後，アルブミンに続き開発され
た多くの血漿分画製剤は，様々な恩恵と教訓の紆余曲折を
経て現在に至っている．

血漿分画製剤の基本コンセプトは輸血療法と同様に血漿
蛋白の補充療法であり，今日まで血漿蛋白はそのように利
用されてきた．一方，近年の生命科学関連技術の急速な進
歩により新規モダリティーを応用した再生医療／細胞治療
などが社会実装されるとともに，血液もこれまでにない新
たな利用法の可能性が示唆されるなど，血液に関する学術

キーワード : 血液製剤，血漿分画製剤，安全性，新規モダリティー，感染症 
Key words : Blood products, Plasma derivatives, Safety, New modalities, Infectious diseases
*1

*2

本稿は 2024 年 11 月 2 日に帝京大学 薬学部にて開催された日本薬史学会 2024 年会シンポジウムで講演した内容を元に執筆し
たものである．
日本血液製剤機構 研究開発本部 研究開発推進部　Research & Development Division, Japan Blood Products Organization. 
15F Tamachi Station Tower N, 3-1-1, Shibaura, Minato-ku, Tokyo 108-0023, Japan.

図 1　血液製剤とは（文献 1 から転載）
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評価や利用法も発展している．
血液を医療に活用することは現在でも必要不可欠であ

り，その有用性（リスク・ベネフィットバランス）は数多
くの課題に対する教訓とそれらを乗り越える技術発展を通
じた安全性の向上と，より多くの「セーフティーマージ
ン」の確保などの継続的取り組みの結果である．血液製剤，
特に血漿分画製剤の安全対策はこれらの教訓によって発展
した技術を多重的（複数の段階，例えば採血時の検査や製
造工程）・多層的（製造工程内における複数のウイルス除
去・不活化方法の組み合わせ）な対策によって構築されて
おり，血漿分画製剤による国内感染事例は 1997 年以降報
告されていない 1）．

今後発展していく新規モダリティーに血液関連物質を利
用するには，このような長年の安全対策の基盤の上に製造
されている血液製剤と同様の安全対策の導入と安全性の確
保などの継続的な取り組みが必須である．これまでの安全
対策は補充療法をベースとした血液製剤に対するものであ
るので，新規モダリティーにそのまま実装できるとは限ら
ない．しかし，新規モダリティーの安全性に対する基本コ
ンセプトや対策を構築するには，共通項の多い血液製剤領
域の技術や教訓などに関する過去と現在を知ることは有益
である．医薬は未完成技術であり，次々と開発が進む新規
モダリティーが治療法のない患者を救い護る希望の光とな
る一助とするために日本の血漿分画製剤の過去・現在・未
来をまとめた．

・日本の血液事業

血液事業に関する日本や世界の歴史についてはいくつか
の成書から知ることができる 2, 3）．近代戦となった第一次
世界大戦ではこれまでになく多数の戦傷病者が発生したこ
とから，戦線で使用する血液製剤の必要性が認識された．
第二次世界大戦では，米国から欧州の戦線に血液製剤を輸
送する必要性から，乾燥血漿とアルブミンが開発されて社
会実装された．一方，戦後はこれら研究成果が一般に開放
され，現在では救命用途のみならず，血友病や，自己免疫
疾患など，多種多様な疾患を持つ患者を救う医薬品群と
なっている．血液製剤について，WHO は倫理面から国内
自給を求めている 4）が，国家の安全保障上の戦略物資でも
あることからも国内供給体制の構築が求められている．一
つの事例として，BSE 問題のさなかの英国でも，輸血用
血液製剤は基本的に国内自給が行われていた．一方，血漿
分画製剤はグローバル産業化されて，製剤は国境を超えて
流通しているのが現状である．そのため，供給不安などが

生じると自国（生産国）の供給を優先して国外（消費国）
への輸出を規制した事例や，逆に需給バランスが崩れて国
内供給が逼迫して海外から輸入する事例があるため，国際
連携による柔軟な運用などのサプライチェーン構築は有事
対策としても必要である．

日本が海外（米国）の血液事業，特に工業化技術に初め
て接したのは 1938 年頃で，乾燥血漿を製造するための真
空ポンプを日本に持ち帰り 1939 年に凍結乾燥装置を作製
している（図 2） 5）．日本の組織的な血液事業は 1950 年の
日本ブラッドバンクが開始した血液銀行（採血事業と血液
製剤の供給）が起点で，その後に日本赤十字社が献血（無
償採血）および血液製剤の供給を 1952 年に開始した．世
界で初めて上市された血漿分画製剤は 1942 年のアルブミ
ン（米国），続いて翌年の筋注用グロブリン製剤であるが，
日本で最初に社会実装されたのは 1954 年の筋注用人免疫
グロブリンであり，アルブミン（当時はプラスマネート）
は 1962 年になる 6）．

日本の血液事業は，国が厚生労働省医薬局に血液対策課
を設置し，患者団体を含む各分野の有識者から構成される
血液事業部会にて，採血（献血目標量など），血液製剤の
生産計画・輸入計画，需給状況，原料血漿の価格等の血液
事業全般を監視・運営していることが特徴となっている．
日本における採血は原則として血液製剤や医薬品等の製
造，および医療行為目的においてのみ認められていたが

（現在，日本での採血事業は日本赤十字社のみ事業許可を
受けている），再生医療などの新規モダリティーに対応す
るため，2015 年の国家戦略特別区域法の制定や 2019 年の
血液法の改正により，血液由来特定研究用具（血液由来
iPS 細胞など）の製造や医療の発展に寄与する採血（血液
由来特定研究用具に加えて医学的検査の標準品の製造など

図 2　1939 年に作製された凍結乾燥装置（筆者撮影 2007 年頃）
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に範囲が拡大）も認められるようになった 1）．日本の血液
事業の全体像は厚生労働省が毎年発行する「血液事業報告」
で公開されている（図 3） 1）．

・感染性物質に対する安全対策技術の変遷

感染性物質に対する安全対策は 1941 年のアルブミン開
発の時点から検討されていた．この時にリスクとして認識
されていたのは細菌汚染であり，60°C 液状加熱処理が開
発されて導入されている 2）．その後，血漿製剤（プール血
漿由来で分画工程のない乾燥血漿など）での肝炎（後に，
肝炎ウイルスが原因と判明）も問題となった．この肝炎ウ
イルスは 1980 年代にヒト免疫不全ウイルス（HIV）が出
現するまで輸血・血漿製剤や血漿分画製剤の主要脅威であ
り続け，現在でも脅威の一つである．血漿分画製剤の黎明
期には，紫外線照射や化学処理が熱に弱い血漿蛋白を成分
とする製剤に適用できるウイルス不活化技術として導入さ
れていた．筆者が行ったフィブリノゲン製剤の過去工程検
証では，1980 年代まで実施していた紫外線照射は装置の
制御技術が未熟であり，評価した工程では理論通りの成果
は得られなかった．また，同年代まで実施していた化学処
理の一つであるβ-Propiolactone（BPL）処理はある程度
の不活化効果があり，リスク低減に寄与していた．しかし
ながら，当該製剤の安全対策として，この工程条件だけで
は必要十分ではなかった．

HIV の出現後，ウイルス除去・不活化技術は急速に進
歩した．まず，ウイルス不活化技術として有機溶媒・界面
活性剤処理（SD 処理）が New York Blood Center の
Horowitz らによって 1985 年に開発された 7）．この方法は
エンベロープウイルスの脂質膜を破壊することにより感染
性を消失させる手法であり，この手法を導入した製剤のエ

ンベロープウイルスに対する安全性は飛躍的に向上した．
また，ウイルス除去技術として，ウイルス除去膜やナノ
フィルターといわれるナノレベルの物質を除去できるろ過
膜が日本企業により開発された 8）．当時は 35 nm の孔径で
あったが HIV や肝炎ウイルスを高効率で除去することが
可能となった．現在は孔径 15 nm にまで技術は進歩して
おり，ほぼ全てのウイルスが除去可能となっている．た
だ，ろ過する血漿蛋白の粒子径などの特性や選択した膜の
種類，ろ過条件などによりウイルスが漏出する場合が生じ
る特性がある．このように単一の工程だけに依存した場
合，その工程に瑕疵が生じた際に大きな被害が起きる．そ
のためウイルス安全性を確保するには，複数の工程を組み
合わせる必要がある．これらの技術開発は多重的な安全対
策の一つのステップである製造工程に複数の手段と選択肢
を提供し，製造工程における多層的な対策を導入可能とし
た．

ウイルス関係の検査手法は Enzyme-linked immuno-
sorbent assay 法などによる抗体検査や抗原検査が主流 
であった．1990 年代になって核酸増幅法（Polymerase 
chain reaction；PCR法，一般名称として Nucleic Acid 
Amplification Testing；NAT 法）により非 A 非 B 肝炎の
原因ウイルスが同定され，検査法としての有用性が報告さ
れた 9）．この方法はウイルスゲノムの特定の配列を増幅し
て高感度で直接的に検出する画期的な検査法であり，輸血
を含む血液製剤全体に大きな恩恵をもたらした．NAT 技
術のウイルス検査への導入は HIV，B 型肝炎ウイルス

（HBV），C 型肝炎ウイルス（HCV）を対象に始まったが，
この時は自動化技術と融合しておらず大量の検体を処理す
ることができなかった．そのため数百人分の検体を混合し
たものを検査していたが，技術の進歩とともに順次混合す
る検体数を減らしていくことが可能となり，日本では
2014 年からは混合せずに個別検査を行っている．また，E
型肝炎ウイルス（HEV）に対する NAT 検査も 2020 年か
ら全国展開されている．1960 年代には輸血後肝炎の発生
頻度は約 51% であったが，現在の日本における輸血後 B
型肝炎の感染残存リスクは海外水準よりも低い 0.0001% 以
下（HIV と HCV についての事例報告はない）となってお
り，技術革新とその深化により輸血による肝炎感染のリス
クは劇的に改善されている（図 4）．日本赤十字社で実施
している NAT 検査は献血翌日には結果が得られるという
迅速性も確保されており，世界最高水準の検査体制を構築
している．血漿分画製剤もこの検査を受けた血漿を原料と
するので原料の段階で効果的な安全対策となっている 1）．図 3　血液事業報告（文献 1 から転載）
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以上のように，さまざまな安全対策技術が進化してきた
が，これらには特徴や限界が存在すること，何らかのエ
ラーは発生しうることから，現在では様々な対策を多重
的・多層的に構築して安全性を担保している．

・HIV事件と HCV事件の経験と教訓

1980 年代に血漿分画製剤の一つである血液凝固因子製
剤の投与によって，多くの患者が HIV や HCV に感染し
た HIV 事件と HCV 事件は「患者を救い護ること」に対
して，企業や国が担うべき役割を果たせなかった典型例で
ある．筆者は 1995 年より製造工程のウイルス除去・不活
化能力や特性を評価するため，様々な性状を持つ複数のモ
デルウイルスを用いたウイルスクリアランス試験を実施し
た．さらに NAT 法を用いた実態調査，実際に問題となっ
ているウイルスを用いての工程や製剤ごとの安全性評価も
行った．その結果は追加の安全対策の導入や優先順位の決

定の根拠となった．また，HCV 事件の対応では過去の製
法を再現して当時の製造工程のウイルス不活化能力を検証
する試験を担当した．これらの研究は事後的なものであっ
たが，この事件への対応は多くの方との協働作業や調査を
通じて，様々な立場の主張を理解する機会でもあった．筆
者は，被害者とそのご家族だけでなくこの事件に関わった
全ての人が苦労しながら無念の思いを今も持ち続けている
ということを強く感じているが，安全対策研究に携わる者
として，この経験は教訓を多面的に理解するための良き機
会であった．

また，日本が世界に先駆けて対応した事例として HEV
が挙げられる．日本赤十字社は 2005 年から地域限定であ
るが献血者の NAT を導入（2020 年からは全国で実施）
した．HEV-NAT を全国展開する前の輸血後ウイルス肝炎
の新規報告は HEV が最も多く年に 10 例ほどであったが，
導入後は 2 例程度までに減少した 1）．また，筆者らは HEV

図 4　安全性に関する検査項目と日本における輸血後 HBV・HCV 発症率の推移（文献 1 から転載）
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を用いたウイルス除去・不活化研究を 2005 年から実施し，
その研究結果は欧州での HEV 対策 10）の根拠となった．安
全対策の初期は監視・調査レベルであったが，HEV 感染
の実態が顕在化した時に迅速な対応ができたのは準備をし
ていたからである．今後発生するかもしれない脅威に対し
ても，感染性因子の疫学的変化のキャッチアップを含めた
安全対策の継続が必要になる．

一方，上述の事件の重要背景として，感染症のリスクが
顕在化した時の判断ミスや迷いの連鎖，ウイルス安全性に
寄与する工程の不適切な改変なども認識しておく必要があ
る．様々な薬害を教訓として多くのルールなどが設定され
ているが，これらのルールは背景と目的を理解した上で遵
守する環境を構築しないと形骸化してしまう恐れがある．
薬害の教訓とは，理論や理屈だけで議論できるものではな
く，様々な立場での見解がそこに存在する．これらの薬害
を実体験した人の多くがリタイアしつつある今，理念的に
も学術的にも過去のものとしないための努力が必要である．

・血漿分画製剤の現在

現在の血漿分画製剤の「有用性」は，上述の通り主要脅
威である HIV や肝炎ウイルスに対する検査技術の向上に
より，原料血漿への警戒すべきウイルスの混入リスクは非
常に低いこと，ウイルスクリアランス試験によって工程の
ウイルス除去・不活化特性が明らかにされており，検査対
象外のウイルスの混入があっても対処できることを実験的
に確認していること，血漿分画製剤による国内感染事例は
1997 年以降報告されていないこと 1）など多くの研究や評
価試験の結果，疫学的事実などのエビデンスに基づき説明
が可能である．一方，ゼロリスクを保証することは不可能
であるが，「血漿分画製剤は感染性物質による健康被害が
発生する可能性を否定できるレベルでコントロールできて
いる」との有用性の社会的コンセンサスが安心感に結びつ
いていくと考える．現在の「安全性・有用性」と「安心感」
は多くの教訓とそれを乗り越えてきた人々の努力の結果で
あり，この状態を将来に渡って維持していくことが必要で
ある．

血漿分画製剤に限らず，製造業における製造技術および
製品の品質は標準的な作業内容を文書化することで維持さ
れている．一方，想定から外れる事案を経験する場合もあ
る．想定外の異常の感知や対処は，技術者に五感の全てを
活用した能力が求められるが，五感を文字に表すことはで
きない．そのため，高度な製造技術や品質を確立し維持す
るには，人の感性が今においても重要であり，非言語情報

をどのように可視化して継承するかが重要な課題である．
単なる作業者でなく技術者や専門家を養成する努力・投資
を当事者だけでなく社会が認識して実行することが重要で
ある．人の命を救い護るのは人であることを忘れてはいけ
ない．
・ 血液製剤のこれから（新規モダリティーへの利活用と
課題）

血液はまだ解明されていないことが多い．血漿には多種
多様な物質が含まれているが，現在医薬品として利用され
ているのは血漿蛋白の一部であり，その多くは未利用であ
る．体内に存在するには理由があるはずであるが，解明さ
れていないものも多い．医薬品として承認されていないも
のの，実際に治療が行われている例として，PRP（多血小
板血漿）皮膚再生治療があるが，米国では未滅菌の器材を
用いたことが原因で HIV 感染が発生している．本件は，
バイオマテリアルとしての血液成分が原因ではないようで
あるが，医療としての安全性確保に失敗するとこのような
事例は現在においても生じることが示されている 11）．ま
た，最近になってエクソソーム（細胞外小胞）研究が急速
に進んでいるが，国内では医薬品として承認されたもの
はないにもかかわらず医療行為（自由診療）としてヒトへ
の投与例も増加していることから，安全性や適正使用につ
いて国の審議会で議論されている 12）．これからの新規モ
ダリティーの可能性の一例として，機能性アルブミン

（effective albumin）が評価されている 13）．近い将来には
血液関連蛋白の研究が様々な治療薬，治療法，バイオマテ
リアルの提案につながると思われ，ある意味で注目される
領域になると考えている．

これまで，血液は主に補充療法をベースとする医薬品と
して利用されてきた．これからは血漿蛋白をはじめとする
血液成分がバイオマテリアルとして様々な新規モダリ
ティーの原材料に利用される機会が増え，治療法のない患
者への福音になる可能性が高い．そのために，有効性のみ
ならず，安全性や有用性に関する研究や技術開発も「患者
を救い護る」研究として深化させていく必要があると考え
る．

そして，バイオマテリアルを含めた多様な利活用におい
て，感染症に対する安全性確保を達成するには患者の特性
と治療手法，人獣共通感染症を含む感染症の特性や疫学，
病原体の物理化学的特徴，製剤化プロセスの特徴などを総
合的に評価する必要がある．ヒトや動物由来の物質を使用
する場合は，研究開発段階であってもヒトへの投与時に論
点となる安全性を意識して由来と性状が明らかなものを使
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用するなど，社会実装時に原材料として使用できるものを
採用する配慮が必要と考える．また，バイオマテリアルの
発展には医学，薬学，理学，工学，農学などの多様な専門
性を必要とすることから，今後の血液領域の発展には異な
る専門性を持つ異業種・異分野連携を機能的に組織するな
ど，これまでとは異なる考え方の導入が必須となると考え
る．さらにそのためには，様々な資質を有する人材群の育
成が必須であり，医療に限って言えば，卒後教育を含めた
医学・薬学教育に新規モダリティーに関する教育プログラ
ムを導入する必要がある．

・他業種の教訓に学ぶ

理論（安全・危険）と感情（安心・不安）は学問として
自然科学と社会科学という別次元の概念であると筆者は捉
えている．医療・医薬は未完成技術であるので，リスク・
ベネフィットバランスを理論と感情の両面において社会が
許容することが重要と考える．信用を失うのは一瞬で，そ
れを取り戻すにはそれまで以上の努力を長期間継続しなけ
ればならない．以下に 2 つの事例を紹介したい．

雪印乳業は 2000 年に 2 度目の食中毒事件を引き起こし
たが，1955 年の食中毒事件の教訓である「全社員に告ぐ」
を次世代に伝える良き伝統をなくしたことが遠因の一つと
なっていると思われる 14）．これは教育訓練・研修の形骸化
と置き換えることもできる．一方，同社はこれら教訓を過
去のものとせず，自社ホームページや刊行物などでこれら
の事件の詳細を掲載し，札幌にある雪印資料館にも資料を
展示して一般公開しているほか，この「全社員に告ぐ」は
競合他社においても研修資料として今においても活用され
ていると聞く．いま一つは航空関係の取り組みで，墜落な
どの悲惨な航空事故は低確率であるものの起こり得ること
は社会で共有されている．航空関連企業や組織は，研修だ
けでなく訓練を日々繰り返していることは周知であり，多
くの人がこのことを認識して航空機を利用している．航空
産業のルールは血で書かれた報告書によって作られている
と言われるが，なぜルールが作られたのか，ルールによっ
て何を護るのか，逸脱するとどのようなリスクが生じるの
か，最後は人が判断するということが周知徹底されている
から，社会はそのリスクを許容していると考える．「安全
第一」という文化が世界に浸透しているが，この 4 文字は
全ての根幹である．

医療・医薬領域においても教育研修が実施されている
が，社会との信頼関係がどのように構築されているのかに
ついて異業種の取り組みも参考にするべきである．製薬業

界でも薬害研修という形で取り組みが実施されているが，
研修が実施される背景である「なぜ」を理解することで形
骸化を防止し，新規モダリティーに対応する能力を維持す
ることができると考える．そして今後は異業種や社会と連
携すること，過去の失敗に学ぶ（失敗学会という学会や，
有名な成書が数多く発刊されている）ことで，より複雑に
なる脅威に対するさらなる知恵を醸成できると筆者は考え
る．

・あ と が き

人は必ずミスを起こすし，心は弱い．そのため，対策や
対処は性善説・性悪説・性弱説に基づいて考えて構築する
必要がある．また，伝えたいことを伝える手段として，文
字，映像，そして空間の共有があるが，それぞれに特徴が
ある．客観的な事実関係や考えは文字によって主張として
伝えることができ（知識という領域），もっと複雑で経験
した人にしかわからない深層的なこと（智慧という領域）
は空間を共有した対話でないと正しく伝わらないと考え
る．そのため，本稿においても筆者の文章力の未熟さもあ
り様々な解釈が生じる可能性があるが，その際は多面的に
解釈・対話することでさらに深遠な智慧を導くことができ
ると考える．過去・現在・未来はつながっている．筆者の
本稿におけるメッセージは「患者を救いそして護る」であ
る．過去の教訓に学んだ智慧と新規モダリティーの融合が
困難に直面している人々の光となることを願っている．

　
利益相反
本稿の見解は筆者のこれまでの経験に基づく個人の見解

である．筆者は日本血液製剤機構の職員であり，開示すべ
き利益相反はない．
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サエラ薬局穴水店が地域に根差した薬局に成長するための道のりと， 
能登半島地震の復興支援について*1
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The Path of Saera Pharmacy Anamizu to Grow into a Pharmacy Rooted in the Community and 
Support for Reconstruction after the Noto Peninsula Earthquake*1

Keigo Miyamoto*2

（Received February 19, 2025）

は じ め に

　私は 2012 年から 2020 年の約 8 年間，石川県鳳珠郡穴水
町にあるサエラ薬局穴水店で勤務しておりました．当時の
穴水店は一人薬剤師体制で，日々の業務を終わらせるので
精一杯でした．2014 年診療報酬改定で薬局に 24 時間対応
を求める動きがあり，それと同時期に近隣の公立病院が人
員不足のため日曜・祝日に院外処方せんを発行するとアナ
ウンスがありました．一人薬剤師だった私は「絶対に無理
だ．ここから早く離れなければ潰されてしまう．」と考え
ていました．そんな私に原 将充先生（現，石川県薬剤師
会能登北部支部長）から「『自分の患者さん』が近隣の公
立病院で処方箋を発行してもらい穴水町で調剤を希望した
場合，いずれかの薬局が対応できるよう輪番制に入らない
か？」と休日当番のお誘いを受けました．渡りに船とはこ
のことで，1 人で 24 時間対応することは現実的ではなく，
休日当番という輪番制を組んでいただくことで，自分の負
担を軽減できると感じました．ただ，自分は果たして来局
された患者さんのことを『自分の患者さん』と言える人た
ちと協力体制を築くことができるのだろうか，と不安にな
りました．これまで薬剤師として働いてきて，患者さんの
ことを一度も「自分の患者さん」と思ったことがなかった
からです．そこで私は薬剤師になって初めて自分と向き合

い，地域から必要とされる薬剤師・薬局になるにはどうす
ればよいか考え地域に根差した薬局に向けて様々な取り組
みを進めていきました．

石川県鳳珠郡穴水町とは

　石川県鳳珠郡穴水町は能登半島北部に位置し 2015 年当
時，人口は約 8,600 人，65 歳以上の高齢化率は 45.4% で人
口減少，高齢化が進んだ町でした．現在ではさらに人口は
減少しており 6,931 人（2024 年 8 月現在）で 65 歳以上の
高齢化率は 50.3％と高齢化も進んでいます．町の中心地に

Key words : 地域活動，能登半島地震
*1

*2

本稿は，2024 年 11 月 2 日 帝京大学 薬学部にて開催された日本薬史学会 2024 年会で行ったランチョンセミナーに基づいて作
成したものである．
サエラ薬局亀戸店　Saera Pharmacy Kameido.

図 1　石川県鳳珠郡穴水町地図
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ほぼすべての医療機関が立地しており薬局に関しては半径
約 1 km 圏内に全ての薬局が立地していました（図 1）．

穴水町の薬剤師に求められること

　人口減少に伴い医療や介護を支える側（医療介護従事者）
の人数も減少するので，各職種の枠を超えて支えていく必
要があります．特に在宅医療の需要はしばらく継続する見
込みなので薬局の在宅業務への参入が必要になります．穴
水町は都市部の人から見ると「住みにくい場所」と映るか
もしれませんが，最期まで愛着のある土地で住みたい人が
おり，可能な限り住み慣れた地域で，自分らしい暮らしを
人生の最期まで続けることができるよう，薬局・薬剤師が
サポートすることが求められると考えました．

薬局間連携

　穴水町には当時 7 薬局ありましたが常駐薬剤師が 3 人以下
の小規模な薬局しかなく，各薬局で取り組めることは限られ
ていました．そこで各薬剤師が顔の見える関係を築くために
原先生の呼びかけのもと定期的な勉強会が開催されていまし
た．そこで私もいくつか勉強会の講師を務めさせていただき
ました．また健康サポート薬局の制度が始まったばかりで，
各薬局の健康サポート薬局取得に向けての支援体制構築を主
導させていただきました．また診療報酬改定のたびに情報交
換会の場を設けさせていただきました．

介護支援専門員（以下，ケアマネ）との連携

　保険薬局の在宅業務について知っていただくため，ケア
マネの皆様と顔の見える関係づくりが必要だと薬局間連携
の場でお話があがりましたので，ケアマネが所属する各機

関へ呼びかけ，連絡会を開催することになりました．その
際に在宅現場で薬剤師が実際に実施している業務内容など
をプレゼンテーションさせていただきました．また穴水町
を含む能登北部地区のケアマネ研修に講師として参加し，
薬局の在宅業務への参入を推し進めました．

穴水町役場の連携

　穴水町ではいきいきと健やかな暮らしができる元気な 
“まち” の実現を目的とした「健康長寿のまちづくり」と
いうプロジェクトに取り組んでおり，その取り組みの中の
一つに保健師による健康教室がありました．ちょうど穴水
町から石川県薬剤師会能登北部支部穴水班（以下穴水班）
に健康教室の依頼があり，穴水班の薬局同士協力し合い平
成 28 年 10 月から 6 か月間で全 17 回 17 地区にて健康教室
を開催しました．穴水町には 7 つの薬局が存在し，すべて
の薬局が穴水班に所属しております．健康教室ではそれぞ
れの薬局が分担して健康教室を開催するとともに，穴水班
内で定期的な連絡会を開催し，健康教室の講演内容の確認
や参加者からの質問に対する回答の統一などを図りました

（図2）．その結果，健康教室には計258名が参加し，好評だっ
たため平成 29 年度も健康教室を開催することになりまし
た．私は保健師からの健康教室の依頼の窓口となり，各薬
局へ健康教室実施の振り分けや，健康教室で使用するスラ
イドの作成などを担いました．また健康教室では参加者か
ら質問があがってくるので，その質問内容の共有や実施後
のフィードバックの場を設け，各薬局が健康教室を実施し
やすくなるようサポートしました．
　今回，健康推進課と協力して「健康長寿のまちづくり」を
実施できた要因の一つは，穴水班内の薬局同士のつながりの

図 2　穴水班による健康教室開催までの流れ
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強さにあると考えます．これまで，穴水班として健康フェス
タへの出展など様々なことに取り組んでおり，同じ目標を共
有することで薬局同士のつながりが強くなったと考えます．

 能登半島地震について

　令和 6 年（2024 年）1 月 1 日　16 時 10 分ごろマグニチュー
ド 7.6，最大震度 7 の地震が発生しました（図 3）．死者は
241 人，負傷者 1,296 人，住家被害は全壊 7,704 棟，半壊 9,467
棟という大規模災害でした．その後 1 週間程度は震度 5 以
上の余震が発生しました．
　穴水店のスタッフは幸いにも全員無事でしたがスタッフ
の住居や店舗周辺の建物，道路が被害にあい通常業務が困
難になりました．
　店舗も被害をうけ，店舗の外壁にはひび割れが発生し，
店内は什器が倒れ医薬品や書類が散乱し水道管が損傷した
ことにより調剤室，待合室の床一面が水浸しの状態となり
ました（図 4）．
　発災後の店舗スタッフの努力と県外からの応援に入った

スタッフ並びに関係各所の皆様からのご支援のおかげで 1
月 9 日から店舗の営業を再開することができました．
　被災後，何度か現地に伺い被災した方へ被災地の現状な
どインタビューを実施しました．そこで伺ったお話の一部
を紹介します．

穴水総合病院

　発災当初は DMAT 本部が設置されていましたが取材を
実施した 8 月には通常業務に戻っています．ただ人員不足

（特に検査技師，看護師）が顕著であり，必要な検査がで
きない状況です．また病床稼働率は被災前の80％程度です．
　在宅医療を受けていた方が震災を機に入院したものの，
市中のケアマネジャー・ヘルパーが不足しておりケアプラ
ンが組めず入院が長期化してしまい，入院が必要な方に病
床が回ってこない状況です．

穴水町役場

　8 月下旬ごろ町内の全避難所を閉鎖し，現在は仮設住宅
での孤立予防に取り組んでいます．仮設住宅は人と人との
つながりが希薄になりやすいコミュニティです．
　保健師による仮設住宅の定期巡回を実施し医療的支援が
必要な方，いわゆる要フォロー者を発見し医療機関への受
診につなげる取り組みをしています．
　また仮設住宅での健康サロンを実施しており，今後は薬
剤師による健康教室の開催も予定しているとのことです．

石川県薬剤師会能登北部支部長　原先生

　これまでの地域活動が役に立ったことがあります．
　それは行政の担当者と顔の見える関係づくりを築けてい
たため，医薬品集積所，支援薬剤師詰所設置において行政
の方との交渉がスムーズに行えました．また各地区に設置
された避難所がこれまで穴水町の薬局が健康教室で訪問し
た場所だったので避難所にいた方々ともつながりがあり，
避難所ニーズの把握や支援薬剤師チームへ地理的助言を行
えました．他にも町内医療機関との連携が迅速に実施でき，
各薬局内の在庫の確認などや，避難所で顔見知りの住民の
方が多かったので，今後の不安な事や心配事など，相談に
乗るケースが多かったです．

サエラ薬局穴水店

　2024 年 7 月に地域住民の方々を店舗にお招きするお薬相
談会を再開し 9 月末までに 2 回ほど実施予定です．今後，
健康教室は震災後も月1回程度継続して実施する予定です．

図 3　能登半島地震による各地の震度

図 4　穴水店調剤室の被害状況
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　取材した中で特に印象的だったのが，取材した全員が「全
国の皆さんへ感謝の気持ちを伝えたい．災害時に全国各地
から救援に駆け付けてくれて，とても感謝しています．」
とお話されていたことです．全国から色々な形でご支援さ
れた方々へ感謝の念をお伝えさせていただきます．

これまでの経験を踏まえて

　地域に根差した薬局・薬剤師は震災時に被災地をサポー

トする観点からも必要だと感じました．
　そのためには平時から薬局間連携や薬局外での地域活動
で顔の見える関係を多職種や地域の皆さんと築くことが重
要です．また薬剤師 1 人 1 人が「自分の患者さん」という
考えで向き合うことが，地域に根差した薬局・薬剤師に成
長する第一歩だと感じました．
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納豆系の発酵食品は、これまで紀元 6 世紀に編纂された中国の『斉民要術』の記述や漢墓から出
土した「豉」の墨書を持つ壷の存在から、紀元前後に発明されたと考えられてきた。日本において
も「豉（くき）」の製法が中国から伝わり、平安時代には存在が知られるようになるが、これらは
塩を用いる鹹豉系の食品で、塩を用いない淡豉系の「納豆」とは区別される。「納豆」という名前
の食品は室町時代（14 世紀）の文献に初めて登場し、江戸時代には一般民衆に広がったと考えら
れている。
その素材であるダイズは、かつて弥生時代の開始期に稲作ととも

に日本列島に伝播した外来作物と考えられてきた。しかし、近年の
植物考古学研究によって、約 1 万 3 千年前の縄文時代草創期の土器
からダイズの祖先野生種であるツルマメの痕跡が発見され、縄文時
代を通じてダイズ属のマメが普遍的に利用されている実態が明らか
になっている（図 1）。さらに、縄文時代中期（約 5 千年前）の日本
列島において種子が大型化し、栽培型のダイズが出現したと考えられるようになった（中山 2020）。
ダイズやツルマメには植物性蛋白質、脂質が多く含まれ栄養価が高い反面、サポニンやトリプシ

ンインヒビター、フィチン酸、レクチンなどの有毒成分も含まれ、生のままでは健康障害を引き起
こす。そのため、現代のダイズ食品には納豆、味噌、醤油などの様々な発酵加工食品が知られてい
るが、中でも塩を加えずにダイズを枯草菌によって発酵させる納豆は、日本のみならず韓国、中国
南部、東南アジア、アフリカ地域など世界各地の様々な民族による利用が明らかにされている（横
山 2014、高野 2016、2020）。
筆者らは、縄文時代におけるこれらのマメの調理法の探るため、縄文土器を使った簡単な調理に

加えて、発酵実験による納豆系食品の再現研究を行ってきた。この発酵実験は、煮沸したツルマ
メ・ダイズを縄文時代に存在していたクリ・トチノキ・ススキなどの植物の枯葉に包み、時間的変
化を観察するものである。その結果、縄文時代の道具と素材を用いて一定の温度、湿度の条件下で
発酵食品を生成し、発酵に関与した枯草菌の特定に成功した。この実験により理論上はツルマメ・
ダイズの納豆系食品が縄文時代に存在した可能性がでてきた。
さらに私たちは、縄文時代の出土遺物に残されたタンパク質のプロテオミクス分析を通して、納

豆系食品の起源を探る実証的研究に着手している。

*1 日本薬史学会 2024 年会（2024 年 11 月 2 日開催）要旨集より演者の許諾を得て転載

図 1　�縄文時代のダイズ属種子� �
左：縄文草創期、右：縄文中期

S1 誌上シンポジウム

納豆の起源解明に向けた考古学的研究*1

中山　誠二
（帝京大学文化財研究所・客員教授）



（ 23 ）

日本ではヨーグルトとして一般的である発酵乳の歴史は古く、人間が草食動物を飼育し、その乳
を栄養源として飲み始めたときまで遡るとされる。羊や山羊は紀元前 1 万年頃にメソポタミア地方
で、牛は紀元前 8000 年頃に東地中海地方で家畜化されたと伝えられており、すでにこの頃から発
酵乳が存在していたと考えられる。発酵乳に欠かせない乳酸菌の発見は、時を経て 1857 年に微生
物学の始祖、フランスのパスツールによって行われた。パスツールが乳酸菌を発見したきっかけ
は、酸敗というアルコールが酸っぱくなる現象に悩んでいた地元の醸造業者から相談を受け、その
原因を調査したことだった。彼が発酵槽の中の微生物を顕微鏡で観察したところ、正常なアルコー
ル発酵の時には無数の酵母が見られるが、それに対して酸敗した時は、発酵槽の中に別の微生物の
存在が確認された。これが乳酸菌である。

乳酸菌とは、生育に必要なエネルギーを得るためにブドウ糖や乳糖などの糖を分解して多量の乳
酸をつくりだす（乳酸発酵を行う）細菌の総称で、人類にとって最も有益な細菌である。乳酸菌は
酸素があってもなくても生きていける通性嫌気性菌のため、自然界のあらゆるところ、主に動植物
や食品などに広く存在している。乳酸菌はヨーグルトに限らず、チーズ、漬物、味噌、醤油など伝
統的な発酵食品の製造に大切な役割を果たしている。

一方、ヨーグルトの健康効用についての研究は、ノーベル生理学・医学賞を受賞した生物学者メ
チニコフによって始められた。メチニコフはブルガリアに長寿者が多いことに注目し、「ヨーグル
トを毎日大量に摂ることによって、腸内腐敗菌の増殖と毒素産生をおさえ、動脈硬化や老化を防い
でいる」と考え、1907 年に「ヨーグルト不老長寿説」を唱えた。これがプロバイオティクスの概
念の始まりであるとされる。「プロバイオティクス（probiotics）＝腸内フローラのバランスを改善
することによって宿主の健康に有益に働く生きた微生物」として定義されており、乳酸菌もそのひ
とつである。近年では、腸内フローラのバランスを整えるだけではなく、免疫機能を整えるなど、
様々な機能を持つプロバイオティクス乳酸菌が見出されている。

本シンポジウムでは、乳酸菌・ヨーグルトの歴史からプロバイオティクス乳酸菌について、当社
の近年の研究内容も含めて紹介する。

*1 日本薬史学会 2024 年会（2024 年 11 月 2 日開催）要旨集より演者の許諾を得て転載

S2 誌上シンポジウム

乳酸菌の歴史とその機能の可能性*1

山田　成臣
（株式会社 明治・研究本部）
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アンチセンス医薬や siRNA 医薬に代表される核酸医薬は RNA のレベルで生体を制御できる点が
特色であり、急速に実用化が進んでいる。対象疾患としては、治療法に乏しい難治性疾患や遺伝性
疾患に対する核酸医薬の開発が中心であるが、近年では脂質代謝異常やがんなど、対象患者の多い
疾患に対する核酸医薬の臨床開発も活発化している。核酸医薬は核酸モノマーが連結したオリゴヌ
クレオチドという共通の構造・性質を有すること、化学合成により製造されること、標的遺伝子の
配列を基に有効性の高い化合物を短期間に選定できることなどから、ひとつのプラットフォームが
完成すれば塩基配列を変えるだけで迅速に次の新薬を開発することが可能である。実際に、同一プ
ラットフォームで開発された核酸医薬を含む 20 品目が 2024 年 9 月までに製造承認されている

（https://www.nihs.go.jp/mtgt/pdf/section2-1.pdf）。このような核酸医薬の特徴は、近年注目を集
めているゲノム創薬や個別化医療の推進の観点から優位な特性であり、今後、医療領域における核
酸医薬の存在感がますます大きくなっていくものと期待される。
核酸医薬の起源を仮に、「オリゴヌクレオチドを用いて意図的に生体機能を制御する試み」と定

義した場合、1978 年に発表されたアンチセンスによる RNA ウイルスの複製阻害がその起源の一つ
と考えられる。それから 20 年の時を経た 1998 年、サイトメガロウイルス性網膜炎に対するアンチ
センス医薬 Vitravene が世界初の核酸医薬として承認された。同じ 1998 年には線虫 C.elegans にお
いて「RNAi」が発見されており、その 20 年後にあたる 2018 年に世界初の siRNA 医薬 Onpattro（オ
ンパットロ）が誕生している。このオンパットロは脂質ナノ粒子に封入された製剤であり、送達
キャリアに搭載された初めての核酸医薬としても注目された。脂質ナノ粒子はその後、新型コロナ
ウイルス感染症の mRNA ワクチンにおいても活用され、現在、最も注目されている送達キャリア
となっている。
本講演では、以上のような核酸医薬の歴史を織り交ぜながら、躍動する核酸医薬の現在（いま）

を紹介するとともに、その未来を展望したい。

*1 日本薬史学会 2024 年会（2024 年 11 月 2 日開催）要旨集より演者の許諾を得て転載

S4 誌上シンポジウム

躍動する核酸医薬：試行錯誤の歴史を交えながら*1

井上　貴雄
（国立医薬品食品衛生研究所・遺伝子医薬部）
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*1 東京大学東洋文化研究所　Institute for Advanced Studies on Asia, The University of Tokyo. 7–3–1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo 

113–0033, Japan.

は じ め に

本論の目的は植民地朝鮮で刊行された雑誌『京
けい

城
じょう

薬
やく

報
ほう

』
の発行形態や沿革，記事内容を探究することにある．

近代朝鮮では 1885 年に朝鮮王朝が広
こうせいいん

済院を設立し，
1907 年に大

だいかん

韓医
い

院
いん

となり，1910 年の韓国併合で朝鮮総督
府医院と改称された 1）．1912 年に朝鮮総督府医院の児島高
里らは薬剤師 14 名を集めて朝鮮薬剤師会を創設した．
1914 年には朝鮮薬剤師会を引き継いで朝鮮薬学会が創立
された．朝鮮薬学会は 1921 年に『京城薬報』の紙面を借
りて『朝鮮薬学会会報』を刊行し，1923 年に『京城薬報』
から独立し，1926 年に『朝鮮薬学会雑誌』に改称した 2）．
当時の朝鮮には星製薬 3）や日本ロシュ 4）といった日本の製

薬会社が進出した．
一方で朝鮮在来の漢医薬は同時期に変容した．1910 年

代，朝鮮総督府は医
い

生
せい

規則を制定し，過渡的な措置とし
て，伝統的な漢医たちを「医生」とした．朝鮮では，医師
不足が深刻であり，総督府は農村部で朝鮮人薬種商が漢薬
を処方するのを黙認した 5）．朝鮮人薬種商の活動が各地で
みられ 6〜8），1930 年代には漢薬復興が進んだ 9）．なお現代
韓国では「韓医学」「韓薬」の漢字表記であるが，1945 年
以前の文献では「漢医学」「漢薬」の表記であるため，以
下では「漢医学」「漢薬」の表記を用いる．

植民地朝鮮の学界，行政，薬業界をつなぐ薬業メディア
への注目としては，牛久保・千葉・三澤 2）による『朝鮮薬
学会雑誌』の解明があるが，『朝鮮薬学会会報』が紙面を

原　著 薬史学雑誌 60（1），25-29（2025）

植民地朝鮮で発行された雑誌『京城薬報』について

辻　　　　大　　　和*1

On Pharmaceutical Science Media “Keijo Yakuho,” Which Was Published in Colonial Korea

Yamato Tsuji*1

（Accepted December 9, 2024）

Summary

Purpose : To investigate the publication style, history, and articles of “Keijo Yakuho,” which was published in 
colonial Korea.
Methods : Database searches of the Japanese and Korean cross-library search systems, the Pharmaceutical 
University Library, and the Naito Museum of Pharmaceutical Science. The memoirs on pharmacies in 
colonial Korea and the compiled materials on pharmacies in the Meiji and Taisho periods were examined to 
see if “Keijo Yakuho” was mentioned in the published statistical report materials.
Results : In the cross-search system of Japanese and Korean books it became clear that the reprint of “Keijo 
Yakuho” first published in 1908 was in fact obtained, and from the results of the research in the University 
Library and Naito Museum of Pharmaceutical Science, it was ascertained that the Naito Museum of 
Pharmaceutical Science held the “Keijo Yakuho” from 1937 to 1941. It was found that the publication style of 
“Keijo Yakuho” changed from monthly to twice a month, that the publisher was Kenjiro Doi, and that the 
articles covered a wide range of topics in administration, pharmacy, and the pharmaceutical industry.
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借りたという『京城薬報』は，千葉・三澤 10）に 1908 年に
創刊され，日本の国立国会図書館等に復刻版が所蔵されて
いると記述されているが，発行形態や沿革，記事内容が明
らかでなかった . そこで本論は『京城薬報』を調査した．

1．　方　　　法

①日本と韓国の図書横断検索システム（日本は CiNii，
国立国会図書館サーチ，韓国は RISS，国立中央図書館）
で『京城薬報』を検索した．

②近現代日本の薬学について多くの文献を所蔵する東京
薬科大学，京都薬科大学，明治薬科大学，星薬科大学の各
図書館，内藤記念くすり博物館（岐阜県各務原市）のオン
ラインデータベースで『京城薬報』を検索し，現物を同館
にて調査した．

③植民地朝鮮での施政機関であった朝鮮総督府，および
その前身の一つである韓国統監府の公刊統計報告資料中で

『京城薬報』の記載がないか調査した．
④植民地朝鮮の薬学に関する回顧録である『在鮮日本人

薬業回顧史』および明治・大正の薬学に関する編纂資料で
ある『日本杏林要覧』，『帝国薬業家銘鑑』，『明治大正日本薬
学史』が国立国会図書館デジタルコレクションでテキスト
検索可能であるため，『京城薬報』に関する記述を検索した．

2．　結　　　果

①日本と韓国の図書横断検索システムの検索結果
『京城薬報』1908 年刊のもののみ，韓国統計書籍社から

2003年に復刻されたものがCiNii，国立国会図書館サーチ，
韓国の RISS，国立中央図書館で見つかった．この復刻版

『京城薬報』は 1908 年に，現在の韓国ソウルで刊行された
日本語の薬業新聞であり，原版は東京大学大学院法学政治
学研究科附属近代日本法政史料センター明治新聞雑誌文庫
に 1908 年 3 月 3 日発行の創刊号〜同年 6 月 3 日発行の第
4 号までが所蔵されるものであった．

② 大学図書館，内藤記念くすり博物館（岐阜県各務原市）
での調査結果

東京薬科大学，京都薬科大学，明治薬科大学，星薬科大
学の各図書館 OPAC では所蔵がみられなかった．内藤記
念くすり博物館には 1937 年〜1941 年 6 月の号および，合
同以降の『薬業之朝鮮』について 1941 年 7 月〜12 月の号
が所蔵されていた．欠号の有無は不明の状態でのウェブ調
査結果であった．そこで現地を訪問して実際の所蔵を調査
した．その詳細は表 1 の通りである．

内藤記念くすり博物館図書室所蔵『京城薬報』1937 年
以降号の各紙面によると，『京城薬報』は 1914 年 3 月 10
日に第三種郵便物認可されたとの記載があった．

③京城薬報の発行形態，発行者，記事内容
・京城薬報の発行形態
公刊統計報告資料中の『京城薬報』に関する記載を探っ

たところ，韓国統監府や朝鮮総督府の発行した『統監府統
計年報　明治 41 年』〜『朝鮮総督府統計年報　大正 2 年』の

「新聞紙及雑誌」には『京城薬報』の登場はなかった．『朝
鮮総督府統計年報』の大正 3 年〜大正 6 年の「新聞紙及雑

表 1　内藤記念くすり博物館所蔵『京城薬報』

タイトル 年次 号数 欠号（発行月日は推測）

京城薬報 1937 485（1937.1.5）〜508（1937.12.20） 491（1937.4.5）
京城薬報 1938 509（1938.1.5）〜532（1938.12.20） 515（1938.4.5）
京城薬報 1939 533（1939.1.5）〜555（1939.12.5） 556（1939.12.20）
京城薬報 1940 557（1940.1.5）〜580（1940.12.20） 563（1940.4.5），566（1940.7.5），569（1940.7.5），570（1940.7.20）

571（1940.8.5），578（1940.11.20）
京城薬報 1941 581（1941.1.5）〜592（1941.6.25） 583（1941.2.5），587（1941.4.10）〜590（1941.5.25）

薬業之朝鮮 1941 593（1941.7.10）〜603（1941.12.10）

表 2　他の公刊資料等における『京城薬報』

 年 発行地 創刊年月 発行頻度 言語 出典

1914 京城府大和町一丁目 1914 年 3 月 月刊 日本語 『朝鮮総督府統計年報　大正 3 年度』p. 727
1915 京城府旭町一丁目　 1914 年 3 月 月刊 日本語 『朝鮮総督府統計年報　大正 4 年度』p. 784

朝鮮語
1916 京城府旭町一丁目　 1914 年 3 月 月刊 日本語 『朝鮮総督府統計年報　大正 5 年度』p. 846

朝鮮語
1917 京城府旭町二丁目　 1914 年 3 月 月刊 日本語 『朝鮮総督府統計年報　大正 6 年度』p. 919-20

朝鮮語
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誌」表には『京城薬報』が登場し（表 2），同年報の大正 7
年以降「新聞紙及雑誌」の欄自体が消え，登場しなかった．

・京城薬報の発行者土井兼次郎
国立国会図書館デジタルコレクションでの検索結果か

ら，ながく『京城薬報』を発行した土
ど

井
い

兼
けん

次
じ

郎
ろう

の情報が得
られた．整理すると，土井兼次郎は 1886 年生まれで兵庫
県に籍があり，1906 年 11 月に薬剤師試験に合格した 11）．
土井兼次郎の兄，土井湘村によると，兼次郎は兵庫県の揖
保郡平松の出身で，1907 年の冬に大漢病院薬局〔原文通り〕
に勤務した 12）．

初代『京城薬報』は 1908 年 3 月 3 日に創刊され 13），そ
れは薬剤師土井兼次郎，同古賀惣五郎が専ら経営して，発
行をつづけたが，1908 年 6 月 3 日に第 4 号を発行したのち，
統監府の新聞取締が行われて廃刊した 14）．

土井とともに経営した古賀惣五郎は 1896 年に東京薬学
校を卒業後，1898 年に薬剤師免状を受領し，1899 年に福
岡県警察部衛生課に勤務などののち，1905 年第 14 師団衛
生隊付で日露戦争に従軍し，1908 年京城居留民団立漢城
病院に勤務などの経歴を持つ．1924 年に死去した 15）．

その後土井兼次郎は日本に戻り，1909 年には東京本郷
区真砂に居住し 11），1910 年には三木薬局（大阪）の薬剤
師として勤務していた 16）．兄土井湘村によると，兼次郎は
1913 年までに再度朝鮮に渡り，新井薬房に世話になり，
1913 年 2 月には新井薬房の後援により京城薬報を発行す
るとの連絡を，尼崎阪本眼病院に勤務中の土井湘村に行っ
た 12）とある．

・京城薬報の記事内容
創刊号 1908 年 3 月 3 日（東京大学明治新聞雑誌文庫所蔵，

韓国統計書籍）には「発刊之辞」に，韓国薬業に日本薬業
が進出して発展させることが書かれている．

内藤記念くすり博物館所蔵 1937〜1941 年号の記事内容
については，日本人だけでなく朝鮮人の寄稿もあり，洋薬
に加え漢薬の材料，流通，研究に関する情報が多い．寄稿
者として朝鮮総督府警務局衛生課技師（川口利一など），
京城帝国大学医学部教職員（杉原徳行など），京城薬学専
門学校教員，内務省衛生局技師（刈米達夫など），製薬会
社技師（木村雄四郎など）などがおり，その他に日本人，
朝鮮人の薬剤師動向，薬種商組合の動向などがある．
『京城薬報』485 号（1937 年 1 月 5 日）には，65 面「近

年に於ける衛生施設を顧みて」（総督府衛生課長　西亀三
圭，69 面「京城大学が開

かいじょう

城に生薬研究所を置く」，86 面
「全

ぜん

州
しゅう

薬令市の沿革」（全北衛生課　山本秀一）などの記
事がある．

『京城薬報』490 号（1937 年 3 月 20 日）は，1 面に「朝
鮮薬学会の本年総会は記念総会とす」，「全鮮薬業連合会第
二回大会開催は釜山」，「京城薬専卒業式」といった記事が
ある．また 24 面「開城薬業組合勤続役員表彰式挙行」の
記事では，開城の組合役員である朝鮮人薬業者たちへの表
彰式が書かれている．
『京城薬報』505 号（1937 年 11 月 5 日）には 21 面「京

城帝大医学部の開城薬草園着工」や 23 面「薬理学界の権
威阿部慶應医大教授の和漢薬と民間薬薬効研究の一部」な
ど学界の動向が掲載されている．

3．　考　　　察

① 内藤記念くすり博物館所蔵 1937〜1941 年号の発行形
態

表 1 から内藤記念くすり博物館所蔵の『京城薬報』につ
いての形態について考察する．『京城薬報』は 1937 年 1 月
から 1941 年 6 月までは月 2 回発行され，判型はタブロイ
ド判であった．面数は最大で 90 面程度（1 月 5 日号の面
数が多い）であり，言語は日本語と朝鮮語の紙面があるが，
日本語の面数が圧倒的である． 1941 年 7 月からは『京城
薬報』は『朝鮮薬報』および『鮮満医薬時報』と合同して

『薬業之朝鮮』となり，毎月 2 回（10，25 日）発行となった．
なお内藤記念くすり博物館では各年の 4 月 5 日発行号に欠
号が多い．年度初めの号として抜き取られた可能性があ
る．所蔵印は内藤記念くすり博物館のもののみが捺されて
おり，旧蔵者は不明である．内藤記念くすり博物館の稲垣
裕美学芸員によると同館のデータベースでも旧蔵は不明で
あるとのことであった．

言語については 1914 年当初は日本語だけであったが，
1915 年までには日本語および朝鮮語（資料では「諺文」）
の両言語表記となった．発行回数は開業当初は 1914〜
1917 年のあいだは月 1 回の刊行であった．『国（英）文継
続発行出版物一覧表』（朝鮮総督府警務局，1937 年） 144
頁には「京城薬報　月二回　京城　土井兼次郎」とあるた
め，1917 年以降，1937 年までの間に月 1 回刊行から月 2
回刊行に変更されたと考えられる．

②『京城薬報』社の発行者，編集や営業体制
・発行者土井兼次郎
初代『京城薬報』創刊号（1908 年 3 月 3 日）6 面の広告

に，「一般衛生試験之依頼ニ応ズ／公立漢城病院試験部／薬
剤師　渡邊悦之助／薬剤師　古賀惣五郎／薬剤師　土井兼次
郎」とあることから，土井が 1908 年ごろに漢城で勤務し
た病院は正しくは「公立漢城病院」であると考えられる．
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医師瀬脇寿雄が日清戦争直後に京城明
めいどう

洞に私立病院を経
営し，これを漢

かん

城
じょう

病
びょういん

院と名付けた．1896 年には，漢城病
院を〔日本〕海軍軍令部所管として日本公使館に属させ，
1904 年に日本居留民経営に移管されて京城公立漢城病院
と改称された 17）．

・内部の編集，営業体制
京城薬報社の内部の編集，営業体制について考察する．

『京城薬報』557 号　1940 年 1 月 5 日 67 面「謹賀新年　京
城薬報社」は現状で唯一社内の役割がわかる記事である．
そこには「主幹　土井兼次郎/編輯部　土井謙一/営業印刷
部　黄淳栄/西鮮北鮮部　大塚勇/発送部　金敬瑞/網干　
土井勝太郎/東京　本田賢三/大阪　西中丈太郎」とあり，
土井家一族による小規模な同族編集体制であることや，営
業や発送など一部の職には朝鮮人がいたこともわかる．土
井謙一は『京城薬報』552 号 9 面（1939 年 10 月 20 日）に

「土井謙一結婚」の記事がある．そこに「京城薬報調査部
薬剤師土井謙一」と記載があることから，薬剤師であった
ことがわかる．

③記事内容に関する考察
・1908 年の創刊号の考察
創刊号 1908 年 3 月 3 日号は「発刊之辞」の最後の署名

が「鷺
ろ

城
じょう

」となっていて，土井兼次郎の雅号で．彼の郷里，
播磨の中心姫路城から取ったものであると考えられる．創
刊号誌面の特徴としては，西洋薬に関する記事が圧倒的
で，漢薬がほとんどみられないことがあげられる．当時の
日本人の朝鮮での医薬関係者は西洋薬が圧倒的で，漢薬が
あまり使用されなかったためと考えられる．

・ 内藤記念くすり博物館所蔵 1937〜1941 年号に関する
考察

1937 年以降の記事の内容について考察する．西洋薬に
加え漢薬の材料，流通，研究に関する情報が多いことの背
景として，朝鮮総督府が 1930 年代以降，薬草栽培奨励運
動を展開した 18）ことがあると考えられる．京城帝国大学
では朝鮮軍の梶

かじつか

塚軍医部長の示唆もあって生薬研究所を設
立することになった 19）．それと並行して，近代的な教育を
受けた朝鮮人の医師のなかには，張

チャン

基
ギ

茂
ム

や趙
チョ

憲
ホ

泳
ニョン

など漢医
学復興運動を展開する者がいた 9）．漢医薬への注目の高ま
りが紙面から伺える．
『京城薬報』490 号（1937 年 3 月 20 日）の一連の記事は，

京城薬報が朝鮮半島において，薬学，薬業界の動向を伝え
るメディアであったことを示すものである．
『京城薬報』505 号（1937 年 11 月 5 日）は京城帝国大学

の薬学研究の動向が詳しく伝えられている．漢薬が注目さ

れている状況にあったことを示す記事であると考えられ
る．その後『薬業之朝鮮』593 号（1941 年 7 月 10 日付）9
面の杉原徳行（京城帝国大学医学部教授，薬学者）のイン
タビュー「城大の薬草研究の杉原氏光栄」では開城の研究
所をさらに拡張する考えと，去痰剤の開発に成功した実績
が語られた．そして済

さい

州
しゅう

島
とう

全体で 60 万円の除虫菊生産が
あることから，済州島での試験場も薬草奨励に関わるつも
りがあることが語られた．この記事と杉原徳行の戦後の回
想録 19）を比較考察すると，回想録には除虫菊への言及が
なく，駆虫薬とジギタリスが語られているという違いが
あった．除虫菊は当時，済州島で栽培され，竹中缶詰製造
所も加工にかかわり，軍需用に防虫剤として移出されてい
た 20）．

結　　　論

本論はこれまで具体的な報告がみられなかった『京城薬
報』の誌面とその発行者を判明させることができた．今回
調査した 1908 年および 1937〜1941 年発行の誌面からは，
一部の限られた情報ではあるが，当時の京城／朝鮮におけ
る薬学の状況の一端を明らかにすることができた．『京城
薬報』の発行形態が月 1 回から月 2 回に変わったこと，発
行者が土井兼次郎一族であったこと，記事内容が行政，薬
学，薬業界の広範に及ぶことを明らかにした．

一方で『京城薬報』には一部の記事を除き日本語を多用
するメディアであったという限界があった．植民地朝鮮で
は朝鮮語が広く流通しており，日本語が支配的であったと
は言い難いからである．朝鮮語の薬業メディアとしては，

『朝鮮総督府統計年報』の 1910 年代の記事に『中外医薬申
報』などを見出すことができる．今後の研究課題としたい．
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学校医学史研究所（編）．漢医学植民地に病む：植民地時期
漢方医学の近代化研究．アカネット，2008）

8）박찬영．1920∼1930　년대　식민지　약업계의　변동과　조

선인의　대응．한국　근현대사　연구．2021；97：35-66（パ
クチャニョン．1920〜1930 年代植民地薬業界の変動と朝鮮人
の対応．韓国近現代史研究．2021；97：35-66）

9）愼　蒼健．覇道に抗する王道としての医学：1930 年代朝鮮に
おける東西医学論争から．思想．1999；905：65-92

10）千葉義彦，三澤美和．日本に存在する 20 世紀前半朝鮮薬学
史関連文献リストについて．薬史学雑誌．2008；43（1）：56

11）日本杏林社（編）．日本杏林要覧．日本杏林社，1909．p. 73
12）土井湘村．故兼次郎鷺城を偲ぶ．In：在鮮日本人薬業回顧史

編纂会（編）．在鮮日本人薬業回顧史．在鮮日本人薬業回顧
史編纂会， 1961．p. 169-70

13）当時漢城で刊行されていた皇城新聞．1908. 2. 20. p. 2 にも「薬
報発行」の記事があり，京城薬報が 3 月 3 日に第一号を発行
する旨を伝えている．

14）古賀惣五郎．明治大正日本薬学史．薬石新報社，1937．
p. 320-1

15）古賀惣五郎．古賀惣五郎氏略歴．In：明治大正日本薬学史．
薬石新報社，1937．p. 478

16）高橋　郁（編）．帝国薬業家銘鑑．帝国薬業協会，1910．p. 95
17）三木　榮．改訂版　朝鮮医学史及疾病史．三木　榮，1963．

p. 272
18）愼　蒼健．フィールドワークと実験室科学の接合．坂野　徹

（編）．In：帝国を調べる：植民地フィールドワークの科学史．
勁草書房，2016．p. 105-6

19）杉原徳行．生薬研究所と済州島試験場．In：京城帝国大学創
立五十周年記念誌編集委員会（編）．紺碧遥かに：京城帝国
大学創立五十周年記念誌．京城帝国大学同窓会，1974．p. 60-5

20）河原典史．植民地朝鮮へ渡った軍需缶詰工場：竹中缶詰製造
所の資料から．In：米山　裕，河原典史（編）．日系人の経
験と国際移動：在外日本人・移民の近現代史．人文書院，
2007．p. 231

要　　　旨

目的：植民地朝鮮の『京城薬報』の発行形態や沿革，記事内容を探究した．
方法：日本と韓国の図書横断検索システム，各薬科大学図書館と内藤記念くすり博物館のデータベースで検索
した．公刊統計資料中での『京城薬報』の記載を調査し，植民地朝鮮薬学の編纂資料を調査した．
結果：日本と韓国の図書横断検索システムの検索結果から 1908 年創刊『京城薬報』復刻版を得た．大学図書館，
内藤記念くすり博物館での調査結果から，内藤記念くすり博物館が 1937 年から 1941 年の『京城薬報』を所蔵
することを把握し，調査した．京城薬報の発行形態が月 1 回から月 2 回に変わったこと，発行者が土井兼次郎
であったこと，記事内容が行政，薬学，薬業界の広範に及ぶことを明らかにした．

キーワード：韓国，朝鮮，近代，メディア，薬学
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本稿は日本薬史学会 2023 年会（岡山）で行った発表内容に新知見を加えて記述したものである．
東京海道病院薬剤科　Department of Pharmacy, Tokyo-Kaido Hospital. 1-4-5 Suehiro-cho, Ome, Tokyo 198-0024, Japan.

緒　　　言

本稿は明治時代における大分県での近代薬学導入過程を
解明することを目的としている．

筆者は過去に，明治時代の大分県において近代薬学が導
入された事例を複数報告した 1〜3） （日本薬学会 135 年会（神
戸 2015）26PA-am109）．これらの調査過程における複数

の薬学，医学史料中から，大分県への近代薬学導入には明
治 30 年代に再興された大分県立病院（2024（令和 6）年
現在も同名）の薬局長星田千代雄の活動が重要であったこ
とが示唆された．

今回この星田千代雄について，その経歴と彼の大分県に
おける病院内での近代薬学活動を調査した．この調査にお
いて明治時代の大分県において近代薬学が導入される経緯

原　著 薬史学雑誌 60（1），30-39（2025）

星田千代雄の記録 
─明治時代の大分県で近代病院薬学を実践した人物─*1

五　位　野　 政　 彦*2

Chiyoo Hoshida 
─The Person Who Constructed the Modern Hospital Pharmaceutical System in Oita 

Prefecture during the Meiji Period─*1

Masahiko Goino*2

（Accepted February 25, 2025）

Summary

Introduction : The objective of the study was to examine modernization in the pharmaceutical sciences in 
Oita Prefecture during the Meiji Period. The author has published several articles on the pharmaceutical 
history of Oita Prefecture. In this report, the author researched Chiyoo Hoshida, the director of the 
Department of Pharmacy at Oita Prefectural Hospital from 1899 to 1911.
Methods : Literature review of materials in Yakugaku Zasshi, Yakuzaishi, and others.
Results and Discussion : Hoshida, a member of the samurai class (Shizoku), was born in 1786 in Aichi 
Prefecture and soon moved to Shizuoka Prefecture. He studied and trained at the Tokyo Yakugakko 
(presently, Tokyo University of Pharmacy and Life Sciences) and Mohan Yakkyoku (present-day Department 
of Pharmacy, The University of Tokyo Hospital) from 1896 to 1899. He always earned top grades in school. 
He was recruited as the director of the Department of Pharmacy at Oita Prefectural Hospital in 1899. His 
innovations in the hospital pharmacy and related actions influenced pharmacies across a wide area of Oita 
Prefecture. People in Oita Prefecture were able to obtain modern medicines from pharmacies. He taught 
science lectures in the standard prefectural school, prefectural women’s school, and the hospital midwife 
school. Hoshida also wrote many articles related to the pharmaceutical sciences for the journal, Yakugaku 
Zasshi (1907, 1908). Hoshida passed away in 1911 at the age of 36; his colleagues, including pharmacists and 
other people in Oita Prefecture who interacted with him, mourned the loss and remembered his 
achievements.
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の一端を判明させることができるものと考えている．

方　　　法

次の資料を調査した．
・「薬学雑誌」「薬剤誌」「風雪の百年」「大分の医療史」「年

輪 大分県立病院薬剤部略史」「大分県薬剤師会史」
・国立国会図書館デジタルコレクション公開史料
調査資料を表 1 に示す．
今回の調査は下記の点に留意して行った．
1．　元資料中の旧字旧かな変体かなについては，適宜新

字新かなで記載した．一部の異体字を現行の JIS 第 1，2
水準の漢字に改めた．漢数字については法令関係資料を除
き適宜算用数字に置き換えた．また人名地名についてもこ
れにならった．

2．　判明した事項のうち正確な期日が確定できなかったも
のは，報告が掲載された雑誌等の発行月を記載した．した
がって表の時系列が事実と違う順序である場合がありうる．

3．　明治時代の官公立病院における薬局責任者の肩書き
は「調剤長」「調剤部長」などであった．病院勤務医師に
おける「医長」などに対応する「薬局長」の肩書きは，公
的な病院においては公式には大正時代まで見られない 4）．
しかし明治時代の「薬学雑誌」「薬剤誌」などの薬学系の

雑誌ではこの「薬局長」の表現が見られる．本稿では混乱
を防ぐために，病院薬局の責任者の肩書きを「薬局長」で
統一し，適宜調査資料に基づく表現（「調剤部長」等）を
記載した．

結　　　果

星田千代雄の経歴を表 2〜4 に示す．
彼の写真を図 1 に示す．
彼の略歴を下記に示す．
略歴　

1876（明治 9）年 7 月 24 日： 愛知県額田郡岡崎（現 愛知
県岡崎市）生

　　生後父とともに静岡県に移住（静岡県士族） 5, 6） 
1896（明治 29）年 3 月： 静岡県立中学校（現 静岡県立静

岡高等学校）首席卒業
1898（明治 31）年 6 月： 東京薬学校（現 東京薬科大学）

を特待生として全成績最優等で
卒業 7） 

　　同月： 東京薬剤師試験及第 8）

　　9 月： 模範薬局（現 東京大学医学部附属病院薬剤部）
入局  
同時に独逸協会（現 獨協大学）で修学

1899（明治 32）年 6 月： 薬剤師免状（当時の表現）取得 9）

　　7 月： 大分県立病院薬局長就任 10）

　　10 月： 県内薬剤師とともに，活動が低下していた大
分県薬剤師会の再興に着手 11） 

1900（明治 33）年 5 月： 大分県薬剤師会幹事就任 12）

　　8 月： 「薬学雑誌」（日本薬学会）通信員 12）  
院内製剤の問題（乳剤主体）を改善し，錠剤を
主とする製剤にする  
院内採用医薬品の改善 12）

表 1　調査資料

藥學雑誌（日本薬学会）*1

藥劑誌（日本薬剤師会）*1

風雪の一世紀　大分県立病院百年史（1980）*2

大分の医療史（1978）*2

年輪 大分県立病院薬剤部略史（1986）*2

大分県薬剤師会百年史（1998）*2

国立国会図書館デジタルコレクション公開史料

*1 筆者所有，東京薬科大学所蔵史料
*2 筆者所有史料

表 2　星田千代雄年表 （1） 
出生から大分県立病院就任まで

（明治）年月日 事項 文献番号

9 年 7 月 24 日 愛知県額田郡岡崎生（士族）父と共に静岡市横内町移住 5，6，24
29 年 3 月 静岡中学校 （現：静岡県立静岡高等学校）主席で卒業 5，6
29 年 4 月 東京薬学校（現：東京薬科大学）入学　 5，6
30 年 12 月 東京薬学校特待生選抜 25

31 年 6 月 21 日 第一回東京薬剤師試験及第（及第証書授与） 8
31 年 6 月 24 日 東京薬学校を全成績最優等で卒業 7，25

31 年 6 月 模範薬局（現：東京大学医学部附属病院薬剤部）入局 6，24，59
31 年 6 月 独乙協会（独逸学協会）（現：獨協大学）でも学習 5
32 年 6 月 薬剤師名簿登録 9
32 年 6 月 日本薬学会入会（住所：大分県大分郡大分町大分県立病院） 10
32 年 7 月 大分県立病院調剤部長〔原文通り〕就任 22，27
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表 3　星田千代雄の年表 （2） 
大分県立病院薬局長就任から大分県薬剤師会会長就任まで

（明治）年月日 事項 文献番号

32 年 10 月 29 日 「久しく中止の姿となし薬剤師会」〔原文通り〕開催（大分町新京極） 11
　志賀恒太郎，星田千代雄，木下豊太郎ほか計 10 名参加

33 年 5 月 6 日 大分県薬剤師会開催（別府町紅葉館） 12
　会頭志賀恒太郎，幹事星田千代雄ほか計 9 名参加

33 年 8 月 病院調剤局には調剤部長星田千代雄，薬剤師深津兵馬ほか調剤員 2 名 35
33 年 8 月8-10 日 池口慶三来県：別府へ出迎える 35

　県庁，県立病院（調剤局，試験場）等の視察と池口からの意見を受ける
33 年 8 月 薬学雑誌通信員として薬学雑誌に大分県立病院の現況を投稿 35

　乳剤主体の製剤を腐敗のリスクがあるとして錠剤で調剤
　病院は薬品試験の上競争入札を行っていままでの粗悪品を一掃
　外科，内科部長が年 2 回地方各郡を巡回
　地方の薬舗でも病院と同一の薬品を備えるようになった
　大分県内の薬舗ではまだ見られない（輸入）新薬をそろえている
　　（例：キセロホルム，イトロール，リゾール，アクトール，
　　　　 ミルクフード，ソマトーゼ等）

33 年 11 月 日本赤十字社大分支部準備救護班調剤員補 35
34 年 1 月 裁判化学関連の業務を受託（毒殺証拠物件試験と結果報告） 13，15

野中とともに「モロミ」についての細菌検査を実施 15
34 年 1 月 22 日 五十川とともに大分県内での薬品監視員拝命：各薬舗と医院の調剤所を調査 13
34 年 4 月 26 日 大分県薬剤師会（別府紅葉館）　　 14，37

　会則修正案，同会附属薬学校設立計画，
　役員選挙で星田が大分県薬剤師会会長に選出

34 年 9 月 模範薬局員山本文介，神戸税関鑑定課員市瀨潜の来県：星田千代雄と交流 60
34 年 12 月 小倉，若松，福岡，佐賀，長崎，熊本の各病院および長崎高等学校薬学部 16，60

　ならびに熊本薬学校等視察
34 年 12 月 大分県の模範植物園を計画：東京大学植物園から苗木種子数十種移植：枯死 36
35 年 1 月 大分県師範学校（現 大分大学教育学部）：化学講師嘱託 16，47
35 年 3 月 大分県師範学校教諭（化学講師）解職　 47

35 年 3 月 3 日 薬剤師協議会開催（大分町旭堂薬舗）　 61
　薬律改正案に対し，星田千代雄の往復書簡の報告

35 年 3 月 8 日 薬剤師会開催：午後 1 時（別府紅葉館）星田欠席 61
37 年 6 月 日本赤十字社戦時救護班調剤員の嘱託を解かれる 62
37 年 8 月 大分県技手に任じられ県第 4 部兼務 5，44
37 年 9 月 県高等女学校（現 大分県立大分上野丘高等学校）教授嘱託：生理，博物学担当 6，17，18
38 年 3 月 大分県衛生試験所建築計画 43
38 年 9 月 「日局塩」の製造業者の計画：星田千代雄による井水水分改良（硫黄分）の指導 42
38 年 9 月 東京大学薬学科生徒小川一郎：星田千代雄を訪問 42
38 年 9 月 県立病院拡張中 42
38 年 9 月 薬剤師森慎蔵氏の売薬税違反問題：状況から星田は無罪を信じる，との記事 42

38 年 9 月 14 日 県薬剤師会通常会（大分倶楽部）：役員選挙にて星田会頭選出 42
38 年 9 月 15 日 県衛生試験所移転 45
38 年 10 月 3 日 熊本塩務局技手で姫島出張在勤の薬学得業士松倉亀雄：星田訪問 45
38 年 11 月 11 日 大分県立病院河野澄三薬剤師：看護卒として小倉第 12 師団入隊 63

　 星田主催の送別会開催
40 年 3 月 大分県立病院改築計画：総計 15 万 1570 円 15 銭 8 厘，建築費 10 万 361 円 56 銭 3 厘　 64，65

　2 万 7909 円 6 銭 3 厘は薬局および附属倉庫（316 坪余）
　現薬剤師長〔原文通り〕星田千代雄が満足している

40 年 4 月 大分県産婆看護婦養成所講師就任 5，66，67
40 年 4 月 「薬学雑誌」原報「裁判上血液鑑定二例」掲載 19

40 年 8 月 31 日 大分県薬剤師会　5 時（大分町共楽亭）10 時散会 68
　改正薬律の要点と質疑　
　大分県薬剤師会を日本薬剤師会支部に移行する件を決定
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1901（明治 34）年 1 月： 大分県薬品監視員拝命 13）

　　5 月： 大分県薬剤師会会長就任 14）

　　9 月： 刑事事件（毒殺疑い）における裁判化学鑑定実
施 13, 15）

1902（明治 35）年 1 月： 大分県師範学校教諭嘱託 16）

1904（明治 37）年： 大分県女学校教諭就任 17, 18）

1907（明治 40）年 4 月： 「薬学雑誌」に原報「裁判上血液
鑑定二例」掲載 19）

1908（明治 41）年 4 月： 日本薬剤師会大分支部初代支部
長就任 20, 21）　

1910（明治 43）年 1 月： 大分県立病院新築のため九州内
主要病院薬局視察 22）

表 4　星田千代雄の年表 （3） 
日本薬剤師会大分支部長としての活動から永眠まで

（明治）年月日 事項 文献番号

41 年 4 月 1 日 日本薬剤師会大分支部（現 大分県薬剤師会）発会式（大分県会議事堂） 20，21
初代支部長：星田千代雄　下山順一郎博士来会の発会式記念写真撮影

41 年 7 月 「薬学雑誌」原報「酸化ヂモルフヰンノ優秀ナル新試薬並ニ 50
　「モルフヰン」ト「酸化ヂモルフヰン」トノ反応ノ比較」掲載

41 年 7 月 調剤部長星田千代雄の年棒 600 円 69
41 年 8 月 23 日 長安尭行九州薬学校校長〔原文通り〕，校主薗部交雅来県　 50

　星田らと協議 午後 6 時（春日蓬莱館）
42 年 1 月 日本薬剤師会溝口理事来県　星田出迎え 22

42 年 4 月 5-30 日 星田上京　日本薬学会出席　内務省技術院会議出席　 22
日本薬剤師会，日本薬学会総会出席のため上京 40
　東京以西東海道の主なる病院を見学　下旬に帰県　　
　大分県立病院の建設も進み，近く調剤室試験室研究室等の建設着工

42 年 5 月 2 日 薬剤師会大分支部総会 10 時（大分県警察部会議室） 40
　役員選挙：星田支部長 5 時 別府温泉不老泉にて懇親会 9 時散会

42 年 8 月 福岡大学病院見学（新築の薬局および附属試験室調査） 22
42 年 11 月 27 日 大分薬窓会設立（武徳会大分支部）学術研究兼娯楽会を組織　　 38

　出席者：星田ほか計 10 名
42 年 12 月 星田自宅住所：大分郡大分町 1022　清田方 59

43 年 1 月 18-31 日 九州各県の病院ならびに警察部試験所見学の目的　 41
　長崎にて調剤員を確保　2 月 10 日に長崎出身の岡山保二着任予定
　さらにもう一名着任の予定

43 年 3 月 川添十吉（熊本薬学校卒）4 月から県立病院調剤員の予定（計 3 名） 70
43 年 4 月 4-5 日 内務省技術院会議ならびに日本薬学会（年会）参加 46
43 年 4 月 6-7 日 星田千代雄，宮本吉次技手，有功会員島田清次郎： 71

　私立九州薬学専門学校開校式参列兼薬学会総会出席のため熊本市へ
43 年 4 月 10 日 薬剤師会大分支部総会 2 時（別府不老泉）　 71，72

　役員選挙 支部長：星田千代雄
43 年 4 月 24 日 福岡大学医院薬局勤務榎本氏県立病院着任　　　 72
43 年 5 月 30 日 第 6 回薬窓会　星田宅 22
43 年 5 月 31 日 製剤類課税問題 2 時（大分病院研究室）星田出席　 22
44 年 3 月 11 日 大分県医師会学術研究会（県会議事堂）：講演：「六〇六号溶解実地」 49
44 年 3 月 14 日 発熱で入院 5，6
44 年 3 月 23 日 星田千代雄：年俸 800 円 6，24
44 年 3 月 24 日 急性肋膜炎で永眠（妻と子 2 人：長女 8 才　長男 5 才） 6，24
44 年 8 月 15 日 星田千代雄後任：小林伝五郎（東京薬学校，模範薬局）：年棒 600 円 53

図 1　 星田千代雄（薬剤誌 153 号．1911（明治 44）年 4 月）
（東京薬科大学図書館所蔵）
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1911（明治 44）年 3 月： 大分県医師会学術研究会にて
「六〇六号溶解実地」講演 23） 

　　3 月 24 日： 急性肋膜炎で永眠 5, 6, 24） 

考　　　察

1．　出生から模範薬局まで
星田千代雄は愛知県額田郡岡崎町（現 愛知県岡崎市）

で出生した．成長してから父親とともに静岡県静岡市横内
町に移住した．彼は同県で入学した静岡中学校を主席の成
績で卒業した．1880（明治 13）年の改正教育令により，
当時の（旧制）中学校は尋常小学校卒業後の 12 歳から入
学可能であった．しかし星田の卒業した際の年齢は満 19
歳であることから，彼の入学した際の年齢は 14 歳であっ
たと推測できる．したがって星田が首席で卒業できたのは
入学時の年齢（他生徒より年長）による理由も考えられる．
しかし中学卒業後に入学した東京薬学校卒業時の成績が最
優等であったことからは，静岡中学校の首席卒業が年齢の
有利さだけではなかったことが示唆される．

静岡中学校はいわゆる中等教育機関であったが，当時の
静岡県内には高等中学校などはなかったため，同校は師範
学校とならぶ県内最高レベルの教育機関であった．この静
岡中学校に入学する資格を持っていたということは，星田
家が経済力と士族としての格を維持していたことを意味す
る．星田家は額田郡のあった三河藩において，低い地位の
武家ではなかったものと考えられる．

医師を目指していたとされるが，薬学に進む道を選び東
京薬学校に入学している．東京薬学校でも成績は優秀であ
り，卒業前年に特待生の資格を得た．1898（明治 31）年 1
月の卒業式では生徒総代の祝辞を読んでいる．1898（明治
31）年の卒業時には前述のとおり最優等生 6 人の上位 2 番
であった 25）．

中学校の成績優秀者とはいえ，明治時代に地元を離れて
東京にある西洋の学問教育を行う学校に留学したことから
は，星田家はエリートの立場を維持していたことを意味す
る．また卒業後にも郷里に戻らずにいたことから，その家
督を相続する必要の無い家族構成のなかにあったと考えら
れる

1911（明治 44）年 3 月に星田千代雄が永眠した時点で
は彼の両親は健在であり，遺骨を大分に埋葬せず妻と子供
2 人（静子 8 才，茂雄 5 才）とともに郷里にひきとってい
る 5, 6, 24）．このことからも星田家が格式を持った家であった
と推察される．

東京薬学校卒業時の 1898（明治 31）年の東京薬剤師試

験に合格した後，同年 9 月時点で模範薬局に在籍の記録が
見られる．同時期に独逸協会でも学習をしていた．模範薬
局員が高度なドイツ語を学習するケースは後述の二宮昌平
にも見られる 26）．しかし薬剤師免状はこの 1 年後となる大
分県病院赴任前の 1899（明治 32）年 6 月に取得した．模
範薬局では薬剤師試験に合格しながらも無資格で業務，研
修を行っていたことになる．これが模範薬局の方針かどう
かを含めて理由は未調査である （日本薬学会第 143 年会

（札幌 2023）26P1-am1-137）．
2．　大分県立病院赴任以降
模範薬局はその在籍者を日本各地の公的病院薬局へ赴任

させていた．1899（明治 32）年に再興された大分県立病院
もその対象であり，星田千代雄が適任者として派遣された．

この赴任は東京帝国大学医学部助手の吉田理輔医学士
（大分県立病院外科部長）ならびに中山政男医学士（大分
県立病院院長，内科部長）と同時である 27）．吉田，中山は
医学部助手から大分県立病院に赴任する際に，優秀な薬剤
師を東京から同道させた．医師が自らの高度な医療レベル
の維持のために優秀な薬剤師を求めたケースとして，東京
帝国大学医学部教授の呉秀三が，自らが院長を務める東京
府立巣鴨病院の薬局に模範薬局勤務の薬剤師二宮昌平を招
聘したケースがある 26）．後述するが大分県内ではこの大分
県立病院の再興前の組織である大分県立医学校医院におい
て，院長の鳥潟恒吉医学士が東京司薬場（現 国立医薬品
食品衛生研究所）勤務者である五十川徹夫を大分に帰県さ
せて薬学業務を任せた前例もある 2）．ここではその時点で
模範薬局に在籍していた星田千代雄が適任とされ，再興と
なる大分県立病院開院に間に合うように手配されたもので
ある．これは五十川の事例を前例としてならったものであ
ると推察される．

大分県立病院赴任が決まり大分県への転任の準備中に，
日本薬学会への入会および薬剤師免状の取得を行ってい
る 10）． 

赴任時の薬局の構成員は星田のほか，赤嶺吉文（のちに
医師） 28），河村満の計 3 名であった 29）．赤嶺，河村は当時
無資格者であった．同院の前身施設での薬局担当者は 2 人
の医師であり 30），星田は大分県立病院の前身である大分県
医学校を含めて開設以来初めての薬剤師であった．

赴任後は地元の薬剤師，薬剤師会との交流をもち，大分
県内の薬剤師の活動を援助した．星田の活動（模範薬局で
得た知識，技術を持ち，日本の薬学界の最新の現状などに
通じたもの）は後述する．
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3．　星田千代雄による大分県への近代薬学導入
（1）大分県立病院
大分県への近代薬学導入は 1880（明治 13）年の大分県

医学校の開設とその附属医院（大分県医学校医院）に始ま
る．一部を前述したがこれは校長兼院長として招聘された
医学士鳥潟恒吉が，東京から大分への赴任の際に東京司薬
場勤務の五十川徹夫を同行したことである．五十川は薬舗
主（明治 7 年医制による資格：現在の薬剤師の前身）ある
いは薬剤師の資格を有しなかったが，医院の薬局長ならび
に医学校の講師をつとめた 1, 2, 29）． 

その後医学校の廃校に伴い医院も縮小され，五十川は県
の衛生技手となった．大分県で薬舗主が誕生したのは
1885（明治 18）年であり 31），医療における近代薬学の導入
は他県に比べて遅れていた．

1899（明治 32）年に再興された大分県立病院において，
星田はまず大分県立病院内の医薬品の改革を始めた．大分
県医会（現 大分県医師会）は星田の赴任翌年の 1900（明
治 33）年 5 月に，同病院で使用している医薬品のうち和漢
薬を中心とした展示会を行っている 12）．このことは 1） 病
院内では近代薬学で使用される医薬品は少なく和漢薬が多
く使用されていたこと，2） 東京から来た 2 名の医学士が
指揮をとっていた状況であっても，近代薬学で使用される
医薬品の知識に乏しく自身の持つ和漢薬の知識に基づく薬
物療法を行っていた病院医師または医会所属の開業医がい
た（そうでなければ「ハイカラ」な西欧の医薬品を前面に
押し出した展示を行っていたはずである）ことを意味する．

1900（明治 33）年 8 月時点で，星田は院内で多く使用
されていた剤型である乳剤を錠剤に切り替えている．明治
時代初期は剤型として乳剤はポピュラーなものであった
が 32），星田は医薬品の安定性などを考慮して錠剤に切り替
えた．第二改正日本薬局方（1891（明治 24 年））での錠剤
はペースト状とした医薬品を型抜きして乾燥させたもので
あったが，明治 30 年代にはドイツ製の圧搾機による打錠
が可能となっており 33, 34），乳剤からの切り替えは困難なも
のではなかったと思われる．星田がこの衛生的な製剤の導
入を行ったことは，星田赴任以前の大分県立病院内では近
代薬学に基づく薬物療法が実施されていなかったことを示
している．星田がその先鞭をつけたことを意味する 35）． 

粗悪な医薬品も見られた院内の採用医薬品を改善し輸入
品を含めた近代的な医薬品に置き換えたこと，またそのた
めに競争入札を実施したことなどは前近代的な病院の薬物
療法を改善することとなった．当時大分県立病院の吉田内
科部長および中山外科部長は年 2 回大分県内を巡回して県

内各地での医療を実施していた．医学士である吉田，中山
は在京時代に近代的な医薬品を使用することに慣れてお
り，大分県内各地でも星田が準備した新しい医薬品の使用
による薬物療法を実施した．その結果県内各地の医師がこ
れにならって新しい医薬品を使用した．また地方の薬舗で
も県立病院で使用している医薬品をそろえることとなった．
このようにして大分県内各地で近代的な医薬品が使用され
ることとなった 35）．星田が大分県立病院内で実施した医薬
品改革は，大分県全県での薬物治療の近代化に貢献した．

このように大分県での薬物療法の近代化を図った星田で
あったが，思わぬ失敗もしている．星田は 1901（明治 34）
年に，教育などの目的で大分県内においても東京と同様な
薬用植物の栽培（模範植物園の設営）を試みた 36）．しかし
大分県の冬は降雪もある環境であり，日本有数の温泉地で
ある別府においても積雪は珍しいものではない．星田はこ
のことに気がついていなかったと思われる．移植した苗木
数十種はすべて枯死した．

この際の心境を次のように述べている．
　

「大分県は京地に比しては例年温暖にして薬草も繁茂
し．．．（中略）．．．一夜のうちに枯葉と変じ母体に抱かれた
る　小葉は余（星田）に訴えるところがあるがごとしとは　
余や直ぐに居室に帰り独り憂愁思わず一掬の涙」 36）

　
（2）大分県内の開局薬剤師，病院薬剤師，薬業者との関係
大分県内への近代薬学の導入は，大分県医学校の閉鎖に

より遅延を余儀なくされた．その後明治 20 年代において
は木下豊太郎による医薬分業推進運動や旧大分県薬剤師会
の発足（1892（明治 25 年））など，大分県内の薬剤師によ
る近代薬学導入の活動が見られた．しかし 1892（明治 25）
年の薬律改正審議が未了となり日本における医薬分業運動
自体が歩みを止めてしまった背景から，大分県でも薬剤師
の業務や近代薬学の導入は行き詰まりをみせていた 3）．

現在の大分県薬剤師会は 1897（明治 30）年に創立され
ている 22）．しかし県内の薬剤師数が少ないことなどから活
動は限られたものとなっていた．

1899（明治 32）年の県立病院再興時に東京から星田が
赴任してきたことから，県内の薬剤師の間では近代薬学導
入への機運が再度高まった．休眠状態であった薬剤師会の
活動再開がはかられ，1899（明治 32）年 10 月 29 日には
大分町の料亭新京極にて薬剤師会の会合が開催された．星
田や前述の木下豊太郎を含め 10 名の参加があったが，東
京の模範薬局すなわち東京帝国大学から来県した星田との
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顔合わせなどで終了したと推測される 11）．実際の大分県薬
剤師会の再開は翌 1900（明治 33）年 5 月 6 日に別府町の
紅葉館で開催された会合からであった．この場で開局薬剤
師の志賀恒太郎会頭〔原文通り〕に続き，星田が幹事職に
選出された 12）．この会合の参加者は 9 名であったが，大分
県の薬剤師が星田に大きな期待を持っていたことがわか
る．

1901（明治 34）年の薬剤師会の会合では会則を修正し，
会の近代化を図っている．また大分県薬剤師会附属の薬学
校を設立する計画も議題に上った．この薬学校は計画だけ
に終わった．しかしこの計画は星田が有する最先端の近代
薬学の知識や人脈を大分県で活用することを期待していた
こと，また星田もそれに応える気概を持っていたために打
ち出されたものと推察される 14, 37）．  

この会で星田は大分県薬剤師会の会長に選出され，後述
する日本薬剤師会大分支部に改組された後も支部長として
大分県内の薬剤師とともに活動した 20, 21）．

また大分町近郊の薬剤師による親睦会「薬窓会」では星
田がその中心となっていた．星田が大分県内の薬剤師に信
頼され，大分県薬剤師会会長 / 支部長の任務として頼られ
ていたことがわかる 38）． 

1899（明治 32）年開院当時の大分県立病院は旧来の建
物を修繕しながら使用していたため老朽化が激しいことか
ら，1907（明治 40）年に病院の新築が計画された 39）．星
田は大分県立病院改築に向けて，九州ほか各地の基幹病
院，薬学校，警察の試験所などを見学している．これは星
田がめざした近代的設備を整えた病院薬局のための布石と
なり，また実際にそのように施設が完成した 6, 22, 40, 41）．

4．　大分県内の公衆衛生関連業務
明治 20 年代以降の大分県内の公衆衛生，衛生薬学関連

業務は前述の五十川徹夫が担っていた．五十川は大分県庁
警察部での技手，衛生課長としてその職務を果たしてい
た．星田は 1901（明治 34）年から五十川とともに県の薬
品監視員となっている 13）．また「モロミ」についての細菌
検査を実施した記録があり，食品衛生管理業務も行ってい
たことが判明した 15）．明治 30 年代からの大分県では，永
く県庁職員として公衆衛生にかかわっている元東京司薬場
の試薬師であった五十川と，元模範薬局員の星田の組み合
わせによる公衆衛生活動が実施されていたことがわかる．

星田は裁判化学関連の業務を依頼されている．1901（明
治 34）年に毒殺事件に関して証拠品の鑑定を行った記録
がある 13, 15）．この経過は後日薬学雑誌に論文として投稿さ
れており 19），星田が日常の業務（医療，衛生）とともに研

究活動も怠らない薬剤師であったことがわかる．
1905（明治 38）年には病院内に大分県衛生試験所建築

が計画され，星田を中心に薬剤師の増員計画もあがっ
た 5, 42〜44）． 

1905（明治 38）年には東京・京都の両帝国大学病院の
見学 45），1909（明治 42）年には日本薬剤師会総会，日本
薬学会総会参加および東海道西海道の主要病院の見学など
を行い 40），さらには 1910（明治 43）年に東京で開催され
た内務省技術院会議ならびに日本薬学会（年会）にも参加
するなど 46） 薬学，公衆衛生関連の最新情報を得る行動を
欠かさなかった．現在の日豊本線が小倉から大分まで開通
したのは 1911（明治 44）年であり，瀬戸内海の海路など
を利用しての行程は多くの日数を要したと推察される．そ
の困難さを乗りこえて星田は薬学情報入手のための行動を
行っていた．

5．　大分県内の科学教育，薬学教育，研究活動
星田は 1902（明治 35）年に大分県師範学校（現 大分大

学教育学部）教諭（化学講師）を嘱託されている 16, 17）．こ
の職務は短期間であったが，当時の大分県での最高等教育
機関における薬剤師による教育の先鞭となった．

1904（明治 37）年には大分県高等女学校（現 大分県立
大分上野丘高等学校）の教授を嘱託されている 47）．また
1903（明治 36）年に設立された大分県産婆看護婦養成所

（現 大分県立看護科学大学）において 1907（明治 40）年
4 月から講師となっている 6）．これは科学教育だけでなく
大分県内の女子教育においても薬剤師が重要視され，実際
にその職務を果たした例である．

また小学校の教員検定や教科書選定にかかわる職務も
担っていた 6）． 

1911（明治 44）年には大分県医師会学術研究会（県会
議事堂）において講演「六〇六号溶解実地」〔原文通り〕
を行っている 23）．明治時代末期における 606 号（サルバル
サン）は感染症への期待の新薬であった．一方で発売当初
のサルバルサンは水に難溶性であり化学的に不安定な注射
薬として使用しにくい点もあった 48, 49）．そこで星田が実際
にその使用方法（溶解方法ほか）を示したものである．

この講演は，新薬の導入の際にその医薬品が有効性を保
ちながら安全に使用されることを目的としている．これは
薬剤師の職務のひとつであり重要なものである．この講演
は現行の薬剤師法第一条の精神を星田が明治時代に有して
いたことを示す．

薬学雑誌への論文投稿は前述の裁判化学関連のものだけ
でなく，新試薬の性状と反応に関するものもあった 50）．
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星田は大分県内での初等教育から中等教育，専門教育に
おいて科学，化学あるいは薬学教育にも貢献した．また薬
学の最新の情報とその実施方法を関係者に知らしめ，自身
も薬学研究の成果をあげていた．

6．　 大分県薬学・薬業の県外への情報発信と情報交換 
薬学会・薬剤師会との関係

「薬学雑誌」（日本薬学会），「薬剤誌」（日本薬剤師会）
はともに地方通信員の制度を持ち，これら地方通信員によ
る日本各地や領土，海外における薬学，薬事に関する情報
を掲載していた．

1900（明治 33）年 8 月から星田は「薬学雑誌」の通信
員を勤めていた 35）．星田は別府市内の病院薬剤師であった
木下豊太郎とともに大分県内の薬事情報を薬学雑誌に投稿
し，大分の薬学，化学産業などの現状を日本各地に知らし
めた．大分県立病院の現況なども報告しており，病棟や看
護婦（当時）の状況，衛生上の問題点や医薬品配置品目や
保管に関する苦言を述べている．この情報発信は日本各地
で行われている近代薬学の導入と実践を大分県でも実施し
ていることを日本の薬学関係者に示すことを意味してい
た．また現状を記載することは，薬学雑誌などに掲載され
ている他道府県の情報と比較し，大分県の薬学，薬業の現
状（進んでいる点，改善すべき点）を明らかにすることも
可能であった．

前述のように病院改築計画のための見学を含め，北部中
部九州（小倉，若松，福岡，佐賀，長崎，熊本）の各病院
および長崎高等学校薬学部〔原文通り：現 長崎大学薬学
部〕並びに熊本薬学校〔原文通り：現 熊本大学薬学部〕
を見学している．その後も九州の複数の病院への見学を
行っている．訪問地では東京薬学校，模範薬局等での知己
もおり，お互いに情報交換が可能な状況であった．逆に模
範薬局時代の知己などの来県時にも同様に情報交換が可能
であった 51）．

大分県に日本薬学会，日本薬剤師会の重鎮が訪れた際に
も星田はその受け入れにおける中心の立場となった．

1900（明治 33）年 8 月には池口慶三内務省（警視庁）
技師が愛媛県から大分県に海路で来県した．その際に星田
を代表として 3 人の薬剤師が出迎えを行った．星田は別府
に上陸した池口らを大分県立病院まで案内したという記録
がある．池口はこの病院薬局を視察し，注意すべき点を指
導した．薬剤師としての実務経験は大分県立病院赴任 1 年
強，模範薬局時代（薬剤師免状未取得）を含めても 2 年強
の星田にとって，この指導は大変有用なものであった 35）．

1908（明治 41）年の下山順一郎の来県時には池口にま

して大きな歓迎となった．下山の来県は大分県薬剤師会が
改組して日本薬剤師会大分支部になるタイミングで実施さ
れた．前日本薬剤師会会長であり東京帝国大学医学部教授
である下山博士の来県は大分県全体のイベントとなった．
この時模範薬局出身者の大分県薬剤師会会長である星田
は，すでに県内薬学界の重鎮といってもよい立場であっ
た．したがってこの下山の来県時には大分県における受け
入れ側の中心となっていた 20, 21）．

1909（明治 42）年の溝口恒輔日本薬剤師会理事の来県
時にも星田は県薬剤師会の代表として出迎えを行ってい
る 22）．

星田は県内では入手できていない薬学情報を来県者から
受け，また自身も県外への訪問による情報収集，あるいは
雑誌投稿や知己への情報提供も行っていた．これは星田が
大分県での薬学情報のアップデートを常に行っていたこと
を意味する．

7．　星田の死と以降の大分県立病院薬局
1911（明治 44）年 3 月 11 日の大分県医師会学術研究会

での実地講演ののちの 3 月 14 日に星田は体調を崩した．
発熱で入院したが 10 日後の 3 月 24 日に急性肋膜炎で急逝
している．妻と 2 人の子がいる家庭であったが，明治時代
でも 35 歳という年齢は早すぎる死であった．彼の年棒は
600 円であったが，3 月 23 日に 800 円に昇給している．こ
れは退職金あるいは家族への弔慰金に相当するものであっ
た 5, 6, 24）．

日本薬剤師会会誌である「薬剤誌」では，写真入りの追
悼記事が写真とともに掲載されている 5, 6）．また薬窓会で
は追悼会を開催している 52）．　

星田急逝後の大分県立病院は薬局長の不在時期があった
が，5 か月後の 8 月 15 日に模範薬局の小林伝五郎が就任し，
1921（大正 10）年までこの任を務めた 53）．大分県立病院
の薬局長はその後，二村隆（1922（大正 11）-1924（大正
13））  54），松本孝一（1924（大正 13）-）と続いている 55）． 

結　　　論

今回は明治時代の大分県において，病院薬局を通じて県
内に近代薬学をもたらした星田千代雄の経歴と彼の活動に
ついて報告した．星田は 1899（明治 32）年に再興された
大分県立病院において，自身が受けた薬学知識ならびに薬
学実務教育をもとに近代医学における薬物療法で使用する
院内医薬品を改善した．その近代化された薬物療法は大分
県全域に拡がることとなった．また明治 40 年代の病院新
築計画において，適切な病院薬局業務が実施できるように
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当時の九州内の代表的な病院薬局，薬学校を訪問してその
内容を見学した．これらの見学，交流経験をもとにした星
田の薬局設計計画はこの病院新築計画に取り入れられ，竣
工後にはさらに近代薬学を大分県内で実施することが可能
なはずであった．しかし星田はその成果を見ることはな
かった．

星田の活動は病院薬局内にとどまらず，院内の医師およ
び県薬剤師会会員が新規で安全な医薬品を利用することを
可能にし，県内での近代的な薬物療法を拡める一助となっ
た．

また彼は大分県内の科学教育にも貢献し，また大分県庁
に勤務する薬学関係者とともに県内の公衆衛生活動も実施
した．

本稿では星田千代雄の病院薬剤師としての活動が，明治
時代の大分県への近代薬学の導入を促進したこと，それは
医療薬学だけではなく，公衆衛生，薬学・科学教育の分野
も含んでいたことを明らかにすることができた．

星田は，東京で在籍した模範薬局の責任者であり東京帝
国大学医学部薬学科助教授の丹羽藤吉郎の理念であった

「模範となる薬剤師の育成」の成果のひとりとなった．ま
た彼が卒業した東京薬学校創立者である藤田正方の意思は

「実学中心」であり，その行動をとる薬剤師にもなっ
た 56, 57）．星田は丹羽ならびに藤田の理念を実現した薬剤師
であった．

筆者は星田の業績を誇大に取りあげる意図はない．また
その後の大分県立病院の薬局・薬剤部の記録を見る限り，
後継者に問題はなかった．しかし彼が早世しなかったなら
ば，大分県の薬学の進歩はさらに早まっていたものと筆者
は考える．

今回の報告は東京，特に模範薬局で教育と訓練を受けた
薬剤師が赴任先の県内で中核となる病院に赴任し，さらに
その病院薬局から県内に近代薬学を根付かせたという行動
についてである．このパターンは新潟県でも見られる．星
田と同時期に模範薬局に在籍していた薬剤師岡上鍬太郎
は，新潟県に帰県した後に新潟県立病院（現 新潟県立中
央病院），新潟医学専門学校（現 新潟大学医学部）におい
て活動し，さらには星田同様に県薬剤師会会長として新潟
県の近代薬学導入に貢献した 58）． 

日本各地で星田，岡上と同様のケースがあったと推察さ
れる．それは中央集権下の明治時代において，（1）東京で
の模範薬局などで近代薬学教育と訓練を受ける，（2）当時
の東京病院薬剤師協議会などに参加する薬剤師が，（3）日
本の各県における基幹病院での薬学業務からその県内にお

いて近代薬学に基づく薬物療法の実施活動を行い，（4）さ
らには県内の公衆衛生業務へ関与したこと，である．この
ように日本各地で近代薬学を明治時代の各県に根付かせた
病院薬剤師の存在を各県薬剤師会，病院薬剤師会で掘り起
こす研究が行われることを期待する．
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72）薬学雑誌．1911；339：雑報 15-6

　

要　　旨

序論：本稿は明治時代の大分県における薬学の近代化導入過程の解明を目的としている．筆者は過去に大分県
の薬学史について複数の報告を行っている．本稿では 1899 年から 1911 年にかけて大分県立病院薬剤部長を務
めた星田千代雄を調査した．
方法 : 次の資料の文献調査「薬学雑誌」「薬剤誌」等．
結果と考察：星田は 1786 年に愛知県で士族として出生した後すぐに静岡県に転居した．1896 年から 1899 年
まで東京薬学校（現 東京薬科大学）並びに模範薬局（現 東京大学医学部附属病院薬剤部）に所属し常にトッ
プの成績を収めていた．その後 1899 年に大分県立病院薬剤部長に就任した．彼は大分県立病院薬局の業務を
改革し，その結果大分県内の広い地域の薬局で近代的な医薬品を取り扱うことが可能となった．彼は県立師範
学校，県立女学校，病院併設の産婆学校で科学の講義も担当した．さらには「薬学雑誌」（1907，1908）にも
薬学に関する複数の論文を投稿した．星田が 1911 年に 36 歳で亡くなった際には，薬剤師や彼と交流のあった
大分県の関係者が彼の死を悼み，また彼の功績を偲んだ．

キーワード：星田千代雄，大分県，病院薬剤師，明治時代，近代薬学
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は じ め に

今世紀に入った頃から日本においてはコラーゲンサプリ
メント，コラーゲン化粧品の販売活動が盛んになり，世間
一般でもコラーゲンは馴染み深い物質になっている．中で
も，体内のコラーゲンが減少すると皮膚のたるみやシワの
他に関節炎，骨粗しょう症，動脈硬化などを引き起こすと
言われる情報が一般的になってきた 1）．一方，コラーゲン
は古くから，中国から日本に渡ってきた「くすり」として
知られていた．特にロバの皮を加工した阿膠（アキョウ，

図 1）は，補血や止血作用があるとされた歴史的な「くす
り」として江戸時代に使われていた．（図 1 の阿膠の写真
は武田薬品・京都薬用植物園より提供していただいた．）

筆者らはこれまで，日本国内におけるアミノ酸およびペ
プチド性医薬品開発（販売）の 50 年の変遷を報告してきた．
その中の約 1,400 種類ある医薬品成分の内の約 330 成分が
アミノ酸，ペプチドおよびタンパク質系物質であることが
わかった 3, 4）．また，医薬品成分の中にはゼラチンが含ま
れていたものの，コラーゲンは含まれていなかった．コ
ラーゲンおよびゼラチンは，成形の自由度と生体親和性が

原　著 薬史学雑誌 60（1），40-47（2025）

日本のアミノ酸系医薬品開発 50 年の変遷（5）
─コラーゲンの医療に関わる研究と医療機器販売の経緯─

荒井裕美子*1，小倉孝之*2，山本卓司*3，松本和男*4, *5
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Summary

Purpose : As a series of transitions in the development of amino acid-based drugs over 50 years in Japan, the 
histories of collagen studies in the medical field and the development of collagen-based medical devices are 
investigated in this paper.
Method : The authors use the Pharmaceuticals and Medical Devices Agency (PMDA) search engine for 
package inserts of medical devices and literature.
Results and Conclusion : The feature of collagen structure had been clarified from the 1930’s. In 1960, 
Japanese scientists discovered a pepsin solubilized collagen. Since then, the collagen has been used for a 
variety of purposes and in many forms, including more than thirty medical devices launched between the 
1970’s and 2020’s in Japan. In recent years, the collagen has been used for not only cell transplantation 
carriers, but also the scaffold of induced pluripotent stem cells (iPSCs).
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高いことから，医療機器として利用されている事例が多い
ため，今回は，医療機器の一般的名称として「コラーゲン」

「ゼラチン」が記載されている製品を対象として調査を実
施することとした．

I．　目　　　的

最近，再生医療の分野の発展が目覚ましく，分子生物学
的な進歩の中でコラーゲンなどのタンパク質の役割も明ら
かになってきた．このような観点から前報の続きとして，
コラーゲン分子の研究史と既に医療機器として販売されて
きたコラーゲン（ゼラチン）製品を時系列に調べ，ここに
それらを報告したい．

II．　コラーゲン分子の研究経緯

コラーゲンは全ての多細胞動物に存在しており，ヒトを
構成するタンパク質の内の約 3 割を占める重要な生体高分
子の一つである．動物の骨や皮に多く含まれるタンパク質
であり，人体の皮膚，骨，軟骨および血管などの組織中の
結合組織の主成分として存在している 5~7）．様々な臓器に
おいて細胞の周囲に存在し，細胞の機能を正常に保つ役割
を持つことが知られている．ヒトの体内では，29 種類の
コラーゲンが存在することが知られているが，全コラーゲ
ンタンパク質の 9 割以上は，皮膚，骨および腱に含まれる
I 型コラーゲンである 6）．I 型コラーゲンは，三重らせん構
造を持つ三量体タンパク質であり，加熱または酵素処理に
よって不可逆的に三重らせん構造が壊れると（変性），ゼ
ラチンとなる（図 2）．

産業利用されているゼラチンは，皮膚や骨などのコラー
ゲンを多く含む動物組織から熱水で抽出して得られるタン
パク質抽出物である膠から，コラーゲン由来タンパク質を
精製したタンパク質であり，1800 年代ヨーロッパにおい
て，減圧脱水と人工乾燥による衛生的な製法が確立された

ことで，食用としての応用が始まった．ゼラチンの特徴で
ある熱水に溶解し，冷却すると固まる性質は，熱によって
変性して分散したコラーゲンタンパク質の断片が，冷却に
よって部分的に巻き戻り，分子間ネットワークを形成する
ことで起こる現象である．コラーゲンがゼラチンに変性す
る反応は不可逆的に起こるため，一度変性したコラーゲン
は，冷やしてもコラーゲンには戻らない．このゼラチン
を，熱または酵素によってさらに細かく分解したものをコ
ラーゲンペプチドと呼び，溶液に溶解してもゲル化しない
特徴を利用して，健康食品や化粧品などの原料として利用
されている（図 2）．

コラーゲン分子に関する研究の変遷を表 1 に示した．コ
ラーゲン分子に関する研究は，1930 年代から始まってお
り，動物組織中にコラーゲンがどのような形で存在するか
等の研究が進められていた 8）．1950 年代になると，分子構
造に関する研究が積極的に進められ，1954 年にはコラー
ゲンタンパク質が三重らせん構造をとっていることが明ら
かとなった 11）．コラーゲンの医療応用に関しては，1960
年の西原富雄のコラーゲンの酵素による可溶化研究が大き
く貢献した 6, 14, 15）．それまでは，コラーゲンは難溶性のタ
ンパク質と考えられており，ゼラチンとして抽出する以外
に有効な抽出方法はないと考えられていた．具体的には，
加熱によって抽出されたコラーゲンは，分子構造が壊れて
いるため，生体内にあるコラーゲンがもつ三本鎖の三重ら
せん構造は失われてしまう．西原は，コラーゲンの三重ら
せん構造が常温ではタンパク質分解酵素によって分解され
にくいという特長に着目し，タンパク質を可溶化するため
にタンパク質分解酵素を用いて，本来の三重らせん構造を
保ったままのコラーゲンを溶液状態で得ることに世界で初
めて成功した．

コラーゲンは非常に特殊なタンパク質であり，コラーゲ
ン分解酵素という特別な酵素以外のタンパク質分解酵素で

図 1　阿膠（武田薬品・京都薬用植物園所蔵2）） 図 2　コラーゲン，ゼラチン，コラーゲンペプチドの構造
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は分解されなかった．1960 年の西原のこの研究をきっか
けにコラーゲンの工業的な製造が可能となった．その後，
様々な形状への成型技術が開発され，医療分野のみなら
ず，食品や化粧品など様々な分野でコラーゲンが応用され
ることになった．

1969 年（昭和 44 年）になり，それまでは 1 種類と考え
られていたコラーゲンに様々な種類が存在することが明ら
かとなり 17），コラーゲンの多様性についての研究が進めら
れた．

1987 年には，コラーゲンと結合する細胞表面の受容体
が発見され 24），コラーゲンと細胞の相互作用の研究が盛ん
に行われるようになった．その後，2001 年には，ヒトの
ゲノム解読が完了し，29 種類の異なるコラーゲンがヒト
の体内に存在することが示された．この結果，コラーゲン
の多様性とその役割がより詳しく理解されるようになっ
た．

III．　コラーゲンの医療機器開発（販売）の変遷

Ⅲ-1．　医療機器の定義
調査に先立ち，医療機器の定義を記しておきたい．医薬

品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関す
る法律（医薬品医療機器等法）では，「医療機器」は次の
ように定義されている．「人若しくは動物の疾病の診断，
治療若しくは予防に使用されること，又は人若しくは動物

の身体の構造若しくは機能に影響を及ぼすことが目的とさ
れている機械器具等（再生医療等製品を除く．）であって，
政令で定めるものをいう」 34）．医療機器には様々な種類の
ものがあり，使用における安全上のリスクや目的や用途な
どの種別により，クラスⅠからクラスⅣに分類されてい
る 35）．具体的には，リスクが高いと考えられるものを高度
管理医療機器（クラスⅣ，Ⅲ），リスクが比較的低いと考
えられるものを管理医療機器（クラスⅡ），リスクが極め
て低いものを一般医療機器（クラスⅠ）と定義してい
る 36）．表 2 に示したように，これまで承認されてきたコ
ラーゲン，ゼラチン使用医療機器のほとんどはクラスⅣで
あり，数種はⅢに属するものであった．
Ⅲ-2．　調査方法
関連文献 37, 38） ，独立行政法人　医薬品医療機器総合機構

（PMDA）の医療機器情報検索サイト 39） および医療機器基
準データベースシステム 40）を調査対象として，コラーゲ
ンおよびコラーゲン由来成分の医薬品の歴史と日本におけ
るコラーゲンおよびコラーゲン由来のアミノ酸系医療機器
の研究開発を調査した．

医療機器の一般的名称の検索ができる医療機器基準デー
タベースシステム 40）では，一般的名称の「コラーゲン」
および「ゼラチン」で調査した．

医療機器の添付文書の検索ができる PMDA の医療機器
情報検索サイト 39）では，一般的名称の「コラーゲン」お

1930 年代 コラーゲンを多く含む動物組織構造の X 線散乱による研究 8）

1940 年代 コラーゲン線維の規則的な縞模様の観察（電子顕微鏡観察） 9, 10）

1950 年代 コラーゲン三本鎖らせん構造の提出 11）

コラーゲンらせん立体構造の研究 12）

コラーゲン線維が一定のユニット分子からなる概念の提案 13）

1960 年 西原富雄博士らによるコラーゲン分子のペプシン等酵素による可溶化成功 14, 15） 

1960 年代 動物由来コラーゲン分解酵素をオタマジャクシより発見 16）

軟骨型（Type II）コラーゲンの発見 17）

糸状，膜状に成形することが可能になり，コラーゲンの研究範囲が拡大

1970 年代 プロコラーゲンの発見 18），Type III の発見 19），Type IV の命名 20），Type V の発見 21, 22）

1980 年代 コラーゲン遺伝子配列（α2 type I）の決定 23）

コラーゲンの細胞受容体（インテグリン）発見 24）

1990 年代 ラミニン 5（332）の発見（integrin α3β1 に結合） 25），Focal adhesion kinase の発見 26），細胞膜上のコラゲナーゼ発見 27），
XVIII 型コラーゲンの一部（エンドスタチン）にマウス癌治療効果発見 28）

2000 年代 インテグリンのコラーゲン結合部位特定 29）

ヒトおよびマウスのゲノム解析が完了（2001）

2010 年代 3D プリンタを用いたコラーゲン成型物の作製 30, 31）

ゼラチン基材を用いた iPS 細胞の培養 32）

2020 年～ iPS 細胞由来の移植細胞をゼラチンに懸濁して移植 33）

表 1　コラーゲンの研究開発史
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よび「ゼラチン」で検索した．
Ⅲ-3．　医療機器の開発（販売）の経緯

「ゼラチン」を含む医療機器の一般的名称は，ゼラチン
使用吸収性局所止血材，ゼラチン使用人工血管，ゼラチン
使用非中心循環系人工血管およびヒトトロンビン含有ゼラ
チン使用吸収性局所止血材の 4 件であり，現在も販売され
ている．

2023 年 7 月時点で承認されている医療機器コラーゲン
製品は 34 品目（重複を除くと 29 品目）であった．また，
ゼラチン製品は 13 品目（重複なし）であった．これらの
医療機器について添付文書情報から承認年，一般的名称，
販売名，用途，原料を調査し，結果を表にした（表 2）．

医療用医薬品に関しては，1950 年代からの各種資料は
揃っているが，医療機器に属する商品については，1970
年以前の詳細な資料が報告されていないため，1970 年代
からの調査になる．「コラーゲン」を含む医療機器の第一
号は，1972 年に承認されたが，当該製品は，現在は販売
されていないので，表 2 には年数のみ記載した．用途は，
止血や組織の保護および修復などであり，その用途に対応
した形状で製造されていた．
「コラーゲン」を含む医療機器の一般的名称は 21 件あっ

たが，上記表に示した医療機器は 11 件であった．1970 年
代の医療機器は，生体吸収性を活用した縫合糸であった．
コラーゲン縫合糸は，コラーゲンが体内で安全に吸収され
るという特長を利用したものである．それ以前は絹糸やナ
イロン糸などの非吸収性縫合糸が主流であったが，コラー
ゲン縫合糸は術後に抜糸が不要となる点で有用性が高まっ
てきた．1992 年以降は，人工骨や人工皮膚など，生体に
おいてコラーゲンを多く含む組織に対して，その補填材と
してコラーゲン成形製品を利用する製品が多く開発されて
きた．21 世紀になり，人工硬膜（2019 年）と腱再生材（2021
年）が新たに一般名として登録されており，今もなお積極
的に研究開発が進められている．さらに，近年では，神経
のように，元々はコラーゲンが含まれてない組織に対し
て，神経再生を誘導する医療機器としてコラーゲンが利用
されるなど，従来にはなかった用途へ利用範囲が広がって
いる．

また，近年では iPS 細胞などの幹細胞を培養する際の足
場や，細胞移植のキャリアとしても応用されている 32, 33）．

お わ り に

アミノ酸から構成されるコラーゲンやゼラチンは，日本
でも 1950 年頃から医薬品や医療機器として使われてきた．

特に，1960 年のコラーゲンの可溶化成功以来，糸状や膜
状に成形することが可能になり，コラーゲンの応用範囲が
広がった．

コラーゲンは，その生体吸収性の良さや止血効果および
高い組織親和性などの特徴から，医療分野における利用価
値が高まっており，さらに加工成形が容易であるという点
からも広範な応用研究が行われてきた．近年は，再生医療
等製品の原材料や移植用基剤としても使用されており，今
後も新たな用途の研究開発が進展し，有用な医療材料とし
ての期待が高まるであろう．

　
利益相反
開示すべき利益相反はない．
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要　　旨

目的：これまで報告してきた日本のアミノ酸系医薬品開発 50 年の変遷の一環として，医療機器分野における
コラーゲンの研究経緯とコラーゲン由来の医療機器製品の開発の変遷を調べる．
方法：独立行政法人　医薬品医療機器総合機構（PMDA）の医療機器情報検索サイト，添付文書および文献を
用いて調査した．
結果と結論：1930 年代以降のコラーゲンの構造に関する研究成果が基になり，1960 年，日本の研究者はペプ
シンによる水可溶性を発見した．それ以来，1970 年代から 2020 年代の間に，日本において 30 品目以上のコ
ラーゲン製品が開発，上市された．近年では iPS 細胞などの幹細胞から細胞を分化する際の足場や，細胞移植
のキャリアとしても応用されている．

キーワード：アミノ酸，コラーゲン，水可溶化コラーゲン，ゼラチン，研究開発史，医療機器上市品
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日本薬局方に見られた向精神・神経薬の変遷（その 32）
Passiflora quadrangularisの抗不安作用，鎮静作用などの
精神・神経作用についての文献調査による知見，および

GABAA受容体の関与についての考察

柳　　沢　　清　　久*1

Transition of Psychotropic/Neurological Drugs in Japanese Pharmacopoeia (JP) (Part 32)
Findings from a Literature Survey on the Mental and Neurological Effects of 

Passiflora quadrangularis, such as its Anxiolytic and Sedative Effects, 
and Consideration of the Involvement of GABAA Receptors

Kiyohisa Yanagisawa*1

（Accepted March 27, 2025）

Summary

Purpose: In the Encyclopedia of Brazilian Medicinal Plants (1996) by Goro Hashimoto, Passiflora quadrangularis 
(hereinafter P. quadrangularis) is generally described as having a sedative effect, and quadranguloside, a 
cycloartane-type triterpenoid saponin, is described as a component of the leaves. The author speculates that 
this compound is closely related to the sedative effect of P. quadrangularis. In this study, the author collected 
literature on the phytochemical components and pharmacological and biological activity of P. quadrangularis. 
From the knowledge gained from the literature survey, the author considered the mental and neurological 
effects of P. quadrangularis, such as anxiolytic and sedative effects, shown in the Encyclopedia of Brazilian 
Medicinal Plants through phytochemical components and brain neurochemistry. The author examined whether 
P. quadrangularis is suitable for Passiflora preparations and their combinations in the formulation design of 
future psychotropic and neurological drugs.
Methods: The author searched the Web for reports on P. quadrangularis. From these, the author extracted 
research papers on the phytochemical components and pharmacological and biological activity effects of P. 
quadrangularis.
Results: Recent literature survey results showed that the main components isolated and identified from 
aqueous and aqueous alcoholic extracts of the leaves or peel of P. quadrangularis were C-glycosyl flavonoids. 
Among them, all reports stated that the main C-glycosyl flavonoid was vitexin-2-O-xyloside. Gazola, et al. 
(2018) initially considered apigenin, an aglycone of C-glycosyl flavonoid, as the causative agent of the sedative 
effect of aqueous extracts from the peel of P. quadrangularis. They demonstrated the potential involvement 
of GABAA receptors in mediating the sedative effect of apigenin. However, when the estimated amount of 
apigenin was administered alone, some samples did not show a sedative effect. Therefore, it was thought that 
other compounds may have contributed to the cause. Furthermore, the sedative effect of apigenin was 
observed after oral administration to mice. Therefore, it was speculated that not only apigenin but also other 

Key words : Passiflora quadrangularis, C-Glycosyl flavonoide, Apigenin, GABAA receptor, Mental and neurological effects such 
as anxiolytic and sedative effects

*1 日本薬史学会　The Japanese Society for the History of Pharmacy.
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1．　は じ め に

　橋本梧郎著『ブラジル産薬用植物事典』（1996）1） には，
トケイソウ属 Passiflora species（以下 Passiflora sp.）につ
いて，サポニンを含んだ Passiflora alata Dryander（以下 P. 
alata），Passiflora edulis Sims（以下 P. edulis），および
Passiflora quadrangularis L（以下 P. quadrangularis）の
3 種を含めた 15 種の記載があった（表 1 参照）．
　P. alataについては，用途として，葉は鎮静催眠作用があ
り，ヒステリー，神経衰弱にも用いると記載された．その葉
の成分として，harmine, marmane, maltol, flavonoid など
が記載された．ここには，著者が前報2） にて，P. alata の
成 分 と し て 報 告 し た ト リ テ ル ペ ノ イ ド サ ポ ニ ン の
quadranguloside の記載はなかった．
　一方，P. quadrangularis については，用途として，一
般に鎮静作用があり，葉は煎剤として，ヒステリー，神経
衰弱のほか，喘息，気管支炎，百日咳，頭痛，アルコール
中毒に用い，また利尿，尿道炎や駆虫にも用いると記載さ
れた．その葉の成分として，著者が前報2） で引用した
Phytochem, 1986 ; 25（1）3） を引用文献として，quadran-
guloside が記載された．すなわち quadranguloside は 1986
年 Orsini, et al. に よ っ て，9,19-cyclolanost-24Z-en-3β,21,         
26-triol-3,26-di-O-gentiobiose として，P. quadrangularis の
葉のメタノール抽出物から，初めて単離，同定され，その
名が付けられた．この化合物はシクロアルタン型トリテル
ペノイドサポニンに属する化合物である．著者はこの化合
物が P. quadrangularis の鎮静作用と深い関係にあるもの
と推察した．
　P. alata については，2001 年 Reginatto, et al. によって，
その葉のエタノール抽出物から，quadranguloside を含め
た 5 種類のサポニン（O-配糖体）が単離，同定された4）．
　P. edulis については，葉は煎剤として，通じ薬，利尿

に用い，生薬をもんだものは出血性潰瘍に用いると記載さ
れ，鎮静催眠作用，抗うつ作用などの精神・神経作用の記
載はなかった．その葉と茎の成分については，alkaloid, 
triterpen saponaid, vitamin C, suger, acid, carotenoid など
多種多数の化合物が記載された．Triterpen saponaid の詳
細として，cyclopassifloside の記載はなかった．しかしそ
の後，2000 年 Yoshikawa, et al. によって，その葉と茎の
アルコール抽出物から，cyclopassifloic acid 7 種と cyclo-
passifloside 11 種が単離，同定された5, 6）．その中で cyclo-
passifloside IX および XI には，抗うつ作用があることが
Wang, et al. （2013）によって報告された7）．そしてこれを
含む P. edulis には，抗うつ作用があるものと考えられた．
　そこで今回は P. quadrangularis の植物化学的成分，薬
理学的・生物学的活性効果に関する文献を収集し，文献調
査から得られた知見から，『ブラジル産薬用植物事典』に
示された P. quadrangularis の抗不安作用，鎮静作用など
の精神・神経作用に関して，植物化学成分，脳神経化学を
通して考察を行った．そして P. quadrangularis も抗不安
薬，抗うつ薬などの向精神・神経薬として，P. alata, P. 
edulis と同様に扱うことが可能か考察した．さらに今後の
向精神・神経薬の製剤設計において，P. quadrangularis
が Passiflora 製剤，およびその配合剤の資源としてふさわ
しいものか検討した．

2．　Passiflora quadrangularis Lについて

　P. quadrangularis, ジャイアント・グラナディラ，バル
バディン（トリニダード · トバゴ），グレナディン（ハイチ），
ジャイアントトゥンボまたはバデアは，Passifloraceae 科，
Passiflora 属の植物の一種である．それはブラジルなどの
南米原産で，とても大きな果実を実らせるパッションフ
ルーツで，オオナガミクダモノトケイソウとも呼ばれる．P. 
quadrangularis の植物形態については，表 1 に示した．表

metabolites generated after in vivo metabolism may regulate GABAA receptors in vivo. Recently, Gopika, et 
al. (2024) confirmed the presence of quercetin 3,7-O-dirhamnoside and kaempferol 3-O-rhamnoside 
7-O-xyloside in the hydroalcoholic extract of P. quadrangularis using LCMS analysis. On the other hand, 
from this literature survey, the author could not find any research papers that demonstrated the psycho-
pharmacological effects of quadranguloside, a cycloartane-type triterpenoid saponin, such as anxiolytic, sedative, 
or antidepressant effects.
Conclusion: It is thought that the aglycones of C-glycosyl flavonoids (apigenin, ruteorin, etc.) contained in P. 
quadrangularis and their metabolites act as a community dividing them into their respective GABAA receptor 
binding sites. Based on these comprehensive results, it is believed that P. quadrangularis exerts anxiolytic, 
sedative and mild tranquilizing effects. Through this literature survey, it is believed that with regard to 
“Nerbenl-Forte,” a botanical sedative containing valerian, passiflora, hops and potentilla, the ingredients 
contained in the herbal medicines of valerian, passiflora and hops act as GABAA receptor positive allosteric 
modulators and exert their anxiolytic, sedative and mild tranquilizing effects through a synergistic.
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表 1　ブラジル産薬用植物辞典（1996）における 3 種の Passiflora species の掲載内容

Passiflora alata Dryander Passiflora edulis Sims Passiflora quadrangularis L

和名 クダモノトケイソウ，パッションフルーツ オオミノトケイソウ，オオナガミクダモノ
トケイソウ

英名 Passion fruit, Purple granadilla Giant granadilla, Granadilla

伯名 マラクトン Maracutão,
Maracujá-grande

マラクジャー・デ・コメール Maracujá-
de-comer
Maracujá-comunm, Maracujá-suspiro

マラクジャー・アスー Maracujá-aÇu
Maracujá-melão

分布 ブラジル，ペルー 熱帯アメリカ 熱帯アメリカ

用部 根，葉，種子-raiz, folha, semente 根，葉，種子-raiz, folha, semente 根，葉，果実-raiz, folha, fruto

形態 つる性木本　全体無毛 つる性木本　無毛 つる性木本　無毛

茎 4 稜形で翼がある 4 稜形　翼がある

葉 卵形～卵状楕円形，全緑，長さ 6～20 
cm
葉柄に 2～4 個の線体がある

3 深裂　鋸歯には腺体　長さ 4～12 cm　
裂片は楕円形，鋭頭，葉柄は長さ 6 cm
で上端に 2 個の腺体がある

托葉は卵状， 葉柄は長さ 2～5 cm, 6 個
の腺体が対をなしてつく　葉は卵状長
楕円，単先頭
長さ 10～20 cm, 幅 8～15 cm

花 径 10～12 cm, 暗赤色副花冠 4 層，糸状，
白，赤，紫色の斑が入る

葉腋に単生し，径 7 cm　花梗は長さ 6 
cm　がく片は長さ 30～35 mm　内面
は白色　花弁はがく片と同長，白色，
副花冠は 4～5 層あり，糸状で，白色
と紅紫色の斑がある

葉腋に単生，花梗は長さ 2～3 cm　径
8～13 cm　がく片と花弁は内側が鮮赤
色，副花冠は 5 層からなり，赤紫色，
白色，青色の縞模様となる

液果 倒卵形か洋なし形，黄色，長さ 8～10 
cm

球状で径 4～5 cm, 紅紫色か黄色 卵状長楕円形　長さ 20～30 cm　横径
12～15 cm

種子 長さ 8 mm 長さ 5～6 mm 長さ 7～10 mm

成分 Carotenoid: β-Scarotene, phytofluene, 
β-apo-12-carotenal, β-apo-8-carotenal,
cryptoxanthin, zuroxanthin, mutatoxanthin; 
Alkaloid: harmaline, carotinoid: provitamin 
A, flavonoide

地上部 Aerial parts - C-glycoside: saponarin, 
saponaretin, vitexin

葉 葉 Leaves
harmine, marmane, maltol, flavonoid　
そのほか passiflorine

葉 Leaves, 茎 Stem-Alkaloid: harman, 
triterpene saponoside, 
vitamin C, Suger: sucrose, Acid: tartaric, 
citric, malic acid, 
Carotenoid: β-carotene

葉 Leaves - Cyclopropane triterpene 
glycoside: quadranguloside(9 ,19-
cyclosanost-23Z-en-3β,21,26-triol-3,26-
di-O-gentiobioside)

果実 果 実 Fruit - oleic acid - Et(Z)-4,7-
octadienoate, (Z)-3,5-hexadienyl butyrate  
- Edulan derivative: (2R,4S,4aS,8aS)-4,4a-
epoxy-4,4a-dihydroedulan, (2R,3S,8aS)-
3-hydroxyedulan
Volatile constituent: 6-(but -2-enylidene)-
1,5,5-trimethylcyclohex-1-ene

果実 Fruit - vitamin A, B1, B2, C

種子 種子 Seed-linoleic acid, β-sitosterol, 
stigmasterol

用途 葉は鎮静，催眠作用
ヒステリー，神経衰弱に用いる
その他，根，種子とともに駆虫に用い
る

葉は煎剤として通じ薬，利尿に用い，
生薬をもんだものは出血性潰瘍に用い
る

一般に鎮静作用
葉は煎剤として，ヒステリー，神経衰
弱のほか，喘息，気管支炎，百日咳，
頭痛，アルコール中毒に用い，また利
尿，尿道炎，駆虫にも用いる
根はさなだ虫の駆除に，果実は利尿，
浄血，健胃に用いる

特記 2 次林や海岸地帯に生育する 林縁，2 次林に生育する 広く熱帯に栽培する
熱帯以外では栽培が困難である
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1 には，冒頭の『ブラジル産薬用植物事典』（1996）に掲
載された P. quadrangularis, P. alata, P. edulis の詳細を
まとめた．

3．　調 査 資 料

　P. quadrangularis に関する報文を Web にて検索した．
その中から，P. quadrangularis の植物化学成分，および
薬理学・生物学的活性効果に関する研究報文を抽出した．
研究報文の詳細は引用文献 3），8）～19）を参照されたい．

4．　調 査 結 果

　表2に示した今回の文献調査によってP. quadrangularis
に関する植物化学的，薬理学的研究の歴史的経緯において，
その葉，もしくは果皮の水性および水性アルコール抽出物
から，フラボノイド配糖体（C-グリコシルフラボノイド），
サポニン，シアン化合物など，様々な植物化学成分（化合
物）が単離，同定され，またそれらの抽出物について，精
神薬理学的試験によって，抗不安作用，催眠鎮静作用など
の精神・神経作用が実証されたことなど，含有成分，精神・
神経効果に関する知見を得ることができた．

4-1．　フラボノイド配糖体（C-グリコシルフラボノイド）
　P. quadrangularis の植物化学成分の研究経過において，
近年，2000 年以降はその葉，もしくは果皮の水性および
水性アルコール抽出物中のフラボノイド配糖体（以下 C-
グリコシルフラボノイド）に関する研究報文がほとんどで
あった．P. quadrangularis に含まれている C-グリコシル
フラボノイドおよびそのアグリコンの化学構造について，
図 1 に示した．

4-1-1．　植物化学
　P. quadrangularis からの C-グリコシルフラボノイドの
単離，同定に関する研究報文として，前報2） で報告したよ
うに，Costa, et al. （2016）は 4 種の Passiflora の葉の水性
抽出物の HPLC，UPLC による C-グリコシルフラボノイ
ドの定性分析結果として，P. quadrangularis から vitexin-
2-O-xyloside, vitexin をプロファイルで示した14）．Gazola, 
et al. （2018）は P. quadrangularis の葉の水性抽出物から，
主要な C-グリコシルフラボノイドとして，vitexin-2-O-
xyloside, vtexin-2-O-glucoside, orientin-2-O-xyloside, 
orientin-2-O-glucopside を単離，同定し，その中で主成分
は vitexin-2-O-xyloside であることを示した15）．
　一方，Gazola, et al. （2015）は P. quadrangularis の果皮
の水性抽出物について，HPLC-DAD による定性分析結果，
主要フラボノイドは C-グリコシルフラボノイドではなく，

apigenin として特定されるアグリコンであることを示し
た．他のフラボノイドの存在はクロマトグラムで確認され
たが，それらは微量で，含有量が非常に少なく，分離でき
なかった．それらの中で，葉の抽出物に含まれた vitexin-
2-O-xyloside が特定された13）．
　Echeverry, et al. （2018）は P. quadrangularis の葉のす
べての水性エタノール抽出物において，総フラボノイド

（TF）の含有量がその水性抽出物よりも高いことを示し
た．その抽出物中の TF 含有量を最高にするための最適条
件は薬物溶媒比が 1 ： 15 で，エタノールが 50％（v/v）で，
浸透時間が 48 時間であったことを示した．この水性エタ
ノール最適化抽出物中の TF の含有量は水性抽出物中の
TF よりも 17％高かった．最適化抽出物の調製のために試
作された異なる水性エタノール抽出物の TF 含有量には，
有意差があったが，それらすべてにおいて，vitexin-2-O-
xyloside が主要なフラボノイドとして存在した．さらに水
性抽出物では検出されていなかった orientin がすべての水
性エタノール抽出物で検出された16）．
　このように今回の近年の文献調査では，P. quadrangularis
の葉，もしくは果皮の水性および水性アルコール抽出物か
ら単離，同定された成分に関する報文については，C-グ
リコシルフラボノイドが主であった．その中で，P. 
quadrangularis の主要 C-グリコシルフラボノイドはvitexin-
2-O-xyloside であることが報告された．

4-1-2．　薬理学的活性効果
　精神・神経薬理学的試験においては，ジアゼパムを参照
物質として，マウスを使用したエチルエーテル誘発睡眠テ
ストによって，P. quadrangularis の葉，もしくは果皮の
水性およびアルコール抽出物の鎮静効果が実証された．
　その鎮静効果の原因化合物については，Gazola, et al. 

（2015）は P. quadrangularis の果皮の水性抽出物の鎮静
効果が含有するアグリコンの apigenin 換算量（推定量）
との間に，正の相関関係があることを報告し，その鎮静効
果は apigenin 含有量のみによるものと考えた．さらに
apigenin の鎮静作用は GABA 作動性神経系の活性化によ
るものと考えられた．すなわち apigenin が GABAA 受容
体のベンゾジアゼピン結合部位と相互作用して，鎮静作用
を促進する可能性を示した．そして apigenin の鎮静効果
を媒介する GABAA 受容体（GABA 作動性経路）の潜在
的な関与を in vivo で実証した．しかし apigenin の含有推
定量を単独投与した場合，鎮静作用を示さなかったサンプ
ルもあった．このことを考慮すると，この果皮の水性抽出
物の鎮静効果の原因化合物については，他の化合物の寄与
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も考えられた．さらに apigenin の鎮静効果がマウスの経
口投与後に観察されたことを考慮すると，apigenin だけで
はなく，胃腸および肝臓代謝後に生成したいずれかの代謝
物も生体内で GABAA 受容体を調節する可能性があると推
測した．また apigeninをGABAA 受容体に単独で適用した
場合，GABAA 作動性経路を調節しなかったが，ジアゼパ
ムなど別の GABA 調節因子と併用した場合，強い鎮静効
果を示した．したがって apigenin が二次調節因子として作
用している可能性が考えられた．さらに apigenin の鎮静
作用については，GABA 受容体において，ベンゾジアゼ
ピン結合部位とは別のサブタイプの結合部位を考えた13）．
　次に Gazola, et al. （2018）は P. quadrangularis の葉の
水性抽出物から単離，同定された C-グリコシルフラボノ
イドの中で，主要フラボノイドである vitexin-2-O-xyloside
はマウスの経口投与後に，鎮静作用を示したことを報告し
た．すなわちエチルエーテル誘導催眠試験では，マウスの
経口投与後に，フラボノイド画分と vitexin-2-O-xyloside が
鎮静作用を誘導した．さらに GABA 作動性神経は in vivo
の鎮静作用において，重要な役割を果たすことを報告し
た15）．

4-2．　シクロアルタン型トリテルペノイドサポニン
4-2-1．　植物化学

　前報2） で報告した P. alata の抗不安作用の原因物質と考
えられたシクロアルタン型トリテルペノイドサポニンの
quadranguloside は Reginatto, et al. （2001）によって，P. 
alata の葉のエタノール抽出物から単離，同定された4）．こ
の化合物はすでに，Orsini, et al. （1986）によって，P. 
quadrangularis の 葉 の メ タ ノ ー ル 抽 出 物 か ら，9,19-         
cyclolanost-24Z-en-3β,21,26-triol-3,26-di-O-gentiobioseとして
単離，同定され，quadranguloside と名付けられた3）．さ
らに Orsini, et al. （1987）によって，P. quadrangularis の
葉のメタノール抽出物から，これと類似の 2 種のシクロア
ルタン型トリテルペノイドサポニンが oleanolic acid-3-
sophoroside とともに単離，同定された9）．
　Sakalem, et al. （2012）は P. quadrangularis の葉の水性
エタノール抽出物から，quadranguloside を含めた 7 種の
cyclopassifloside III をはじめとしたシクロアルタン型トリ
テルペノイドサポニンのシクロパシフロシドを高含有量で
検出した11）．シクロアルタン型トリテルペノイドサポニン
のシクロパシフロシドについては，Yoshikawa, et al. 

（2000）によって，P. edulis の葉と茎の抽出物から，7 種
の cyclopassifloic acid とそれらのサポニンとなる 11 種の
cyclopassifloside が単離，同定された5, 6）．それらの化学構
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造については，図 2 に示した．P. quadrangularis から単離，
同定された quadranguloside，およびその類似化合物の化
学構造については，図 3 に示した．

4-2-2．　薬理学的活性効果
　シクロパシフロシドについては，cyclopassifloside IX お
よび XI が P. edulis の抗うつ効果の原因物質となること
が Wang, et al. （2013）によって報告された7）．また cyclo-
passifloside II, VIII, XIV に神経保護効果があることが
Xu, et al. （2016）によって報告された18）．
　しかし quadranguloside, および cyclopassifloside III に
ついては，抗不安作用，鎮静作用，抗うつ作用などの精神
薬理学的効果を実証した研究報文は取得できなかった．

4-3．　 最近の P. quadrangularisの葉の水性アルコー
ル抽出物に関する LCMS分析研究結果

　最近の P. quadrangularis の葉の抽出物に関する研究と
して，Gopika, et al. （2024）はその水性アルコール抽出物
について，LCMS を使用した分析結果，ポジティブモー

ド（M＋H　イオン法）では，アルカロイド，フェノール
化合物，アミノ酸，ジカルボン酸，フラボノイド，グルコ
シドの存在を明らかにした．その中で，レトロネシンが最
も多く含まれていた．ネガティブモード（M－H　イオン
法）では，フラボノイドおよびイソフラボノイドグルコシ
ド，ポリフェノール，脂肪酸誘導体，フェノール化合物の
存在を大きく強調した．その中でも，quercetin 3,7-O-         
dirhamnoside が 最 も 豊 富 で あ る こ と を 報 告 し た．
Kaempferol 3-O-rhamnoside 7-O-xyloside の存在は両方の
モダリティーで確認された17）．

5．　考　　　察

　表 2 に示したように，今回の文献調査で引用したどの論
文にも，P. quadrangularisの葉の水性および水性アルコー
ル抽出物から単離されたC－グリコシルフラボノイドについ
て，その主要フラボノイドは vitexin-2-O-xyloside であるこ
とを示していた．Gazola, et al. （2018）はP. quadrangularis

図 1　Chemical structuers of the C-glycosyl flavones contained in Passiflora quadrangularis with flavone as basic skeleton
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の葉の水性抽出物から分離したフラボノイド画分と
vitexin-2-O-xyloside がエチルエーテル誘導催眠試験におい
て，マウスの経口投与後に鎮静作用を誘導したことを報告
した15）．Echeverry, et al. （2018）は P. quadrangularis の
抽出物中の総フラボノイド（TF）含有量を最高にするため，
抽出条件を検討した．最適化水性エタノール抽出物中の
TF 含有量は水性抽出物よりも 17％高かった．そしてその
最適化水性エタノール抽出物は水性抽出物よりも，マウス
の睡眠時間の増加が強いことがわかり，高い鎮静効果を示
した．すなわち TF 含有量の増加が鎮静効果にプラスに寄
与していることを示した16）．したがって P. quadrangularis
の葉の水性およびエタノール抽出物の鎮静作用の原因物質
の 1 つとしては，C-グリコシルフラボノイド，もしくは

その主要成分の vitexin-2-O-xyloside が有力候補と著者は
考える．
　Gazola, et al. （2015）は P. quadrangularis の果皮の水性
抽出物中の C-グリコシルフラボノイドのアグリコンであ
る apigenin を鎮静作用の原因物質と考えた．しかしマウ
スのエチルエーテル誘導催眠試験において，apigenin 含有
推定量を単独経口投与した場合，一部のサンプル（推定量）
では，鎮静作用を示さなかったことを考慮すると，他の化
合物のプラスの寄与を考えた．さらに抽出物の鎮静効果が
マウスの経口投与後に観察されたことを考慮すると，
apigenin だけではなく，胃腸および肝臓代謝後に生成した
代謝産物のいずれかが，その効果に関与した可能性を考え
た13）．

図 2　Chemical structuers of cyclopassifloic acid and their saponins derivatives cyclopassiflosides contained in Passiflora species
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　そこで著者は P. quadrangularis の葉の水性および水性
エタノール抽出物において，その鎮静作用の原因物質とし
て，その主要フラボノイド成分の vitexin-2-O-xyloside の
生体内代謝について考察した．それは経口投与後，生体内
の酸性加水分解によって，第 1 と第 2 の糖部分の間の結合
が開裂，ジ-C-O-グルコシルフラボノイドがモノ-C-O-グ
ルコシルフラボノイド，すなわち vitexin-2-O-xyloside から
ペントースの xylose が解離し，vitexin に変換する16）．さ
らにこの vitexin は別の生体内反応（大腸代謝）によって，
フラボン骨格に直接結合した glucose の糖結合（C-C 結合）
の開裂により，glucose が解離し，アグリコンの apigenin
に変換すると推察する．その他の C-グリコシルフラボノ
イドのvitexin-2-O-glucoside, orientin-2-O-xylosid, orientin-
2-O-glucoside についても，同様の生体内反応によって，
最終的代謝産物として，アグリコンの apigenin, ruteorin
にそれぞれ変換すると推察する．そしてこれらの代謝物が
共同して，GABA 作動性神経経路に作用して，鎮静作用
を発揮するものと推察する．
　最近，Gopika, et al. （2024）は P. quadrangularis の葉
の水性アルコール抽出物について，LCMS を使用した
分析結果，フラボノイドグルコシド（フラボノイド-O-配
糖 体 ） と し て，quercetin 3,7-O-dirhamnoside,  お よ び
Kaempferol 3-O-rhamnoside 7-O-xyloside の存在を明らか
にした17）．これら 2 種のフラボノイドグルコシドは生体内の
酸性加水分解によって，3 位と 7 位の糖の結合（C-O 結合）
が開裂し，rhamnose, xylose が解離し，それぞれアグリ
コンの quercetin, kaempferol に変換すると考えられる．
　Quercetin と kaempferol の抗不安作用についての研究

論文に関しては，Vissiennon, et al. （2012）は quercetin, 
kaempferol, myricetin について，マウスに経口および腹腔
内投与後，高架式十字迷路試験（以下 EPM）における抗不
安活性の比較を示した．抗不安作用は経口投与後にのみ，
quercetin と kaempferol で示された．この結果から，それ
らのフラボノールがプロドラッグとして作用し，腸内細菌
叢によって，活性化ヒドロキシフェノール酢酸代謝物に変
換され，抗不安効果を発揮するという仮説（推定効果）を
立て，抗生物質前処置による腸内滅菌を行い，それらのフ
ラボノールを経口投与して，推定効果を実証した19）．そして
腸内細菌叢による生体活性化（代謝）によって，quercetin
はメタヒドロキシフェニル酢酸（m-HPAA），kaempferol
はパラヒドロキシフェニル酢酸（p-HPAA）など，最終代
謝活性物となり20），これらが血液脳関門の内皮細胞の管腔
膜に存在するモノカルボン酸輸送体（MCT）を介して脳
に輸送され，そこで脳機能の調節因子として作用し，抗不
安作用，抗うつ作用などの精神・神経作用を発揮すると
Vissiennon, et al. は考察した19）．
　これ以前の研究において，すでに Grundmann, et al. 

（2007）は Apocynam venetum L（以下 AV）の葉のエタ
ノール抽出物について，マウスの EPM を使用して，その
AV 抽出物の経口投与がマウスに抗不安効果を誘発したこ
とを実証した21）．次に Grundmann, et al. （2009）は AV の
葉の水性抽出物の抗不安効果を評価し，マウスの EPM を
使用して，その AV 抽出物の画分を生物誘導した．そし
て 0.02～1.0 mg/kg （p.o.）の濃度で抗不安活性を示したフ
ラボノールの kaempferol を単離し，その抗不安活性につ
いて特性評価した22）．

図 3　Chemical structuers of quadranguloside and its derivatives contained in Passiflora quadrangularis
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　このようにフラボノールの quercetin, kaempferol の抗
不安効果については，それぞれマウスに単独経口投与後，
EPM に よ っ て 実 証 さ れ た． こ の こ と か ら quercetin, 
kaempferol は P. quadrangularis の抗不安作用にも関与し
ていると考える．したがって P. quadrangularis の抗不安
効果については，含有成分の C-グリコシルフラボノイド
のアグリコンとなるフラボンの apigenin, ruteorin, フラボ
ノールの quercetin, kaempferol, ならびにそれぞれの代謝
産物が包括的に作用することによるものと考えられる．た
だフラボンおよびフラボノール，ならびにその最終代謝活
性物となるヒドロキシフェニル酢酸代謝物のそれぞれの作
用部位（GABAA 受容体の結合部位）は異なるのではない
かと推察する．
　GABAA 受容体については，α1 2 個　β2 2 個　γ2 1 個（も
しくは δ 1 個）の 5 つのサブユニットからなる五量体が生
体内の脳，脊髄では主になり，サブユニットの境界には，
GABA の結合部位がおおよその位置として，αおよび βサ
ブユニットの間に，またアロステリック調節因子として，
ベンゾジアゼピン結合部位が αおよび γの間に存在するな
ど，作動物質の GABA や多くの薬剤（GABAA 受容体作動
薬）との様々なリガンドの結合部位が存在し，ジアゼパム
はベンゾジアゼピン結合部位に結合して，GABAA 受容体
陽性アロステリック調節因子として，作動物質の GABA
の受容体に対する結合性を高めたり（親和性），受容体を
活性化する能力を高めたり（有効性）する23, 24）．Apigenin, 
ruteorin などのフラボノイドもジアゼパムなどのベンゾジ
アゼピン系と同様に，GABAA 受容体，および作動物質の
GABA に対して，陽性アロステリック調節因子として働
くことが報告されている．フラボノイドは GABAA 受容体
において，生理的リガンド（作動物質の GABA）やジア
ゼパムなどの GABA 受容体作動薬が結合する部位から離
れた領域（結合部位）に結合することで，GABAA 受容体
に対する GABA の結合性を高め，GABAA 受容体のシグ
ナル伝達を活性化させ，脳の興奮性を制御すると考えられ
る．したがって apigenin, ruteorin などのフラボノイドは
GABAA 受容体陽性アロステリック調節因子として，お互
いに共同して，GABAA 受容体に対して GABA の結合性
を高め，GABAA 受容体を活性化させることで，抗不安作
用，鎮静作用を発揮させる．また GABAA 受容体作動薬の
ジアゼパムなどのベンゾジアゼピン系と相互作用して，そ
の効果を増強させるものと考えられる．
　一方，P. quadrangularis には，シクロアルタン型トリテ
ルペノイドサポニンとして，quadranguloside が含まれて

いる．この化合物は P. alata の抗不安作用の原因物質と考
えられたことを前報2） で報告した．しかしこの化合物に関
して，抗不安作用，鎮静作用，抗うつ作用などの精神薬理
学的活性効果を実証した研究報文については，今回の文献
調査からは取得できなかった．
　前報2） で報告した quadranguloside のサポゲニンの 9,19-         
cyclolanost-24Z-en-3β,21,26-triol に関しても，同様に取得
できていない．しかしこの化合物はシクロアルタン型トリ
テルペノイドに属し，ステロイド骨格を有している．同様
にステロイド骨格を有するコレステロール，プレグネノロ
ンなどの抑制性神経ステロイドは GABAA 受容体に対し
て，陽性アロステリック調節因子として働いている．もし
9,19-cyclolanost-24Z-en-3β,21,26-triol も神経ステロイドに属
すると仮定した場合，GABAA 受容体に対して，陽性アロ
ステリック調節因子として働くことが推察できるが，現段
階では，言及できるものではない．

6．　む　す　び

　分析機器の開発など，科学技術の進歩，それを利用した
多くの研究者の功績によって，かつては未知の存在であっ
た P. quadrangularis の果皮，果実，葉などの各器官の組
織に潜んでいた植物化学成分がその抽出物から単離，同定
された．そしてその成分の効果（効力）についても実証さ
れた．このことは P. quadrangularis が伝統医学において，
鎮静剤，抗不安薬，軽い精神安定剤として，民間療法で広
く使用されてきたことの科学的実証にもつながるものと考
える．しかし P. quadrangularis の葉の抽出物から単離，
同定された植物化学成分の C-グリコシルフラボノイド，
サポニン，アルカロイド，フェノール化合物などにおいて，
それぞれ個々の単一成分と精神・神経効果との紐付けが
確立されていない．ここに P. quadrangularis を含めた
Passiflora sp. など，薬用植物全体において，植物化学成
分とその生物活性効果の相関関係を探求するうえで，難し
さを感じる．P. quadrangularis の場合，個々の単一成分，
たとえば複数の C-グリコシルフラボノイドのアグリコン，
およびそれらの代謝産物が共同体となって，それぞれ個々
の作用部位（GABAA 受容体結合部位）に分散して作用し
て，それらの作用の包括的結果として，抗不安作用，鎮静
作用，軽い精神安定作用を発揮するものと考える．すなわ
ちC-グリコシルフラボノイドのアグリコンとなるapigenin, 
ruteorinなどのフラボン，フラボノールは中枢神経系（CNS）
抑制性神経伝達物質の GABA に対して，GABAA 受容体
陽性アロステリック調節因子として，包括的に GABAA 受
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容体を活性化するものと考える．
　この GABAA 受容体陽性アロステリック調節因子として
は，ジアゼパムなどのベンゾジアゼピン系，フラボノイド
の他に，バルビツール酸系，ゾピクロン，ゾルピデムなど
の非ベンゾジアゼピン系，プレグネノロン，コレステロー
ルなどの神経ステロイド，臭化カリウム，臭化ナトリウム
などの臭化物，セイヨウカノコソウ（ワレリアナ）の成分

（イソ吉草酸，バレレン酸など）など，多数存在する．
　著者は第 28 報25） の冒頭にて，ワレリアナ，パッシフロー
ラ Passiflora，ホップ，ボテンティラなどの生薬を配合し
た医療用医薬品の植物鎮静剤として，「ネルベンルーホル
テ」（1967 年薬価収載～1990 年製造販売中止）について紹
介した．ここでワレリアナの成分（イソ吉草酸），ホップ
の成分（フムロン，キサントフモール）26～28），パッシフロー
ラ Passiflora の成分（フラボノイド）については，GABAA

受容体において，GABA に対して，陽性アロステリック
調節因子として作用することが報告された．したがってワ
レリアナ，ホップ，パッシフローラ Passiflora に含まれる
それぞれの陽性アロステリック調節因子が GABAA 受容体
において，共同して抗不安作用，鎮静作用，軽い精神安定
作用を誘発していると考えられる．
　「ネルベンルーホルテ」が製剤設計された 1967 年当時，
GABA の脳神経化学，薬理学，生理学における解明はまだ
発展途上であったと考える．しかし今日の脳神経化学に示
されたGABAA受容体の関与を通して再考すると，当時の作
用の緩和な植物鎮静剤の製剤設計は優れた創意工夫であっ
たと著者は考える．そして今後，有効性，安全性を考えた
向精神・神経薬を創薬するうえで，基礎資料となると考え
る．その配合生薬（薬用植物）となる P. quadrangularis
などの Passiflora sp. は製剤原料として，価値の高い資源
と考える．

　利益相反
　開示すべき利益相反はない．
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要　　旨

目的：橋本梧郎著『ブラジル産薬用植物事典』（1996）には，Passiflora quadrangularis（以下 P. quadrangularis）
は一般に鎮静作用があり，その葉の成分として，シクロアルタン型トリテルペノイドサポニンのquadranguloside
が記載された．著者はこの化合物と P. quadrangularis の鎮静作用は深い関係にあるものと推察した．今回は P. 
quadrangularis の植物化学成分，薬理学的・生物学的活性効果に関する文献を収集し，文献調査から得られた
知見から，『ブラジル産薬用植物事典』に示された P. quadrangularis の抗不安作用，鎮静作用などの精神・神
経作用に関して，植物化学成分，脳神経化学を通して考察した．今後の向精神・神経薬の製剤設計において，P. 
quadrangularis が Passiflora 製剤およびその配合剤として，ふさわしいものか検討した．
方法：P. quadrangularis に関する報文を Web にて検索した．その中から P. quadrangularis の植物化学成分，
薬理学的・生物学的活性効果に関する研究報文を抽出した．
結果：近年の文献調査結果，P. quadrangularis の葉もしくは果皮の水性および水性アルコール抽出物から単
離，同定された成分に関しては C-グリコシルフラボノイドが主であった．その中で，主要 C-グリコシルフラ
ボノイドは vitexin-2-O-xyloside であることが，どの報文にも記載された．Gazola, et al. （2018）は当初，P. 
quadrangularis の果皮の水性抽出物の鎮静効果の原因物質として，C-グリコシルフラボノイドのアグリコンで
ある apigenin を考えた．そして apigenin の鎮静効果を媒介する GABAA 受容体の潜在的な関与を実証した．
しかし apigenin の含有推定量を単独投与した場合，鎮静効果を示さなかったサンプルもあった．このためそ
の原因化合物として，他の化合物の寄与も考えられた．さらに apigenin の鎮静効果がマウスの経口投与後に
観察された．このため apigenin だけではなく，生体内代謝後に生成した他の代謝産物も生体内で，GABAA 受
容体を調節する可能性があると推測した．最近，Gopika, et al. （2024）は LCMS を使用した分析結果，P. 
quadrangularis の水性アルコール抽出物について，quercetin 3,7-O-dirhamnoside, kaempferol 3-O-rhamnoside 
7-O-xyloside の存在を確認した．一方，今回の文献調査からは，シクロアルタン型トリテルペノイドサポニン
の quadranguloside については，抗不安作用，鎮静作用，抗うつ作用などの精神薬理学的効果を実証した研究
報文は取得できなかった．
結論：P. quadrangularis は含有成分の C-グリコシルフラボノイドのアグリコン（apigenin, ruteorin など）お
よびそれらの代謝産物が共同体として，それぞれの GABAA 受容体結合部位に分かれて作用するものと考えら
れる．P. quadrangularis の抗不安作用，鎮静作用，軽い精神安定作用はその包括的結果によって，発揮する
ものと考えられる．今回の文献調査を通して，かつてのワレリアナ，パッシフローラ，ホップ，ポテンティラ
などを配合した植物鎮静剤の「ネルベンルーホルテ」については，配合生薬のワレリアナ，パッシフローラ，
ホップに含まれる成分が GABAA 受容体陽性アロステリック調節因子として，共同作用によって，抗不安作用，
鎮静作用，軽い精神安定作用を発揮するものと考える．

キーワード： パッシフローラ，C-グリコシルフラボノイド，アピゲニン，GABAA 受容体，抗不安作用，鎮静
作用などの精神・神経作用
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♦会 務 報 告

2025年度日本薬史学会 理事・評議員会
および総会議事録

理事・評議員会
日　時：2025 年 4 月 19 日（土）12：30 〜 13：15
場　所：東京大学薬学系総合研究棟 10 階大会議室
出席者：26 名
会　長：船山信次
副会長：宮崎生子
名誉会員：西川　隆
常�任理事・理事：齋藤充生，伹野恭一，日向昌司，松﨑桂

一，横山亮一，　厚味厳一，桐原正之，五位野政彦，小
清水敏昌，三田智文，塩原仁子，柳澤波香

監　事：森本和滋
評�議員：飯野洋一，儀我久美子，近藤晃司，髙浦佳代子，

西谷篤彦，武立啓子，牧　純，村田清志，安士昌一郎，
吉野敬子� （敬称略）

　松﨑桂一総務委員長が開会を宣言した後，船山信次会長
から挨拶があった．薬学とは何か．6年制になって10余年，
一段と変換期になったといえる．そのためにも歴史を振り
返ることによって大いに考えなければならない．日本薬史
学会は集うこと，発表する場となることが重要で，これら
を大切にし，楽しく過ごせる会にしていきたいと述べられ
た．なお，柴田フォーラムは日本薬科大学お茶の水キャン
パスで開催することが報告された．また 2025 年会は静岡
理工科大学の静岡駅前キャンパスで開催されることが併せ
て報告された．

　桐原正之新理事からの挨拶の後，松﨑総務委員長の進行
で議事が開始された．
　冒頭にて昨年度後半にご逝去された土岐隆信元理事に対
して黙祷が捧げられた．
　以下の議事についてはスライドを利用して報告があった．
　《2024年度の会員動向》
　横山亮一財務・会員管理委員長から 2024 年度の会員動
向について，表 1 に基づき説明があった．
　会員数・入退会動向については会員の積極的な勧誘もあ
り，一般会員は 11 名の純増があったことが報告された．ま
た，今後積極的に会員増加に向けて活動していただき，今
年度末には一般会員 250 名を目標にすることが承認された．
　《2024年度決算と 2025年度予算について》
　横山財務・会員管理委員長から 2024 年度の決算につい
て説明があった（表 2，3）．続いて 2025 年度予算案につ
いて，前年度と異なり学会賞，記念号刊行の予定がないた
め，通常の予算設定をした．しかし，寄付金による繰越金
の増加，物価高騰と学会活動の活性化のため，年会開催・
支部活動の支援のため，そして公開講演会並びに柴田
フォーラムの講演者には依頼原稿の執筆もあるため，その
労に報いるためにも講演料を増額するとの説明があった

（表 4，5）．森本和滋監事から総会時に「適正かつ正確に
処理されていることを確認した」旨の監査報告をすること
が報告された．�
　《編集委員会の活動報告》
　齋藤充生編集委員長より編集委員会（メール審議）を 2
回実施，薬史学雑誌（59 巻 1 号　70 周年特集＋招待 1 報
＋投稿 2 報，同 2 号　投稿 7 報＋招待 4 報＋追悼文 1 報），
薬史レター（93 号 11 頁，94 号 18 頁）を発行した旨の報

表 1　 2024年度会員動向

会員種別 2023 年度末
増加 減少 資格変更

増減 2024 年度末
入会 退会 自然退会 増加 減少

名誉会員 5 1 -1 4

有功会員 0 1 1 1

一　般 219 10 9 1 1 1 220

学　生 9 5 1 1 3 12

外　国 2 0 2

団　体 13 0 13

賛　助 10 0 10

合　計 258 15 11 0 2 2 4 262
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告があった．このうち，当初予定では薬史レターは 12 頁
であったが，後期に受賞，活動報告が多かったことで，増
頁になった．その他報告として，インボイス制度対応で投
稿規程中の投稿料の表記を見直したこと，投稿規程で自機
関リポジトリへの掲載を認める他，J-STAGE でも電子掲
載しており，科研費等の即時オープンアクセス方針に適合
済みであることがあった．また，学術著作権協会との取り
決めも更新したことも併せて報告があった．
　《総務委員会の活動報告》
　松﨑総務委員長より総務委員会の活動報告があった．常
任理事会を Zoom で 6 回，メール会議 1 回の計 7 回実施し
たこと，理事・評議員会 2 回，総会を 1 回開催したことが
報告された．
　《広報委員会の活動報告》
　日向昌司広報委員長より活動として 1）ウェブサイトで
の情報発信について，2）大会等の写真記録，3）講演会
等のポスター，リーフレットの作成，4）関連学会雑誌に
おけるお知らせ，について報告があった．ウェブサイト
の運用状況報告としては，例年通り大会，講演会等のお
知らせ，薬史学雑誌等を掲載して 22 回更新し，「更新情報」
を「NEWS」に変更し，薬史学会に関連するニュースを
掲載することとした．トップページの画像については，現
在 2 つの画像を掲示している．これらの画像を見た方への
薬史学の入門編として入会のきっかけになることを期待し
ている．以前の提案通り薬史学に関連するもので著作権に
配慮したものとし，薬史学雑誌や薬史レターに掲載済みで
あっても良く，写真とともに，解説文をご用意いただきた
いと依頼があった．提供いただいた画像については，理事
会の承認後，一定期間掲載することが報告された．

表 2　2024年度　決算
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

一般会計� （単位　円）

収入の部 2024 年度予算 2024 年度決算 差　　額

　前年度繰越額 3,401,060� 3,401,060� 0

　賛助会費 300,000 300,000 0

　一般・団体会費 1,631,000 1,582,000 △ 49,000

　学生会費 18,000 20,000 2,000

　外国会費 14,000 35,000 21,000

　投稿料 640,000 660,550 20,550

　広告料 120,000 120,000 0

　事業収入 120,000 261,996 141,996

　寄付 0 309,029 309,029

　雑収入 0 0 0

　利息 0 1,183 1,183

当期収入合計 6,244,060 6,690,818 446,758

支出の部 2024 年度予算 2024 年度決算 差　　額

機関誌発行費 2,911,000 2,628,967 △ 282,033

　編集事務費 200,000 92,730 △ 107,270

　製作印刷費 2,614,000 2,431,804 △ 182,196

　発送費 97,000 104,433 7,433

一般事業費 519,375 488,366 △ 31,009

　総会・公開講演会運営費 208,300 182,240 △ 26,060

　年会開催支援費 80,000 80,000 0

　柴田フォーラム開催費 66,300 63,924 △ 2,376

　国際学術交流費 50,000 56,401 6,401

　支部活動支援費 60,000 60,000 0

　ホームページ・広報費 39,775 41,658 1,883

　70 周年記念事業 5,000 4,143 △ 857

　予備費 10,000 0 △ 10,000

管理・運営費 264,000 248,002 △ 15,998

　事務委託費 150,000 151,574 1,574

　通信費 45,000 27,882 △ 17,118

　事務用品費 30,000 16,540 △ 13,460

　入送金手数料 39,000 37,046 △ 1,954

　雑費 0 14,960 14,960

当期支出合計 3,694,375 3,365,335 △ 329,040

当期収支差額 2,549,685 3,325,483 775,798

当期収支差額
（繰越金除く） △ 851,375 △ 75,577 775,798

表 3　2024度　決算
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

60 周年募金特別会計� （単位　円）

収入の部 2024 年度予算 2024 年度決算 差　　額

　60 周年記念募金収入 0 0 0

当期収入合計 0 0 0

支出の部 2024 年度予算 2024 年度決算 差　　額

　当期支出合計 0 0 0

　当期収支差額 0 0 0

　前年度繰越額 1,777,000 1,777,000 0

　次年度繰越額 1,777,000 1,777,000 0
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　�《2025年度の日本薬史学会組織および常置委員会委員案
について》

　松﨑総務委員長から表 6 に基づき説明があった．これま
で常置委員会として日本薬史学会柴田フォーラム委員会が
独立していたが，業務内容に鑑み，企画委員会に合併し委
員会内で担当を置くことにするとの提案が了承され，総会
で審議されることとなった．

　《日本薬史学会 2024年会（東京）優秀発表賞》
　2024 年 11 月 15 日の実行委員会にて，最優秀発表賞 1
演題，優秀発表賞 2 演題を以下の通り選出したことが報告
された．
　最優秀発表賞
　・口頭発表�O-3
　　演題 : 東洋医薬協会と朝鮮の漢方復興運動
　　発表者 : 山形　悠（二松学舎大学大学院文学研究科）
　優秀発表賞
　・口頭発表�O-4
　　演題 : 近畿大学所蔵のペニック標本の調査研究
　　発表者 : 坂東桜羽（近畿大学薬学部）
　・ポスター発表�P-2
　　演題 :�「天岩戸神話」と大麻の科学 :�Cannabidiol�(CBD)�

からΔ9-Tetrahydrocannabinol� (THC) への熱変換
反応が示唆する古代人の知恵

　　発表者 : 武田収功（横浜薬科大学薬学部）

　《有功会員の推戴状の贈呈》
　2024 年から有功会員となられた折原裕先生に推戴状を
贈呈することが報告された．

　《日本薬史学会柴田フォーラムについて》
　宮崎生子副会長から本年度の日本薬史学会柴田フォーラ
ムの開催について説明があった．日時は 2025 年 8 月 2 日

（土）午後 2 時〜 4 時．場所は日本薬科大学お茶の水キャ
ンパス．
　・加藤�諭（東北大学史料館教授）
　　�日本初の女性理学士の研究者資料〜黒田チカとアーカ

イブズ〜
　・武田収功（横浜薬科大学客員教授）
　　「天岩戸神話」と大麻の科学：Cannabidiol�(CBD) から
　　�Δ9-Tetrahydrocannabinol� (THC) への熱異性化反応が

示唆する古代人の知恵をひも解く

　《船山会長の 2025年度日本薬学会教育賞受賞報告》
　松﨑総務委員長より本年の日本薬学会第 145 年会（福岡）
において船山会長に「著作や講演活動などによる国民各層
に対する薬学知識の啓発」の功績により，「2025 年度日本
薬学会教育賞」が授与されたことが報告された．

　《薬系学会連合の動向》
　松﨑総務委員長より，31 学会が参加し，フォーラム等
が開催されていることがホームページに掲載されていると
の報告があった．

　《その他》
　・�理事・評議員からの意見として，公開講演，柴田フォー

ラム等の演者に偏りがあり，論文発表や国内外で発表
されている会員から広く募ることが会の発展にもなる
のではないかと意見があった．船山会長から講演者と
して相応しい会員を自薦他薦問わず積極的に紹介して
いただきたいとの回答があった．また，この件に関わ
らず学会運営のためにも多くの意見をいただきたいと
要望があった．このような率直な議論は今までなかっ
たので大変よかったとの発言もあった．寄付者への感
謝の伝え方への要望があった。

　・�薬史学雑誌 59 巻第 1 号におけるトップ記事として森本
前会長の記事が会長の名で掲載されているのは時期的
に齟齬が生じているのではないかという指摘があった．

総会
日　時：2025 年 4 月 19 日（土）14：10 〜 15：08
場　所：東京大学薬学系総合研究棟 2 階講堂
出席者：34 名，委任状提出者 19 名　

　総会に先立ち表彰式が行われた．2024 年会の学会発表
賞の最優秀賞の山形悠さん（二松学舎大学大学院文学研究
科），優秀賞の坂東桜羽さん（近畿大学薬学部，髙浦佳代
子評議員代理）に厚味厳一年会長から表彰状と副賞（江戸
切子のグラス）が贈られた．

　松﨑総務委員長が開会を宣言した後，船山会長から挨拶
の後，松﨑総務委員長の進行で議事が開始された．
　（議事録署名人として柳澤波香理事，村田清志評議員が
指名された．）
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議題
第 1 号議案 2024 年活動事業報告〜総務
　松﨑総務委員長から，理事・評議員会での報告に基づき，
2024 年度の活動報告並びに会員数・入退会動向活動の説
明があり，原案通り承認された．

第 2 号議案 2024 年決算報告〜財務
　横山財務・会員管理委員長から表 2，3 に基づき説明が
あった．また，年会開催・支部活動支援費および講師講演
料増額の説明もあった．
　森本監事から会計監査報告があり，原案通り承認された．

第 3 号議案 2025 年度役員および常置委員会委員案〜総務
　松﨑総務委員長から表 6 および 7 に基づき役員および常
置委員会委員案について説明があり，原案通り承認された．

第 4 号議案 2025 年度事業計画案
　松﨑総務委員長から表 8 に基づき，2025 年度事業計画
案を説明，次いで薬史学雑誌は第 60 巻第 1 号，第 2 号，
薬史レターは第 95 号，第 96 号（総計 16 頁）を基本的に
は電子媒体で配信する案が説明され，原案通り承認された．

第 5 号議案 2025 年度予算案
　横山財務・会員管理委員長から表 4，5 に基づき説明が
あった．また，特別会計については本年度も使用予定がな
いことが説明され，原案通り承認された．

表 4　2025年度　予算
（2025 年 4 月 1 日〜 2026 年 3 月 31 日）

一般会計� （単位　円）

収入の部 2024 年度決算 2025 年度予算 差　　額

　前年度繰越額 3,401,060� 3,325,483� △ 75,577

　賛助会費 300,000 300,000 0

　一般・団体会費 1,582,000 1,568,000 △ 14,000

　学生会費 20,000 24,000 4,000

　外国会費 35,000 0 △ 35,000

　投稿料 660,550 600,000 △ 60,550

　広告料 120,000 120,000 0

　事業収入 261,996 90,000 △ 171,996

　寄付 309,029 0 △ 309,029

　雑収入 0 0 0

　利息 1,183 0 △ 1,183

当期収入合計 6,690,818 6,027,483 △ 663,335

支出の部 2024 年度決算 2025 年度予算 差　　額

機関誌発行費 2,628,967 2,230,000 △ 398,967

　編集事務費 92,730 140,000 47,270

　製作印刷費 2,431,804 2,000,000 △ 431,804

　発送費 104,433 90,000 △ 14,433

一般事業費 488,366 462,600 △ 25,766

　総会・公開講演会運営費 182,240 103,300 △ 78,940

　年会開催支援費 80,000 100,000 20,000

　柴田フォーラム開催費 63,924 86,300 22,376

　国際学術交流費 56,401 55,000 △ 1,401

　支部活動支援費 60,000 80,000 20,000

　ホームページ・広報費 41,658 38,000 △ 3,658

　70 周年記念事業 4,143 0 △ 4,143

　予備費 0 0 0

管理・運営費 248,002 269,000 20,998

　事務委託費 151,574 150,000 △�1,574

　通信費 27,882 40,000 12,118

　事務用品費 16,540 30,000 13,460

　入送金手数料 37,046 39,000 1,954

　雑費 14,960 10,000 △ 4,960

当期支出合計 3,365,335 2,961,600 △ 403,735

当期収支差額 3,325,483 3,065,883 △ 259,600

当期収支差額
（繰越金除く） △ 75,577 △ 259,600 △ 184,023

表 5　2025年度　予算
（2025 年 4 月 1 日〜 2026 年 3 月 31 日）

60 周年募金特別会計� （単位　円）

収入の部 2024 年度決算 2025 年度予算 差　　額

　60 周年記念募金収入 0 0 0

当期収入合計 0 0 0

支出の部 2024 年度決算 2025 年度予算 差　　額

　当期支出合計 0 0 0

　当期収支差額 0 0 0

　前年度繰越額 1,777,000 1,777,000 0

　次年度繰越額 1,777,000 1,777,000 0
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表 6　日本薬史学会組織　（2025年 4月 1日～ 2026年 3月 31日）

［委員長］ ［委　員］

総務委員会 松崎桂一 荒井裕美子，安士昌一郎

常任理事会 財務・会員管理委員会 横山亮一 荒井裕美子，吉野敬子

会　　長 船山信次
編集委員会 齋藤充生 赤木佳寿子，武立啓子，牧　　純

副 会 長 宮崎生子

常任理事 河村典久
齋藤充生
伹野恭一
日向昌司
松﨑桂一
村岡　修
横山亮一

企画委員会 宮崎生子

髙浦佳代子*，江戸清人，鈴木達彦，
宮本法子
柴田フォーラム担当：村田清志**，
三田智文，塩原仁子，野尻佳与子

広報委員会 日向昌司 五位野政彦，近藤晃司

国際委員会 伹野恭一 孫　一善，辰野美紀，宮崎啓一，
Julia�YONGUE監　　事 森本和滋

*：副委員長，** 柴田フォーラム担当長

理 事 会
評議員会

［支部長］ ［事務局長］

［北海道・東北支部］ 現在準備中

中部支部 河村典久 飯田耕太郎

関西支部 村岡　修 宮崎啓一

表 7　日本薬史学会　役員（2025年 4月 1日～ 2026年 3月 31日） 

人数
1 会　　長 船山信次
1 副 会 長 宮崎生子
4 名誉会員 津谷喜一郎 西川　隆 松本和男 三澤美和
1 有功会員 折原　裕

7 常任理事 河村典久 齋藤充生 伹野恭一 日向昌司 松﨑桂一
村岡　修 横山亮一

20 理　　事

相見則郎 厚味厳一 荒井裕美子 荒木二夫 石田純郎
江戸清人 桐原正之＊ 五位野政彦 小清水敏昌 笹栗俊之
三田智文 指田　豊 塩原仁子 鈴木達彦 辰野美紀
播磨章一 宮崎啓一 森田　宏 柳澤波香 Julia�YONGUE

1 監　　事 森本和滋

40 評 議 員

赤木佳寿子 天野　宏 飯田耕太郎 飯野洋一 稲垣裕美
奥井登美子 小原正明 川崎元士 儀我久美子 串田一樹
小林　哲 小松かつ子 近藤晃司 榊原統子 佐々木陽平
清水真知 正山征洋 孫　一善 髙浦佳代子 高橋京子
高橋洋一 詫間浩樹 竹原　潤 夏目葉子 成田研一
西谷篤彦 野尻佳与子 野々垣常正 福島紀子 武立啓子
船越清輔 前田光子 牧　　純 牧野利明 村田清志
八木澤守正 安士昌一郎 吉岡龍藏 渡辺謹三 吉野敬子

＊2025 年 4 月 1 日新任
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　総会議案が終了後，桐原正之年会長から日本薬史学会
2025 年会（静岡・静岡理工科大学）の開催案内があった．
松﨑総務委員長から，船山会長が2025年度日本薬学会教育
賞を受賞されたこと，薬学会において公開講演会並びに年会
の開催案内のフライヤーと入会案内が配布されたことが報告
された．
　15：08 に 2025 年度日本薬史学会総会を終了した．

公開講演会　15：30 〜 17：40　東京大学薬学系総合研究
棟 2 階講堂
　①講演 1：15：30 〜 16：30　座長：宮崎生子�
　　　　　長野哲雄（東京大学名誉教授）
　　　　　�東大模範薬局はどこにあったのか？　─東大薬

ブラタモリ─

　②講演 2：16：40 〜 17：40　座長：船山信次
　　　　　�森本和滋（国立医薬品食品衛生研究所 (NIHS)

客員研究員，長崎大学国際保健医療福祉学研究
分野客員教授）

　　　　　�医療系学生のための倫理教材の開発 25 年の歩
み�〜使命感と責任感の醸成〜

名刺交換会　
　公開講演会終了後，名刺交換会を実施し，18：00 をもっ
て本日の日程をすべて終了した．

《議事録署名》
日本薬史学会理事　　柳澤波香

㊞
日本薬史学会評議員　村田清志

㊞

表 8　2025年度総会・講演会

日時・会場 内　　　容

総　会
2025 年 4 月 19 日（土）
東京大学薬学部

理事・評議員会，総会

公開講演会
2025 年 4 月 19 日（土）
東京大学薬学部

長野哲雄（東京大学名誉教授）
「東大模範薬局はどこにあったのか？　─東大薬ブラタモリ─」
森本和滋（国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）客員研究員，
長崎大学国際保健医療福祉学研究分野客員教授）

「医療系学生のための倫理教材の開発 25 年の歩み�〜使命感と責
任感の醸成〜」

柴田フォーラム

2025 年 8 月 2 日（土）
午後 2 時〜 4 時
日本薬科大学
お茶の水キャンパス

加藤　諭（東北大学史料館教授）
「日本初の女性理学士の研究者資料〜黒田チカとアーカイブズ〜」
武田収功（横浜薬科大学客員教授）

「「天岩戸神話」と大麻の科学：Cannabidiol�(CBD) から
Δ9-Tetrahydrocannabinol� (THC) への熱異性化反応が示唆する古
代人の知恵をひも解く」

2025 年会
2025 年 10 月 4 日（土）
桐原正之年会長
静岡理工科大学

六史学会 2025 年 12 月
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薬史学雑誌投稿規定
（2024年 4月改訂）

1．　投稿者の資格：原則として筆頭著者は本会会員であること．会員外の原稿は，編集委員会の承認を
経て掲載することがある．

2．　著作権：
　（1）本誌に掲載された論文の著作権は日本薬史学会に属する．
　（2）�本著者は，当該本著者が創作した本著作物を利用する場合（第三者に利用を許諾する場合を含

む．），その利用目的等を記載した書面により本学会に申請し，その許諾を得るものとする．
　（3）�本学会は，当該本著作物の利用が，学会の目的または活動の趣旨に反しない限り，前項に定める

本著者からの申請を許諾する．
　（4）�（2）の規定にかかわらず，本著者は，本著者個人または本著者が所属する法人若しくは団体のウェ

ブサイトにおいて，自ら創作した本著作物を掲載する場合（機関リポジトリへの保存および公開
を含む．）その他著作権法により許容された利用を行う場合には，本学会の許諾を得ることなく
本著作物を利用できるものとする．

3．　原稿の種類：原稿は医薬の歴史，およびそれに関連のある領域のもので，個人情報の保護に配慮さ
れたものとする．ただし他の雑誌など（国内・国外を問わない）に発表したもの，または投稿中のも
のは受け付けない．

　a．　原著：著者が医薬の歴史に関して新知見を得たもの，医薬に関係した人，所，事跡等に関する論
考等で和文，英文のいずれでもよい．原則として図版を含む刷り上がり 6 ページ（英文も 6 ページ）
を基準とする．

　b．　総説：原則として編集委員会から執筆を依頼する．一般会員各位からの寄稿を歓迎するがその際
はあらかじめ事務局に連絡すること．刷り上がり 6 ページを基準とする．

　c．　研究ノート：原著にくらべ簡単なもので，断片的あるいは未完の研究報告でもよい．和文・英文
いずれでもよい．図版を含む刷り上がり 4 ページを基準とする．

　d．　資料：医薬に関する資料，関係外国文献の翻訳などで和文，英文のいずれでもよい．原則として
図版を含む刷り上がり 6 ページ（英文も 6 ページ）を基準とする．

　e．　記事：見学，紀行，内外ニュースなど会員の寄稿を歓迎する．刷り上がり 2 ページを基準とする．
4．　原稿の作成：
　a．　和文原稿：和文原稿は，ワードプロセッサー（A4，12 ポイント，横書 35 字×30 行）または 400

字詰原稿用紙によるものとする．平がな混じり横書きとし，かなづかいは現代かなづかいを用い，
MS 明朝体または楷書体を使用する．JIS 第 2 水準までの漢字以外の文字については，別途，著者
に相談して処理する．

　b．　英文原稿：英文原稿は，A4 判の用紙を用い，原則として，1 行約 65 字，1 頁に 25 行，ダブルス
ペース（1 行おき）で印刷すること．英文原稿は，あらかじめ英語を母語とする人，またはこれに準
ずる人に校閲を受けておくこと．

　c．　原稿の体裁：すべての原稿には，和文で連絡著者名と連絡先の住所，電話番号，FAX 番号，
E-mail アドレスおよび別冊請求先を記載したカバーレターを添付すること．また特別掲載を希望す
る場合はその旨を朱記すること．
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　原稿には通しページを付し，その第 1 ページには，論文表題，著者名，所属，所在地を和文お
よび英文併記で記載する．雑録を除く原稿の第 2 ページには，簡潔な英文要旨（250 語程度）お
よびその対訳の和文要旨（300 字程度）ならびにタイトル・要旨から選択した 5 語以内のキーワー
ドを和文・英文で作成し記載すること．なお要旨には，目的，方法，結果，結論の順に区分し各
項をもれなく記載すること．
　第 3 ページ以後は本文とし，原則として，緒論，方法，結果，考察，結論，謝辞，利益相反，
文献の順に記すこと．

　d．　利益相反：本文の最後，文献の前に見出しを付けて，著者全員の原稿内容に関する利益相反（conflict�
of�interest�:�COI）の情報を開示すること．COI がある場合にはその内容を記すこと．無い場合には

「開示すべき利益相反はない」と記す．
　e．　参考文献：基本として，医学雑誌編集者国際委員会（ICMJE）勧 告 （http://www.icmje.org/

icmje-recommendations.pdf）のスタイル（Vancouver�style）に準拠する（2017 年 12 月改訂版和訳は
https://www.honyakucenter.jp/usefulinfo/pdf/ICMJE_Recommendations_2017.pdf より入手可能）．
本文中に参考とした文献などは，引用順に通し番号を付し，論文末尾に次の要領で一覧にして表示
すること．著者名が 6 名を超える場合は，筆頭 6 名を記し，あとは「，他」又は「，et�al.」と記載する．

　（1）雑誌の例示：著者名．題名．雑誌名．年次．巻 （号）・ページの順に記す．なおページ数は始ま
りと終わりを示すが，最終ページは最初ページ数と重複しない数字のみを示す．電子雑誌などで，
ページのない場合は，記事番号などを記述する．雑誌名の略名は，Index�Medicus に準ずる．
1）寺岡章雄，津谷喜一郎．日本の薬系大学における「ドライラボ」の過去・現在と今後の課題．

薬史学雑誌．2012�;�47（1）:�67-89
2）Podolsky�SH,�Greene�JA.�A�historical�perspective�of�pharmaceutical�promotion�and�physician�

education.�JAMA.�2008�;�300�(7)�:�831-3.�doi�:�10.1001/jama.300.7.831.
3）Okuda�J,�Noro�Y,�Ito�S.�Les�pots�de�médicament�de�Yakushi�Bouddha�(Bouddha�de�la�Guérison)�

au�Japon.�Revue d’Histoire de la Pharmacie.�2005�;�LIII(No.�345):�7-32
　（2）単行本の例示：著者名．題名 . （編者名）．書名．（外国のみ）発行地，発行所，年次，該当ペー

ジを記す．
1）西川　隆．くすりの社会誌�:�人物と時事で読む 33 誌．薬事日報社，2010.�p.�119-27
2）��奥田　潤．くすりの歴史�;�日本の薬学�;�薬師如来像とその薬壷への祈り． In:�湯之上　隆，久

木田直江（編）．くすりの小箱．南山堂，2011.�p.�2-27;�p.�30-41�;�p.�144-56
3）Harrison�BR.�Risks�of�handling�cytotoxic�drugs.� In�:�The�Chemotherapy�Source�Book.�3rd�

ed.�New�York�:�Lippincott�Williams�&�Wilkins,�2001.�p.�566-80
　（3）電子図書の例示：著者名，ウェブページの題名，ウェブサイトの名称，更新日付け，（媒体表示）

入手先，アクセス日．ブログの場合はブログ名と更新日付けを入れることが望ましい．
1）Belar�C.�Models�and�concepts.�In�:�Lewelyn�S,�Kennedy�P,�editors.�Handbook�clinical�health�

psychology.�New�Jersey�:�Wiley�Inter�Science,�2004.�p.�7-19
http://www3.interscience.wiley.com/cgi-bin/summary/109870615/SUMMARY.�doi�:�10.1002/0470013389.
ch2�(accessed�10�Oct�2005)

　（4）「新聞」，「ホームページ」の例示：発行日・アクセス日を記載する．
1）川瀬　清．日本薬史学会創立 50 年に思う―その歴史・創立当初と薬史学―．薬事日報，
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2010.7.5.�p.�10-1
2）厚生労働省．治験ホームページ．http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/chiken/index.

html�(accessed�10�Oct�2012)
5．　原稿の送り先：
　a．　e-mailによる投稿：下記に送る．

e-mail�:�yaku-shi@capj.or.jp
本文は Word ファイル，表は Word ファイルまたは Excel ファイル，図・写真は JPG ファイルにて
作成すること．

　b．　郵送による投稿：本原稿 1 部，コピー 2 部を下記宛に書留で送ること．
113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16，（財）学会誌刊行センター内，日本薬史学会
封筒の表に ｢薬史学雑誌原稿｣ と朱書すること．到着と同時に投稿者にその旨通知する．なお，原
稿を収載した CD-R や USB スティックを添付することが望ましい．

6．　原稿の採否：投稿にあたって著者は原稿の区分を指定できるが，最終的な採否および区分は，編集
委員会が決定する．採用が決定された原稿の決定日を受理日とする．原著，総説，研究ノートについ
ては，編集委員会が複数の審査者に査読を依頼する．すべての原稿について，修正を求めることがある．
修正を必要とする原稿の再提出が，通知を受けてから 3 か月以後になったときは，新規投稿受付とし
て扱われる．また，編集技術上必要があるときは原稿の体裁を変更することがある．

7.　正誤訂正：著者校正を 1 回行う．著者校正は印刷上の誤植を訂正するに留め，原稿の改変や，その
他の組み替えは認めない．論文出版後著者が誤植を発見したときは，発行 1 か月以内に通知されたい．

8．　特別掲載論文：投稿者が特に発表を急ぐ場合は，特別掲載論文としての取扱いを申請することがで
きる．この場合は印刷代実費を申し受ける．

9．　投稿料，別刷料および図版料：
　特別掲載論文以外の投稿論文は，次の各条項によって個別に計算する．
　⑴原稿の種類が，原著かその他（総説・研究ノート・資料・記事など）のいずれか
　⑵原稿の刷り上がりの長さが基準以内か，それを超えているか
　⑶e-mail 添付の Word ファイル，または CD-R や USB スティックなどの電子媒体の添付があるか否か
　⑷請求金額の基準（1 ページ当たりの単価　電子媒体あり）例示
　⑸図表などの写真製版料，手書き原稿の入力料，別冊印刷・製本料については，別に実費を申し受ける．

別冊の希望部数については，投稿の際に申し込むこと．

１ページ当たりの単価（円）

電子媒体あり

論文の種類 刷上がりページ （和文） （英文）

原著 ６ページまで 3,300 3,850

超過分 11,000 11,000

その他 ６ページまで 1,650 2,200

超過分 11,000 11,000
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10.　発行期日：原則として年 2 回，6 月 30 日と 12 月 30 日を発行日とする．発行日の時点で未掲載の
投稿原稿が滞積している場合は，掲載を次号に回す，あるいはその中間の時期に 1 回限り増刊発行す
ることがある．
11.　本規定は，2024年 4月より実施する．

第 1 版　10（1）　1975.4
第 2 版　23（1）　1985.4
第 3 版　25（1）　1990.4
第 4 版　26（1）　1991.4
第 5 版　30（1）　1995.4
第 6 版　38（1）　2003.4
第 7 版　49（2）2014.12
第 8 版　51（1）　2016.6
第 9 版　53（2）2018.12
第 10 版� 54（1）　2019.4
第 11 版� 59（1）　2024.4

投稿規程，投稿カードは学会 HP から入手できます．
https://plaza.umin.ac.jp/yakushi/publication/journal/
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日本薬史学会編集委員会

委員長：齋藤充生
委　員：赤木佳寿子，武立啓子，牧　　純

日本薬史学会　新入会員（2024 年 10 月～2025 年 3 月，敬称略）

一般会員
加賀谷　肇

査読者（敬称略）
薬史学雑誌 60巻 1号

赤木佳寿子，荒木二夫，河村典久，五位野政彦，齋藤充生，髙浦佳代子，高野文英，西谷篤彦，西原正和，日向昌司，
武立啓子，牧　　純

編集後記
今回は年会講演から古今東西の文献を駆使した平安時代

の薫物の考察，がん哲学外来の由来と活動に関する 2 報の
講演録を収載しました．また，初めての試みとして，年会
シンポジウム等の記録を誌上シンポジウムとして収載しま
した．血漿分画製剤の歴史，地域薬局活動と災害対応につ
いては書下ろし，納豆の起源の考古学的研究，乳酸菌の歴
史と機能，核酸医薬の歴史と現状については抄録の再掲で，
当日の熱い息吹が感じられる幅広い内容となっておりま
す．ご執筆・転載をご快諾いただきました著者の皆様，厚
味 2024 年会長をはじめとする年会関係者にこの場を借り
て改めて御礼申し上げます．

原著では，植民地時代の『京城薬報』（内藤記念くすり
博物館も主要調査先に含まれています），明治時代の大分
で病院薬学を実践した星田千代雄の記録，シリーズ物とし

て，日本のアミノ酸系医薬品としてコラーゲン・ゼラチン
を使用した医薬品・医療機器の経緯，トケイソウ属植物の
精神・神経作用に関する作用の紹介が寄せられています．

また，青ページの会務報告では理事・評議員会，総会の
記録を掲載しています．薬史レターでもご紹介しましたと
おり，薬史学雑誌は投稿規程で著者所属機関リポジトリへ
の掲載を認める他，J-STAGE でも公開しており，今年度
採択分より適用される科研費等の競争的資金の研究成果の
即時オープンアクセス（OA）方針に適合しております．
医中誌へも索引されており，和文著者抄録は医中誌に収載
され，J-STAGE の論文本文へのリンクもされます．研究
成果の投稿先の査読誌として，今後ともご活用をお願いい
たします．

  （齋藤充生）

所属先，住所，アドレスなどの変更が生じた場合には学会事務局へ必ずご連絡ください．
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中山医院

長岡実業株式会社
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